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　陽が落ちて夜の帳とばりが降りた頃。

　川底に根を張り水面から背丈ほども伸びる葦あしに似た植物の密生する水辺では、水の跳ねる音を耳にとめた帝国兵が、音のした方角に顔を向け舟ふな縁べりからじっと目を凝らしていた。

　松明たいまつの光を、音の発生源にできる限り近づけようと手を伸ばしているが、群生する葦はカーテンのように広がりその奥にまでは光が届かない。

　月もない夜、松明程度の灯りで浮かび上がるのは城塞を囲うように張り巡らされている柵にひっかかっている水草や草の塊かたまりだけ。これらが流されて来てあちこちに溜まっているのは、日常的な景色である。それだけに兵士は、さほど長い時間をかけて観察を続けることは出来なかった。

「ほら、もう行くぞ」

　苛立ったような仲間の声に、帝国兵は「もうちょっと、待て……」と返し、舟縁からさらに身を乗り出して、暗闇の向こうを睨む。

「どうせ魚か何かが跳ねたんだろ？」

「それにしちゃあ、水音が大きかった」

「だから大きな魚だったんだよ。水の跳ねる音ぐらいでいちいち止まってたら、いつまでたっても巡回は終わらないぞ。それに、そのあたりは鳴なる子こが張ってある。迂う闊かつに触って鳴らしでもしたら、また先輩連中にお目玉を喰らっちまう」

　実際、巡回の小舟が張り巡らされた鳴子に触れてしまい、兵士達はその都度、空振りの非常呼集を受けていた。一回や二回なら、仕事に熱心だからと許してもらえるかも知れないが、三度、四度と続くと、そうも言ってられなくなる。さらに今は深夜だ。心地よい眠りの中から叩き起こされた者の憤いきどおりは「鳴子に触った馬鹿野郎は、どこのどいつだ！」という罵ば声せいに表れるように、敵ではなく手近に居る味方へと向けられてしまうのである。

　軍隊というのは人間関係が難しい。誰もが古参兵に睨まれることだけは避けたい。ましてや憎まれるなんてこと、絶対に勘弁して欲しいと思うのだ。

　帝国兵はしばらく考えていたが、仲間の言葉に素直に頷くと顔を別の方角へと向けた。

「よし、行こう」

　こうして小舟に乗った帝国兵達は、次の巡回場所に向かうため舟を先へと進めていった。

　……行ったか？

　剣けん崎ざきは水面から顔の上半分を出すと、ハンドサインで前方の水草の塊に向けて意思疎通を試みる。

　よく見るとその水草は、肌を深緑と緑に塗装し頭部に偽装を凝らした的まと射いの顔であった。暗闇の中に並ぶ二つの白目を見つけることで、やっと人間の顔だと認識できた。

　的射はそっと周囲を見渡すと、肯定のサインを送ってよこした。

「危ないところだった」

　剣崎は胸をなで下ろすと、柵に近づいて水中での作業に戻った。

　実のところ、あちこちに張り巡らされた鳴子の無力化処理は難しくない。糸電話の音が伝わらなくなる方法を心得てさえいれば良い。つまり振動を伝でん播ぱさせる縄を固定してしまうのだ。

　具体的には竹竿か何かを川底に突き刺し、鳴子をぶらさげた綱を結びつけてしまう。そうしておいてから、必要な部分の綱を切断するのだ。だがその作業中に手を滑らせ、縄の束たばを水に落としてしまった。その音を帝国軍の兵士に聞かれてしまったのである。

　剣崎は、巡回の舟が充分に遠ざかったことを確認すると、柵に近づいて再びノコギリをあてた。

　幸い、水分をたっぷり含んだ木材はノコギリをあてたところで音などほとんど上げない。ほどなくして、柵を構成する丸太の一本を切り取ることが出来た。

　だがこれで開かれた隙間は、わずかに三十センチ程度。完全装備の剣崎達が通るには、もう一本切って六十センチほどの隙間を開ける必要があった。

　剣崎はさらに作業を続け、もう一本の切断に成功した。

　切り取った柵の部分には薄緑の蛍光色に輝くスティックを取り付け目印とする。

　すると、周囲から水を掻かく音が近づいてきて、開かれた通路から隊員達が次々と内部へと潜り込んでいった。

　皆、迷彩の戦闘服に水のしたたるブッシュハット。手にはＭ４カービン銃という自衛隊では普通目にする機会の無い装備を手にしている。中には、銃では無く弓矢を手にしている者の姿もあった。

　最後に、周囲に警戒の視線を巡らせた剣崎が、的射に合図してから内部へと入って行く。

　残された的射は、その場から離れると葦の密生する中に隠したゴムボートへと戻って、うつ伏せに寝転ぶ。そしてゴムボートの縁に据え置かれた五十口径ライフルの夜間照準眼鏡を覗きこみ、剣崎らの向かった方角の様子を見守るのだった。




「見回りは厳重にしろ。わずかな兆しにも目を配れ」

　帝国軍の首席百人隊長ボルホスは、薪の照らす薄明かりの中で、夜間哨しょう戒かいの当番兵達を整列させると訓くん示じをしていた。

「異音、ちょっとした異常。何でも良い、気になったことは全てをその目で直接確かめて報告するんだ。いいな？」

「魚が跳ねた水音もですか？」

「そうだ。こんな時に俺たちを騒がすような魚は、とっ捕まえて食っちまうぐらいの気構えで探せ」

　それを冗談とでも思ったのか兵士達は一斉に笑った。だがボルホスは「ん？　何がおかしい？」と大まじめな表情を崩すことなく兵士達を睨みつける。

　たちまち皆の笑いが止む。すると「隊長……ちょっと気になることがあるんですが」と新兵の一人がおそるおそると言った風に手を上げた。

「どうした？」

「僕は今、巡察から戻ってきたばっかりなんですが」

「それで？　前置きはいいからはっきり言うんだ。兵卒テリー」

「見て頂きたいものがあるんです」

　若い兵士が百人隊長を案内したのは、大河に張り巡らした鳴子を結びつけた杭くいであった。そこから何本もの縄が河にむかって伸びている。テリーはその一本に松明の炎を近づけて、これを見て欲しいとボルホスに告げた。

「これがどうしたと言うんだ？」

「一昨日、鳴子を張り巡らせた時は、鳴子が水に浸からないように、ピンッと張ったはずなんです。なのに……」

　見るとその一本が弛ゆるんで、綱の先が水の中へと潜っていた。

「なるほど」

「二晩たって弛んだのかなって思ったんですけど、他の鳴子がそのままっていうのも変かなって気になってて」

「気がついたのは何時だ」

「つい、さっき戻ってきた時です」

「よし、よくやった」

　ボルホスはテリーを褒めるとその肩を叩いた。

「ただちに、当番隊の兵士達を起こせ。敵が忍び込んできているぞ！　長官閣下に報せろ。大至急だ！」




　中洲の岸は、水辺同様に背の高い雑草が群生している。これに身を隠しながら暗視鏡を覗き込んでいた忍おし野のは、背後にいる出雲いずもに合図して、目標の発見を報せた。

「いました……出雲三佐、あそこ。中央の広場に置かれた檻おりの中です」

　出雲達の隠れる水辺から距離にして二百メートルほど。その広場の中央に檻は置かれていた。

　出雲は暗視鏡を装着したままラミネート加工された写真を懐から取り出すと、赤外線ライトをあてて目標の人相を確認し、再び檻の方角へと目を向けた。

「ちっ、顔が見えないな」

　木製の檻のなかに捕らえられた男性は力なく座り込んでいる。眠っているのか膝に顔を伏せたままのため、顔を確認することが出来ないのだ。

「どうします？」

「予定通り本人だと確認できたら強襲する。それまでは待機だ」

「でも、寝ているのだとしたら朝まで顔を上げたりなんてしませんよ。目を醒さますのを待っていたら明るくなってしまいます」

「我々の目的は拉致犠牲者の救出だ。偽物掴まされて帰るなんて恥知らずなことできるわけないだろう。チャンスはこれが一度きりと考えて、慎重に行動するんだ」

　すると出雲の背後から、長身の隊員が顔を突き出した。

「隊長のダンナ。要するにあの人を起こせばいいんだろ？」

　デリラだった。

　迷彩服を着て顔面には部隊統一のカモフラージュを施し、ブッシュハットで耳を隠してしまうと他の隊員達とほとんど見分けがつかない。それでも辛うじて躰の線から女性だということはわかる。こんなに胸が豊かで腰の細い男はいないからだ。

「何かいい手があるのか、デリラ？」

　デリラは胸の間に挟んでいた魚肉ソーセージをとりだすと包装のビニールごとひと囓かじりすると、何でもないことのように腰を上げた。

「あたいに任しておいておくれよ。ちょっくら行って声をかけりゃ……」

「それは駄目だって。まてまてまてって」

　出雲達は、腰を上げたデリラを慌てて捕まえた。

　デリラは特殊作戦群の隊員達と一緒に行動できるほどに優秀だ。身のこなしや、気配り目配り、敵を発見し追跡する能力、格闘能力などは特殊作戦群の隊員達ですら一目を置くほどのものである。扱える武器は弓矢や剣だけだが、それだってこうした場面では静寂性という点で銃よりも優れているのだ。

　だが彼女は、残念なことに唯一にして致命的な欠点を抱えていた。

　それはいささか考えが足りないところである。自分勝手に行動することがないので問題にはならないが、逆に言えば常に側にいて指示したり、見守ったりしてやる必要があるのだ。

「俺たちは待ち伏せされてるんだ。近づけば袋のネズミだぞ」

「そうだ。少しは自分の安全にも気を配れ」

　剣崎と忍野の二人がかりで、デリラはその軽率な発想をたしなめられる。忍野の言うようにデリラは自分の安全確保をおろそかにする傾向があるのだ。だがデリラにも言い分があるようで、ソーセージを口に咥くわえたままぷぅと頬を膨ふくらませた。

「けどさ、それを承知であの人を助けに来たんだろ？　ここで座り込んでちゃ何にも出来ないよ」

　出雲はそんなデリラの肩を軽く叩く。

「その通りだ。だが蛮勇は一回きりだ。あれが松まつ居い氏だということがはっきりと分かった時だけ俺たちは動く。それまでは慎重に行動する。いいな」

「だからさ、あたいが行けばいいだろ？」

「何か勘違いしてないか？　俺の言う俺達には、お前も入っているんだぞ」

「そ、そうなのかい？　あたいはみんなの仲間なのかい？」

「俺達はそのつもりだったんだが、どうやら独ひとり合が点てんだったみたいだな？」

　出雲をはじめとして剣崎達はそろって頷いた。するとデリラは「ごめんよぉ。そんなつもりはなかったんだよ」と出雲に頭を下げた。

「わかったよ。じゃあ近づかないで起こせばいいんだね？」

「そうだ。それが出来るなら、な」

　するとデリラは箙えびらから矢を引き抜くと、その先端に何やら細工を施し、弓につがえた。

「おいおい、何をする？」

「鏃やじりは外したよ。これであの人を小突いて目を醒まさせるのさ」

　自分の意図を説明しながら弓矢を引き絞るデリラ。

　なるほど……やり方はいささか乱暴だが、その方法なら上手くいくかも知れない。

　出雲は暗視鏡を覗き込みながらデリラに指示した。

「頭に当てるなよ。結構甲かん高だかい音がするからな」

「わかったよ。狙うのは肩か腰だね」

　ヴォーリアバニーという種族は夜目が利くのか、暗視鏡無しに狙いを定めることが出来るようである。二百メートルの距離を狙える強弓を軽々と引いてみせる腕力も、戦士としては妬ねたましいほどだ。

　やがて狙いが定まったのか、ほんの少しばかりデリラが息を呑む。するとその直後に弓弦が鳴り矢が放たれた。

　布団を叩いたようなくぐもった音が響いた。

　寝ていた男性が、驚いたようにぱっと顔を上げ、痛む肩を押さえながら何が起きたのかと周囲をきょろきょろと見渡している。その顔を見た出雲は断じた。

「うむ、間違いない。彼は松居冬ふゆ樹き氏だ」

　ぼさぼさの髪に、こけた頬。大分人にん相そうは変わっているが、過酷な環境におかれればこうなっているであろうという予想イラストと酷似していた。

　特殊作戦群の隊員達は一斉に腰を上げた。

　前進して目標を確保する。それが彼らの目的だったからだ。だがデリラが「待て」を告げるハンドサインを出して皆を止めた。

　皆訝いぶかしげにしながらも再び片膝をつく。油断無く銃を構えて周囲を警戒しながら次の指示を待った。

　するとほどなくしてデリラが皆を止めた理由が判明した。

　松明を手にした兵士達が突如として姿を現し、檻の周囲を固め始めたのである。

　さらに少人数の捜索隊が何組も編成されて、広場の周辺の捜索を始めた。このまま座していれば、自分たちのいる川辺にも捜索の手が及ぶだろう。

「不味いな」

　自分達が、追い詰められつつあると悟った出雲は呻いた。

「構うことはありません。強襲をかけましょう」

　近づいてきた槍うつ田だが、低い声で意見具ぐ申しんした。

　同じようにやってきた忍野が、「あそこにいるだけが敵のすべてではない。俺達だけで脱出するなら強襲も良いけど、拉致犠牲者もいるってことを忘れるな」と返す。

「そうだった。くそっ」と槍田。

「どうします？」剣崎と忌いまわ埜のの視線が出雲に向けられた。

「少し様子を見よう。どうして急にあの連中が沸いて出てきたのか理由を確認しておきたい……デリラ。聞き耳を立ててくれ」

「あいよ」

　デリラはそう言うとブッシュハットを取り去ってウサギ耳を立てると目を閉じた。

　彼女の鋭い聴力は、出雲達が聞き取ることが出来ないような距離でのやりとりすら、聞き取ることが可能なのだ。

『ボルホス隊長、総員配置につきました』

『よし。それが済んだら徹底的にこのあたりの捜索をするんだ。いいな』

　デリラのような鋭い視力を持たない出雲らは、暗視鏡を用いて敵の様子を窺う。

　モノカラーの画像として映し出された兵士達のやりとりは、デリラによって同時通訳されたため、敵の事情をつぶさに掴むことができた。

　やがて兵士達とは身なりからして違う、恰幅の良い男がやってきて隊長らしき男に話しかけた。

『こんな夜よ更ふけに何をしているのかね？　首席百人隊長』

　声をかけてきたのはよっぽどの高官なのだろう。百人隊長は姿勢を正して答えた。

『はい、敵の侵入を察知いたしましたので、警戒を強化しております。ゴダセン閣下』

「閣下？」と忍野。

「司令官級の人間かも知れないな」と出雲がつぶやき返す。

『侵入を察知しただと？　君がか？』

『はっ。兵卒テリーが、鳴子の異常を察知し報告して参りました。私もそれを確認し、敵の侵入によるものだと判断いたしました』

『君は、馬鹿か？』

『何か判断を誤っているでしょうか？　私に課せられた任務は敵の侵入を警戒し、これを捕らえるか、殲せん滅めつすることだったはずです』

『君は釣りをしたことがあるかね？』

『私は軍人です。釣りなどという軟なん弱じゃくな遊ゆう戯ぎ、したことはありません』

「お前は釣り好きの日本人、百万人くらいを敵に回したぞ」

　釣りが趣味なのか忍野がぽつりとぼやいた。

『きっとそうだろうと思った。儂わしは釣りが好きだ。特に疑ぎ似じ餌えを用いた釣りが大好きでな。それに魚がかかって、悔しそうにぴちぴち跳ねるところを見るのがとても好きだ。どんな疑似餌で魚たちを騙だましてやろうかと、いつも考えているくらいだ。それくらい、釣りに精通している。その儂が見るところ、君は素人がよくやる間違いをしている。餌を針先につけ、水に沈める。すると魚は餌をつつく。素人はそこで我慢が出来ずにすぐさま竿を立ててしまう』

『私の判断はそれに該当するということでしょうか？』

『そうだ。ここまで物々しい警戒をしては、敵が餌に食いついてくれないではないか？』

『私は、魚が池にいると分かれば網をかけた方が早いと考えます』

『それが普通の敵ならな。だが相手は網を食い破る鋭い歯を持っているぞ。君の部下達は今、大変な危機的状況に置かれているのだ』

『ではどうしろと？』

『まずは、兵士達を一旦解散させたまえ。そして、この檻の周囲から人影をなくすのだ。魚が餌に近づいて来るのを待って、敵が餌をしっかりと飲み込んだ瞬間に竿を立てるのだ。わかったら兵士達の配置を変更したまえ。今すぐだ、いいな！』

　集まった兵士に解散が命じられた。

「さぁ、さっさと行け」と散らすような言い方をされ、意気込んでいた兵士達はたちまちやる気を失って、ぶつぶつ言いながら隊舎に入って行ったり、元いた配置へと戻って行ったりする。

「ごめんよ。これ以上は騒がしくて聞き取れない」

「ああ、もういい。助かった」

　出雲はそう言ってデリラの頭にブッシュハットを載せるとそのまま頭を撫でてねぎらう。その乱暴な撫で方にデリラは唇こそ尖らせたが、面はゆそうな表情をして首を竦すくめた。

「さてと。どうしたものかな」

　出雲は皆を見渡して意見を求めた。すると剣崎が答えた。

「ここは予定通り、手分けしての強襲しかないでしょう？　第二班を迂回させて陽動の攻撃をさせます。その間に第一班が目標を救出します。段取りよく行えばきっと上手くいきます」

　忍野や槍田、忌埜もその意見に同意のようである。

　時間の制約がある現状では、確かにそれ以外の手は無い。だが出雲には、その作戦がうまくいくとは思えなくなっていた。

　そう思うようになったのは、敵の現場指揮官の姿を見たせいである。あの男は手強い、きっと多数の犠ぎ牲せいを出すことになる。ここにいる十四人の半数近くが帰れなくなるだろう。出雲の直感がそう告げていた。

　もちろん、それでかまわない、犠牲は覚悟の上だと考えることも出来た。だが出雲は、そのような犠牲を前提とした作戦を考えることは、指揮官の怠たい慢まんであると考えていた。幸運や、兵の根性や、犠牲を当て込んでの成功は成功とは呼べないのだ。

　出雲は、ふと似たような状況を設定された演習で、次々と作戦に失敗して多数の犠牲を出した仲間を後しり目めに、唯一、人質救出を成功させた部下がいたことを思い起こした。

　その部下の用いた作戦を用いれば、あるいは上手くいくかも知れない。だが……

「でも、いくらなんでもなあ……」

　あの男がやったやり方をなぞるのは大変な抵抗を感じる。それは奇策というレベルを超え、卑怯の域に達する行為だからだ。少なくとも、まともな神経を持つ者のやることではない。

　だが、あの指揮官を相手にするならそういう非常識なやり方こそが、この状況を打破してくれるような気がする。

　成功すれば犠牲を出さずに済むかも知れない。たとえ失敗したとしても、常道の強襲作戦に戻れば良いのである。やってみて損は無いだろうと思った。

「一つだけ試してみたいことがある」

　出雲はそう言うと皆に作戦の説明を始めた。すると予想通り、皆はとっても嫌そうな顔をしたのだった。





　　　　　＊　　＊






「俺は釣りが嫌いだ！」

　ゴダセンから直じき々じきの命令を受け、広場から離れたところに兵士達を待機させたボルホスだったが、夜が明けて空が白み始めると、さすがに待ちきれない気分になってしまう。いらだちを抑えることも出来ずうろうろと歩き回っては、囮おとりの入った檻を遠望したり、熊のように歩き回ったりを繰り返していた。

　それは誰が見ても「あんたには魚釣りは向かないから止めておけ」と言いたくなる気の短さである。いくら釣り糸を垂らしても、その周囲でバタバタ歩き回ったら魚が寄って来ないことは素人にもわかることだからだ。

「何が嫌いって疑似餌を使った釣りが大嫌いだ。あんな事を平気で出来る連中の気が知れん。だいたい魚達が可哀想と思わないのか!?　美味そうだな、面白そうだなと思って触ったら、それが実は中身も何もないただの抜け殻だったなんて、酷すぎる！　しかも中には釣り針まで仕込んであったりする。いったい、どれほど切なくて悲しくて悔しい気分になるか！」

　まるで前世が魚であったかのごとく吐き捨てるボルホス。釣られる側の気持ちというものを、兵士達に向けて切々と語った。

「敵は暗くなってからここに侵入してきた。そうだな？」

　ボルホスの言葉に兵卒のテリーは直立不動の姿勢で「はい、そうです」と頷いた。

「俺達は、餌に敵が食いつくのを待っている。そうだったな？」

「はい。そうです、隊長」

「だったらどうして敵は出てこない。夜が明けてしまえば、暗闇に紛れて逃げることすら出来なくなってしまうぞ。そんなに敵は馬鹿なのか？　わざわざこんなところにやって来ていながら、指をくわえて餌を眺めているような臆おく病びょう者ものぞろいなのか!?　長官閣下もとんだ見当違いをなさったものだ！」

　首席百人隊長の怒気をぶつけられた兵士達は迷惑そうな表情をしながらも黙ってることしか出来なかった。

「それは違うぞ、百人隊長」

　意外な方角からボルホスの怒声に答える声があった。ゴダセンである。

「敵は我々が考えるより、はるかに狡こう猾かつだったのだ」

「長官閣下!?」

　見ればゴダセンが、まだら緑の服装の男達に取り囲まれてあらわれた。

　その喉元には剣の切っ先が食い込むほどに突きつけられ、手は後ろ手に縛られていた。

　ゴダセンは、背後から脅されているらしく、一歩一歩を頼りない足取りで歩く。

　よく見れば狭い歩幅でしか歩けないよう足首同士が縄で繋がれていた。おそらくは、走れないようにするための処置なのだろう。

　ボルホスは兵士達と共にその前に出ると、指先を突きつけ叫んだ。

「貴様ら、汚いぞ！」

「風呂も入ってないし、昨夜から着替えてないんでな。不潔で申し訳ない」

　出雲は、そう答えると道を空けるよう要求した。

「長官閣下の命が惜しければ、檻の中にいる我が国の国民を返して貰いたい」

　脅迫の言葉に思わず後ずさる帝国兵、だがボルホスは狼狽うろたえることなく首を横に振った。

「そういうわけにいくか！」

「では長官閣下の命はない」

「ボルホス！　助けてくれ」と叫ぶゴダセン。だが百人隊長は「閣下、しばらく耐えて下さい」と返事して、「長官を殺せばお前達も八つ裂きにしてやるぞ」と脅迫し返した。それを裏打ちするかのように兵士達も一斉に弓矢を構え引き絞る。

　見れば周りにいるのは剣に盾を装備した剣兵より、弓矢やボウガンといった投射武器を手にする弓兵の方が数が多かった。よく見ると投石や、槍みたいな矢を大量に発射する機械式の弩ど弓きゅうまであった。

　帝国軍も日本を相手に戦いを続け、戦訓を積み重ねているのだろう。原始的な武器も大量に使用されると大変な脅威である。おそらく力ずくで攻めたとしても、今までのような一方的な勝利を得ることは出来ないだろう。

　出雲は、かつての部下の思考や口調を極力真似て敵に話しかけた。

「八つ裂きは嫌なので、命は取らないでおくことを約束する」

　だが、あまり上手くいってない気がした。伊丹いたみという男は真似るのが難しいのだ。

「後先のことを考えられる頭はあるようだな。ならば閣下を解放して降伏するがいい。そうすれば殺さずにいてやる。扱い方もそれなりにしてやるぞ」

　帝国軍の指揮官の言葉にどうしても、まじめに答えたくなる。だが、そうすればたちまち交渉は決裂してしまう。相手に話し合いの余地があると思わせつつ、相手からの要求にははぐらかすような態度をとり、危機感を抱かせるという、矛盾した態度を演出しなくてはならないのだ。

　こんな時、あいつならどうしていたか？　どんな風に考えて、どんな風に答えるだろうか？　緊迫した空気を、まじめな思考を引っかき回す、ふざけた態度。出雲は伊丹の言動を必死に思い起こしていた。

「困ったなぁ。いやいや。それでは俺達の任務が果たせない」

「そんな任務は諦めるんだな。このタンスカの周りには一個軍団もの兵隊が、お前達を捕らえるために配置されているんだ。こうしている間にもどんどん集まってくるぞ」

　実際その通りで、あちこちから兵士達が集まりつつあった。出雲達の周囲は完全に取り囲まれている。状況は悪化の一途をたどっていた。

「さぁどうする？」

「ではこうしよう。長官閣下を少しだけ返してやる」

　かつて……演習で設定された状況は、特殊作戦群の隊員五十名に守られた人質の奪還を行えというものだった。

　出雲らはあらゆる工夫を凝らして救出に挑んだ。だが、演習という枠組みの中では、いつ襲うかがどうしても分かってしまう。時間的な意味で不意を突くという行為は難しかったのである。

　交戦用訓練装置バトラーは次々と電子音を上げて隊員達の戦死を告げ、出雲らに作戦の失敗という現実を突きつけ、指揮官達は「演習なんかでホントの奇襲なんか出来るはずがない」とその原因を、状況の設定に押しつけた。ところが伊丹は、訓練の視察に訪れた特殊作戦群長に銃口を突きつけて人質とし、人質の交換を要求するという手段に出たのである。

「人質を解放しろ。さもなくばこの男の安全は保障しない」

　もちろん、そんな要求を受け容れるわけにはいかない。対抗部隊の指揮官は伊丹の要求を無視することにした。どうせ訓練である。人質を傷つけると言っても実際には何も出来ないとタカをくくったのだ。

　すると伊丹は、群長の乏とぼしくなった髪を、隊員達の前で一本ずつ抜くという、残忍な振る舞いを始めた。群長が、薄くなってきた髪を気にし、高価な育毛剤を買ってきては日々の手入れに余念が無かったことは、隊員達のほぼ全員が知ることである。知っていてもなお、それに触れないのが紳士というものなのだ。

　だが伊丹は、それを逆さか手てにとった。陸上自衛隊は安全管理がことのほか厳しく、訓練の中での行動にはかなり制限がある。特殊作戦群も一般隊員であった者から選抜される以上、その意識とは無縁でいられない。これは訓練だという枠組みにとらわれていた。その思い込みに対する奇襲を伊丹は行ったのだ。

　そのあまりにも無慈悲な振る舞いには、特殊作戦群の隊員の多くが歯がみして悔しがり、可哀想にと呻うめいたほどだ。

「はい、少しだけ返しましたよ」と数本の毛の束を渡された時、対抗部隊の指揮官はこれ以上ないというほど情けない表情をしていた。そして、ここまでするかという非情さに圧倒され、時間と共にどんどん薄くなっていく群長の髪を守るために、伊丹の要求に屈するしかなかったのである。

　もちろん、統裁官の下した判定は「有効」である。これによって指揮官のみならず隊員達は徹底的な意識改革が迫られた。我々は特殊作戦群である。何をしても良いし、何をされてもおかしくないのだ、と。そしてその結果をもたらした伊丹には、群長からお褒めの言葉と同時に、恨みの念が籠もった特別待遇……どれほど辞退しても、決して脱落させてもらえない各種訓練のフルコースが強制されることとなったのである。

　出雲らが置かれている状況は、そのやり方をそのまま踏とう襲しゅうすればよいというものではない。人質の髪を抜いたところで、たかが知れているからだ。だが、これもやりようだ。

　伊丹のやり方が議論を呼びはしたものの、有効と判定されたのもそのためなのだ。

「少し？　少しだと!?」意味を理解できず困惑するボルホス。

「どの指が良い？」

　デリラはこれ見よがしな態度でゴダセンに問いかけた。驚いたゴダセンは背後から自分に剣をつきつけるヴォーリアバニーに「な、何をしようと言うんだ？　儂をどうするつもりだ!?」と叫んだ。

　デリラは目を据すわらせて問いかけた。

「どの指なら無くしても不自由が少ないかって聞いてるのさ。早くしな。早く自分で決めないと、あたいはあんたの右手の親指を落とそうと思ってるよ」

「や、やめてくれ。頼む！」

「ニホンの人を返してもらえれば、こんなことしなくても済むんだけどね」

「ボ、ボルホス、助けてくれ！」

　首席百人隊長は苦く汁じゅうを飲み干すような声で答えた。

「閣下。こらえて下さい。この者達の目もく論ろ見みに乗せられてはいけません！」

「我慢しろってさ。さ、どの指が良いか早く決めな」

「そ、そんな！　頼む、助けてくれ。やめてくれ、囮は返す、返すからやめて！」

「じゃあ右手の親指だね……」

　デリラはそう言ってゴダセンの右手に剣先をあてた。

「わ、儂は右利きだ。せめて、左手の薬指にしてくれ！」

　咄とっ嗟さの事ながら小指を選ばないのは相当に知恵の回る証拠と言えるだろう。人間は棒状の物を握る時、小指で絞めつけるからだ。小指を失うと親指、人差し指を失うことの次ぐらいに苦労することになる。

「くわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあああ！」

　激痛に涙を溢れさせ悶もだえ苦しむゴダセン。喉を絞るような絶叫を上げた。

　デリラはボルホスに向かって「ほら、少しだけ返したよ」と白くて細い物体を放り投げる。

　ボルホスは中間地点に転がったそれを見て「何てことしやがる。この野郎」と怒鳴った。

「返せっていうから返してやったのさ。さあ、そこにいるニホンの人を返しておくれよ」

「野や蛮ばん人じんの人でなしめ！」と帝国の兵士達が口々に叫んで、出雲達に口汚い罵声を浴びせかける。だが出雲は意にも介さないという態度で言った。

「一本じゃ足りないってことか。もう一本か二本、追加した方がいいか？」

「次は右手の薬指、左手の中指、右手の中指、その次は右の耳にしようよ。見てくれは悪くなるけど、いろいろと不自由になるよりは遥はるかに良いよね……」

　そんな剣けん呑のんなことを出雲とデリラが言い合うと、ゴダセンはついに恐怖と苦痛で崩れるように気絶してしまった。

「あらら。自分で歩いて欲しかったのに」

「どうせ担いでいくなら、軽くするために足を切ったらどうだろう？」

　そんな会話が耳に入ってしまうと、ボルホスもいよいよ追い詰められていく。が、ゴダセンの身を案じることしか出来なくなっていた。

「だったら、こっちもニホン人の指を……」

　頭の回る兵卒のテリーが、ボルホスに代わって条件を提示しようとしたが、その場で剣を持つ腕を吹き飛ばされて転がることになった。

　飛び散った血液を浴びた兵士達は恐怖の色を浮かべて後ろに大きく下がる。目の前に居る日本人が何もしていないことは見ていたから分かる。周囲を見渡しても、敵の姿はなく、かなり遠くから攻撃されたことしかわからなかった。

　的射の狙そ撃げきである。彼は全てを把握できる後方の高台に移動して、状況をじっと見守っているのだ。

　帝国兵達は剣崎の構えるＭ４カービン銃の銃口を向けられるのを嫌がるように道を開く。

「しかたない。長官閣下をこれ以上傷つけさせるわけにはいかん」

　冷静な思考の許されない状況下での判断を強いられたボルホスは、全身にびっしょりと汗をながしながら兵士達に「こいつらを通せ」と指示するしかなかった。

　特殊作戦群の隊員達はひとかたまりとなって、広場の中央に置かれた檻へと近づく。

　帝国兵達は弓をつがえて構えた姿のまま、出雲らが近づいた分だけ後ろに下がった。

　檻にたどり着くと剣崎と忍野が錠を壊し、中にいた男に「松居冬樹君だね？」と日本語で訊ねる。すると「……はい、そうです」という日本語による答えがあった。

　間違いなく目標である。あとは脱出だけだ。そう思ったところに、新たな声が出雲らに投げかけられた。

「さあ、ニホン人共。武器を捨てて降伏するがいい！」

　帝権擁護委員オプリーチニキのダーレスである。

　ダーレスはコボルトの兜を隙なくかぶり威風堂々と自分こそが指揮官であると言わんばかりの態度でボルホスの前に出た。

「長官閣下は、恥を知る方だ。このままお前達の逃亡を許したと知ればきっとご自身を責められるだろう。作戦に失敗すれば自らの命を絶たれるに違いない」

「だから何だ？　それがどうしたと？」

「わからないかね、首席百人隊長。我々は、長官のご意思を酌くんで差し上げねばならないのだ。閣下のご家族や郎党が、路頭に迷わないようにな。兵士達に告げる、かまわないからこの者達を捕らえよ！」

　だが兵士達は行動を起こして良いものかどうか確かめるように、ボルホスの表情を窺った。

　命令に従わない兵士達に苛立ったダーレスは繰り返して「この者どもを捕らえろ。聞こえないか！」と怒鳴る。

　だがいくらなんでもそれはまずいだろうという兵士の思いを代弁するように、ボルホスは「帝権擁オプリー護委員チニキ殿。長官閣下は助けてくれと私におっしゃいました」と返した。

「聞き間違いだ！」

「いいえ。そんなことはありません」

「君が、長官のご意思を酌み損なったのだ。ゴダセン閣下なら、自分のことはどうでも良いから、この者達を倒せ、捕らえよとおっしゃるはず」

「いいえ。助けてくれとはっきりとおっしゃいました」

　兵士達も、それははっきり耳にしたと、うんうん頷いた。

「では、改めて私が命令しよう。この者達を捕らえよ」

「出来ません」

「粛しゅく清せいされたいのか？」

「帝権擁護委員オプリーチニキ殿。我々は長官閣下の部下なのです」

「だが長官は人質になって冷静な判断力を失っている。今、ここにいる最高指揮官は私だ」

「長官が正常な判断力を失っておいでだったことには同意します。しかし軍の指揮権序列に、帝権擁護委員オプリーチニキ殿は存在しておりません。長官不在の場合は副長官、そして副長官がまだお見えにならない現状では、最先任の百人隊長たる自分が最高指揮官なのです」

　突然目の前で始まった指揮権争いに、帝国軍の兵士達は戸惑いを隠すことが出来なかった。

　本来ならボルホスの言うとおりなのだ。だが帝権擁護委員オプリーチニキを怒らせれば粛清されてしまう恐れがある。細かいことにこだわって突っ張るより、ここは従っておく方が良いと考えるのが世慣れた人間の振る舞いと言えよう。しかし万事にまじめで頑固な首席百人隊長は、そういった融通を利かすことが出来ない。権力者に阿おもねるようなことを一切しない男なのだ。それは兵士達から見ると長所でもあり短所にも見えた。そしてそれ故に、彼は兵士達から多くの信望を集めていたのである。

　一方、出雲はそんな言い争いが始まった隙に、剣崎と忍野の二人に拉致犠牲者を担ぐよう命じた。逃げ支度である。

　それを見たボルホスが「ちょ、ちょっと待て、お前達！」と制止の声を発するが、ダーレスが、「いいから、俺の命令に従え！」と喚くため、集中することが出来ない。その間に剣崎と忍野の二人は檻から出てしまう。

「誰がお前達に逃げて良いと言った！」

「なんだ。ほっておかれたから帰って良いのかと思ったぞ」

「こっちの話をつけてからお前達の相手をしてやる。それまで大人しく待っていろ。いいな」

　癖なのか、ボルホスは出雲らに人差し指を何度も何度も差し向けながら言う。もちろん出雲としては待っていなければならない義理は無いので、素そっ気けなく断った。

「いや正直、余裕が無いので失礼する。見ての通り拉致犠牲者も弱っているしな。それに長官閣下の指も出血がなかなかとまらない。早く手当てしないと命がまずいと思うぞ」

「なんだと？　どうして放っておく。さっさと止血しないか！」

「してはいるけど充分じゃ無いのさ。状況がね、この有様だろ？」

　デリラは、聞く者の神経を逆なでするような口調で返した。忌いま々いましいとばかりに盛大に舌打ちするボルホス。

「わかった、仕方ない。長官閣下をそれ以上傷つけないという約束で、城門まで行くことを許してやろう。そこでかならず閣下を解放しろ」

「おいっ！　ボルホス！　貴様自分が何をしているのか分かっているのか？」

「帝権擁護委員オプリーチニキ殿は黙っていて下さい。地方長官閣下のお命がかかっているのです」

「城門まで？」

　出雲はボルホスの提示した条件に乗るそぶりを見せた。

「そうだ。そこまでなら譲歩してやろう。お前達は城門で長官閣下を解放する。それでどうだ？」

　信じられないとばかりにダーレスは首を振る。いくら地方長官を人質に取られたからと言って敵との取引に応じるなど、弱腰にしか見えない。

「仕方ない、なんとかせんと」と後方の配下へと目配せを送る。

　ダーレスの配下は、一瞬驚いた表情となったものの「行くぞカクシ」と仲間の胸を叩くと手にした弓に矢を番つがえ引き絞る。キリキリと弦つるに張力のかかる音をさせながら狙いを定めた先には、出雲らに取り囲まれるゴダセンの姿があった。

「よし、決まりだ。ならば、城門まで道は空けてやる。おい、お前達下がれ。それと医者を起こして来い。長官閣下を引き取ったらすぐに治療を受けさせなくてはならん」

　ボルホスの指示が出ると兵士達はあたかも機械人形のように一斉に動き始めた。広場から、城門まで人垣による道が瞬く間につくられる。

　その統率力には出雲も感嘆の声を上げた。

「敵ながらたいしたものだ」

　やはりこの男は危険な相手だった。兵士達を号令一つで自在に動かすこの統率力こそが脅威なのだ。

　だが出雲がそう呟いた瞬間、二本の矢がゴダセンに向かって飛んだ。咄嗟にデリラが剣で振り払ったが、その内の一本が人質の胸に突き刺さる。

　その激痛に意識を取り戻したゴダセンの苦悶の声が広場に響いた。

「くそっ！　撃て撃て撃て！」

　間かん髪はつおかずに反撃を始める出雲達。放たれた擲弾が帝国軍の隊列の真ん中で爆発し人垣が吹き飛ぶ。発煙筒が四方に投げられ、周囲は瞬く間に白い帳とばりによって覆われていった。広場は爆音と銃声の轟く乱戦に包まれた。

「下がれ、下がれ！　誰だ、勝手に矢を放ったのは!?」

　ボルホスは次々と部下達が倒れていく中で、兵士達が混乱に巻き込まれないよう、声を張り上げる。兵士達は煙幕に包まれることをまるで恐れるように逃げ惑った。

　一方、煙幕に隠れながら退避しようとする特殊作戦群の隊員達も無傷とはいかなかった。四方から飛来する矢は、容赦なく出雲らに降り注いでいた。

　瞬く間に数名の隊員が矢を受けて膝をつく。

「不味いよ。でも、こんな時だからあたいが！」

　そんな状況の中で最も早く、効果的に動いたのはデリラだった。

　ゴダセンの躰を盾に抱えて、逃げるのではなく帝国兵の列に向かって飛び込んだ。

　白煙の中から突然飛び出して来たヴォーリアバニーに襲いかかられた帝国兵らは、ゴダセンに矢を向けるわけにもいかず、デリラの突入をも許してしまう。そして弓を剣に持ち替える暇も無いままに、デリラの剣舞の前にバタバタと斃たおれていった。

「あの馬鹿兎！　また考え無しに突っ込みやがった！」

　だが出雲は「デリラに続け！」と号令した。槍田を先頭に健在な隊員が戦列を敷き、負傷した隊員と拉致被害者を運ぶ剣崎達を、その後ろに庇かばうようにしながら突撃を敢行した。

　出雲から馬鹿と罵倒されたデリラだったが、彼女からすれば周りは敵ばかりの方が戦いやすい。とにかく動く物に目掛けて剣を振り下ろせばよいのだ。これに対して帝国兵は大変に戦いにくい状況に陥っていた。デリラの背後には大抵味方がいるからだ。味方を傷つけないようにと思えば当然、弓の引き手も甘くなる。すると矢が当たったとしても、深手を負わすことは出来ない。結局、帝国側の被害だけがどんどん拡大していった。

　しかも、特殊作戦群の隊員達がこれに加わるとさらに混乱に拍車がかかり、進退が窮きわまってしまう。

「戦え！　退くな！」

　ダーレスは安全なところで剣を振りかざして兵士達を怒鳴り続ける。

　こういった混乱に陥った時は、一旦戦闘状況から離れて、秩序を取り戻させるのが正しいのだが、ダーレスは自分の命令を無視されることの方が気に入らないようで、退却を命じるボルホスに食ってかかり、混乱をより助長させていったのである。

　その様子を遠望した出雲は無線機をとった。

「アーチャー。こちらキャスター。そこからコボルト頭が見えるか？　見えたら撃て」

　無線機が短く『了解』と返答を流すと、それは起きる。

　突如としてコボルトの兜をかぶったダーレスの頭がなくなったのだ。

　穴が開くとか、割れるとかではなく、首から上が一瞬のうちに粉々になって吹き飛んだ。

　激高したダーレスが剣を抜き、ボルホスを刺そうとした一瞬のことだけに、皆その衝撃の光景に目を奪われて動きを止めた。

　対物狙撃銃の放つ十二・七ミリ弾の直撃を受ければ、人間の頭部など一発でこうなってしまう。

　首を失った男がどさりと音を立てて転がり顔に返り血を浴びたボルホスはしばし自失状態に陥る。顔に浴びた血を拭ぬぐい、赤く染まった掌を見て、初めて目の前で起きた出来事を理解できたようであった。

　あたりを見渡す。すると、吹き出す煙が尽きかかっている発煙筒と、その傍らに倒れる帝国軍の兵士らとともにゴダセンの姿を発見した。駆け寄ってみると意識を失っているようだが、肩口に矢が刺さっているぐらいで、大きな怪我もなさそうだった。指も出血はしているが、失っているわけではない。

「ちっ。俺はペテンにはめられたということか？」

「隊長!?　敵が逃げていきます！　追わなくて良いのですか？」

　周囲の兵士達からの問いかけにようやく意識を鮮明にさせたボルホスは命令を発した。

「かまわん。こんなこともあろうかと周りに兵が伏せてある。逃げ道など最初からないのだ。今は長官閣下をお助けすることが優先だ」

　ボルホスは付近の兵士を捕まえてゴダセンを運ばせると、「直ちにラッパを鳴らして伏兵達に作戦の開始を報せろ。敵を袋のネズミにしてやれ」と命じた。





　　　　　＊　　＊






『Ｃ地点にも敵がいるぞ』

『脱出地点をＤに変更する！』

『急げ！』

　現場の緊迫した雰囲気が無線を通じて伝わってくる。

　チヌーク機内で、ある者はそれを聞いて怖れ、ある者は焦り、そしてある者は高ぶって来る血を抑えるように黙り込んでいた。

「お姉ぇさま。大丈夫ですか？」

　ロゥリィは身を震わせ、息を荒らげながらジゼルの問いに頷いた。これが地上だったならきっと走り出しているだろう。だが、ここでは待たなくてはならない。待っていた方が現場到着が早いのだ。

　既にチヌークは高度を下ろしつつある。地上で行われている戦闘も目を凝らせば遠望することも可能だった。

「こちら『はやぶさ』。Ｄ地点に向かって降下中。そちらの状況を報しらせ！」

『はやぶさだって？　こいつは縁起が良い名前だ。何があっても必ず帰れそうだ。こちらはキャスターだ。現在Ｄ地点に移動中。敵さんがあっちこっちから湧いて来て苦労しているところだ』

　伊丹はパイロットの脇から身を乗り出すとパイロットのマイクに顔を寄せて叫んだ。

「こちら、アベンジャー。キャスターに……負傷者はいるか？」

『よう、久しぶりだなアベンジャー。相変わらずそうで何よりだ。こっちは、怪我してない奴の方が少ないぐらいだ。それがどうかしたのか？』

「こんな事もあろうかと、美人の看護師を連れて来てるんですよ。こいつは怪我人が大好物な奴でしてね、死にかけてようが、首がもげてようが、患者は全部わたくしのものですわって息巻いてるんです。あてがってやらないと俺達が怪我人にさせられちまう」

『なんだか取って喰われそうな看護師だな。お前の知っている女はどうしてそんなに怖い奴ばっかりなんだ？　栗くり林ばやしも可愛いが、恐ろしい奴だったよな』

　栗林のデートコースにはジムか道場が必ず含まれていて、相手の男に拳を用いた『お突き合い』を要求するらしい。それに勝つととても嬉しい賞品をいただけるようなのだが、残念なことにそれを得た男はいないと言う。

「美人なら取って喰われてみたいでしょ？　全員そろっての帰還、やって見せてくださいよ」

『ああ。任せろ』

　伊丹は振り返ると機内の部下と現地協力員達に告げた。

「俺達の仕事は、降着地点の確保だ。特殊作戦群の連中が乗り込んだら、間髪入れずにずらかるから、チヌークからあまり離れるなよ。黒くろ川かわ、聞いての通り負傷者だらけなので手当を頼む」

「わたくしは、男を喰らう鬼き女じょですか？」

　黒川は腕を組んだ姿で伊丹を見下ろしていた。

「び、美人だって言ったろ？　駄目なのか？　駄目なのか!?」

「わかったっちゃ。覚悟してるっちゃよ」

　黒川は鬼娘の口調を真似しつつ患者を心停止した時に使う携帯用ＡＥＤ（電気ショック装置）のパドルを伊丹に向けて、バチバチと電撃リンチを喰らわすフリをした。

「教授とピニャ様も負傷者の手当の方、お願いします。ロゥリィ……」

「なぁに？」

「今回は敵を全滅させるんじゃなくて、ずらかるんだからな」

　引き際を間違えるなよと告げた伊丹に、ロゥリィは「わかったわぁ」と肩を竦めてみせた。




『Ｄ地点にも敵が伏せていやがった！』

『今さら、変更できない。このまま力ずくで突破するぞ』

『そんな無茶な！』

『やって見せてこその特戦だろっ！』

　後部ハッチが開くと暴風にも似たローター風が吹き込んで来る。

　近づいて来る地面を待っていると、帝国兵と共に怪異や亜人がわらわらと周囲に集まって来た。中には、貧弱な装備の者もいる。はした金で掻かき集めた傭兵やならず者を補助兵として使っているのだろう。だが、それにしたって数の多さがやっかいであった。

「撃て！　撃ちまくれ！」

　桑くわ原ばら曹長の号令で、倉くら田た達が銃弾をばらまき始めた。

　そんな彼らの目前で漆黒の花が咲く。

　ヒトならば怪我をすると心配になるほどの高度から、スカートを翻ひるがえして飛び出したロゥリィは、地に激突するや否や、ハルバートを回旋させて周囲の敵をなぎ払った。

「援護だ！　撃て撃て！」

　倉田達は、敵を一掃していくロゥリィの背中を守るため、彼女の周辺に銃弾を集中させた。

　その間に伊丹は、救出部隊を探す。

　見れば、布ぬの担たん架かを四人がかりで抱えて運んで来る男達がいる。

　それを守るように取り囲んだ、緑や茶色のドーランで完全に顔面を迷彩塗装した十名ばかりの隊員達が、Ｍ４カービンを周囲に向けて、追いすがる帝国兵を倒していた。

　負傷したためか僚りょう友ゆうの肩を借りている者もいる。皆、疲労しているのだろう。懸命に走っているように見えるのに、早足程の速さでしか近づいて来ることができない。

　ここは待っているよりは、迎えに出た方がいい。そう判断した伊丹は、機体が着陸するやいなや「よし、行くぞ！」とテュカ達に声をかけ、飛び出していった。

　倉田達の援護の下でテュカとヤオがつるべ打ちに矢を放ち、飛んで来る矢はレレイが漏じょう斗ごに「いけっ！」と命じ、空中で爆破しながら片っ端から射落としていった。

「教授！　何やってるんですか!?　ついて来ちゃ駄目です！」

　困ったことに武器を持ってない民間人までついて来てしまった。

「何を言うか。人を年寄り扱いするな！」

　養よう鳴めいと漆うるし畑ばた、白しら位いの三人は担架を抱えた剣崎達から怪我人を受け取り「そりゃ、運ぶぞ！」と、まるで荷物のように抱え上げて走った。おかげで、負傷者運搬から解放された剣崎や忍野は、銃を構えて戦闘に加わることが出来た。

　カメラマンが、敵に追われる特殊作戦群の隊員達の姿を撮ろうとカメラを構え、栗林菜な々な美みがマイクに向けて叫ぶ。

「今自衛隊の特殊部隊が戻って参りました！　負傷者が多数出ている模様って、きゃぁぁぁっ！」

















　背後から飛んできた矢が、回転するチヌークの後部ローターに叩かれて、粉みじんになって菜々美の頭上に降り注いだのだ。

　勝かつ本もとが菜々美を引きずり倒して、自分の陰に隠すようにして庇った。

　レレイの漏斗が再度飛んで、空中で連鎖的に爆発する。

「おやっさん！　人数のチェックを！」

　転がり込むようにしてチヌークに乗り込んでいく特殊作戦群の隊員達を見て、伊丹は叫んだ。

「よし、引き揚げるぞ。皆、乗り込めっ！」

　伊丹の合図でみんな一斉に駆け戻ってきた。敵中へと突っ込んでしまい戻ってこないんじゃないかという不安のあったロゥリィも、ハルバートを抱えて戻って来た。

「全員搭乗しました」

　桑原が叫ぶやいなや、チヌークが再び地面から離れた。

　振り返ると荷室の奥では、黒川が片っ端から負傷した隊員達の腕に点滴の針を刺していた。「はい、次！」「はい、次！」という勢いで作業を進めている。

「これはいったい、何をやっているのだ？」

　隊員の腕をゴム管で縛って静じょう脈みゃくを浮き出させる手伝いをさせられていたピニャは、黒川のしていることを理解出来ずに尋ねた。彼女の常識では手当とは、止血したり傷の手当てをしたりすることだからだ。だが、今、黒川がしていることは、患者を針で刺しているだけのように見えた。

「ラインを確保しているんですわっ！　ハミルトン様は傷の止血を！」

　事故や災害といった修羅場の救急現場では、まず輸液のための経路を確保する。出血量が増えてからでは血管が潰れて針を刺せなくなってしまうからだ。だから、まずはとりあえず生理的食塩水を点滴して血圧を維持し、失血性ショックを防ぐ。さらに薬を投与する時もこの点滴管を通じて行えるので便利なのである。

　もちろん腕の静脈からでは注入できる量に限りがあるので、必要な時は胸の大血管にチューブを突き刺す。だが、今回はその必要性がある者は黒川が見たところ居なさそうだった。

「よお、伊丹。俺の下にいた時でも、そんな勤勉な姿を見せて貰ったことはなかったぞ……」

　長身の男が伊丹の肩を拳で叩いてきた。

「出雲三佐、お久しぶりです。今回は民間人をごっそり引き連れてますからね。テレビ局もいるので、格好いいところ見せたいですし」

　出雲の背後にいる草や泥で身を飾った特殊作戦群の隊員達が、それぞれの位置から挨拶を送って来る。その中には剣崎や的射、槍田の姿もあった。さらに忍野、忌埜。そして男とは思えないような滑らかな身体の線をもった隊員もいて飛びつくように駆け寄って来た。

　いきなり腕にしがみつかれて、伊丹は何事かと思う。

「イタミのダンナっ！　久しぶりっ！」

「って、デリラ？　お、お前なんでこんなところに」

　デリラだった。アルヌスの食堂で働いていたデリラが迷彩の戦闘服に身を包み、兎耳はブッシュハットの下に隠すという姿をしていたのだ。きっと、言われなければ分からなかったろう。

　出雲が本人に代わって説明した。

「現地人の協力者が使えるって前例はお前が拵こしらえたろ？　それで、柳やなぎ田だがこの兎女を使えって言ってきてな」

　アルヌスで事件を起こしたデリラは東京地裁で裁判を受けた。そして執しっ行こう猶ゆう予よ付きの判決が下ったのである。

　あれだけのことをしておいて猶予付きとなったのだから、デリラとしても文句はない。一審判決を素直に受け容れていた。とは言え、フォルマル家にも、組合の食堂にも戻れるはずがなく、行き場を失って路頭に迷っていたデリラは、償つぐないと称して柳田の看かん介かい護ごを始めたのだ。そして、柳田の現場復帰と共に、現地協力員となったのである。

「あたいを騙した連中をやっつけてやったよ！」

「って、でも身体は大丈夫なのか？」

「ダメさ、あたいの腰から尻はもう傷物だよ。もう、安くないから触るな、とは言えないね。見てみるかい？　撫でてもいいよ」

　そう言っていきなりベルトをかちゃかちゃ始めたために、伊丹は「待て待て待て」と止めた。

「随分と、丈夫なんだな～」

「でもないよ。お医者が凄いんだよ。腰に、骨の代わりをする『ちたん』とかいう鉄みたいなものを入れたんだってさ。歩けるようになるのに、ひと月ぐらいかかったよ」

　そんな大手術を受けてひと月で、今みたいに元気に動けるのが凄いと思うのであるが、デリラは日本人の医者が凄いとしきりに褒めるだけであった。

「時々、痛いけど。でも、それで済んだんだ。ヤナギダのダンナに較くらべたらマシさ」

　一生かけて柳田のダンナに償いをする。そう、デリラは答えた。

　そんな会話が交わされている傍かたわらでは、カメラマンが救助されてきた拉致犠牲者にレンズを向けていた。担架に横たわる男性に、菜々美はマイクを差し出して声をかける。

「お名前は、言えますか？」

　ろくな食事も与えられてなかったのか、その男性は頬がこけて唇もひび割れていた。それでも喘ぐようにして口を開いた。

「松居……冬樹です」

「助かったご心境は？」

「ぼ、僕は、助かったんですか？　帰れるんですね？　ウチに、日本に帰れるんですね？　夢じゃないんですね……夢じゃないんですね」

　それは菜々美が聞こうとしていたことへの答えではなかった。だが、これこそが現場の生の声であると思った菜々美は、松居が言うに任せることにした。そして彼の手を握ると「はい。帰れるんですよ。日本に帰れるんですよ」と語りかけ続けた。





　　　　　＊　　＊






「どうしてですか!?」

　菜々美は報道局長に食ってかかる勢いで尋ねた。

　彼女が取ってきたニュース……特地の異変、「アポクリフ」「地震」「恒星の位置がズレて観測されるようになった」という現象や「拉致犠牲者の救出」という出来事のことごとくが、全く報道されないこととなったからである。

　もちろん彼女には、自分が掴んだ特ダネがどうして使われないかと尋ねる権利がある。いや、それは義務と言い換えても良かった。と言うのもこれらの取材は、彼女一人で為したことではなく、同行したカメラマンや、特殊作戦群の自衛官達、養鳴達の協力があって初めて為しえたことだからである。これらの出来事を報じないと言うことは、彼らの努力も流した汗や血すらも、無視してしまう冒ぼう涜とく行為と言える。

　そんな認識を、報道局長が持ったかどうかは不明だが、やはり後ろめたいことがあるのか菜々美の真っ直ぐな視線を見返すことが出来ず、天井の方を見ながら、汗を拭きつつ「ああ、まぁ、その、なんだ……」という前置きの後に言い訳を並べた。

「上の方針だよ。犠牲者の方をそうっとしておいてあげようという配慮だ。紀のり子こさんの時に、興味本位の報道で問題になったろ。だから、本人が回復するまで待とうという配慮だ」

「だから、国民の重大な関心事を隠すって言うんですか？」

「別に隠している訳じゃないぞ。他の重大なニュースを優先しただけだ。限られた時間の中で、何を放送するかは、こちらが決める。それが報道の自由ってものだろ？」

「Ｂ級グルメ特集とか、わんにゃん特集とか流している時間はあるのにですか？」

「あれも重要なニュースだぞ。緊迫した内容だけだと見ている側の肩が凝こるんだよ」

「じゃあ特地の異常現象はどうなんです？　『門』の存在そのものを考えないといけない大事件のはずですし、政治的な中立を損なうことはないと思います」

「特地ね……特地か……うん、そうなんだけどね、今や特地は世界的に注目を浴びているというだけではなくて、積極的に進出していこうという機運で盛り上がっているだろ？　国際協調、特地に懸ける期待。おかげで株価も高止まり……こんな機運に冷や水を浴びせるようなニュースは流すべきじゃないと思うんだよね」

「馬鹿野郎っ！」

　菜々美はくずかごを蹴飛ばした。

　報道局長の目の前でそれが出来たなら、大した度胸である。だが実際には「わかりました」と言って局長室を退出したあと、廊下に置かれたくずかごに憤いきどおりをぶつけたに過ぎない。なんだって廊下のこんなところにくずかごが置かれているのかと、かねてから思っていたのだが、なるほどこういう八つ当たりの為に置かれていたのかと今日初めて気がつくこととなった。

「そんなことはどうだっていい！」

　折角の特ダネも、報道されなければ全くの無価値である。菜々美は「う～」と呻りながら自分の机に戻ると、椅子をお尻で潰すほどの勢いで腰を下ろした。

「こん畜生。こうなったら！」

　菜々美は真向かいの席にいるカメラマンを睨みつけると「砂すな川がわ君。特地で撮った絵のＵＳＢメモリをちょうだい」と手を伸ばした。

　カメラマンは机からメモリスティックを取り出すと「別に良いけどさ」と菜々美に手渡す。そして「それ、どうするの？」と尋ねた。

「決まってるでしょ！　このままお蔵入りしたら悔しいじゃない！　だから画像投稿サイトにでもＵＰしてやるのよ」

「ちょっと、それまずいよ！」

　カメラマンはそう言ってメモリスティックを取り戻そうと手を伸ばした。

　だが菜々美は、それを人一倍大きな胸の谷間にしまい込み「なんでよ。報道しないんだから、別に良いでしょ」と言い放った。

　カメラマンもさすがに手を伸ばすわけにはいかなかった。迂う闊かつに触れたりすれば痴ち漢かん行為になる。社会人としての何もかもを失うことになってしまう。だからカメラマンは、「おちついて、おちついて」と菜々美の説得を試みた。

「それを流さないって上が決めたのは、それなりの訳があってのことだろ!?　それを投稿サイトに流したりすれば、下手すると処分されちゃうよ」

「そうなったらそうなったで別にいいわよ。こんな局、辞めてやるから！」

「辞めてどうするんだよ！　折角アナウンサーになれたのに、後先考えろよ」

「考えてるわよ。テレビ局なんて斜陽産業、いずれ滅びるのよ！」

「おいおいおい。だいぶお冠かんむりの様子だな。危険な発言まで聞こえてるぞ」

　言い争う二人を揶や揄ゆするかのように声をかけてきたのは古村崎だった。

「こ、こ、古村崎さん!?」

　他局の人間がどうしてここに？　菜々美が驚いたように尋ねた。

「つれないことを言うなよ、一緒に特地に行った仲じゃないか。お前さんが帰ってきているって聞いてな、顔を見に寄ったんだ。その様子からするといい仕事をしたみたいだな」

「でも、全くの無駄でした。放送されないことになったんです」

「ま、そうだろうな。当然って言っちゃあ当然だ」

「何でですか！　どうして何ですか!?」

「決まってる。政府批判の風潮を世論に煽あおって、テレビは視聴率を、新聞は発行部数を伸ばすというのが経営方針だからだ。それと特地については国際的なこととか、経済的な部分が絡んでるからな」

「そ、そんな営利目的で報道が封じられるなんて、許されると思ってるんですか？」

「許すも許さないもないだろ。売れなきゃやっていけないんだから。日本じゃ、新聞やニュース番組は、論調こそ微妙に違うけど、結局はほとんどが同じ内容、同じ色合いになるだろ？　そうなっているには、そうなる仕組みがあるからだ」

「作為が働いているってことですか？」

「そうさ」

「それをしているのは、いったい誰ですか!?」

「誰？　という問い方では、ジャーナリスト失格だぞ。例えばだ、テレビ局のお客様は誰だ？」

「視聴者」

「ブッブー。テレビ局は視聴者をお客だなんて思ってない。お客様はお金を出してくれるスポンサーさ。でも、実はスポンサーは金を出すだけで、番組の細かい内容に口を挟むことはほとんどないんだ。それを担当してるのは誰だい？」

「広告代理店」

「そう言うこと。広告代理店が『こういう内容の番組を企画してますんで、お金を出しません？』と出資者を募つのるんだ。だからスポンサーは広告的な利益があるかどうかだけを判断して、あんまり内容に関与することはない」

「でも、まさか、そんな、広告代理店が……」

「新聞だって、今は広告なくしてやってられない。広告主を困らせる記事は書けないってのは誰だって想像できるがテレビはもっとそうだ。番組づくりに関わっているのは広告代理店なんだ」

「じゃあ、広告代理店の作為だってことですね？」

「今説明したろ？　誰が？　という問い方では失格だって……よし、これからそのあたりの話をしてやろう。ちょっとつきあえ」

「嫌です。わたしはこれからこれを……」

「だから、そいつを画像投稿サイトにつっこむのは俺の話を聞いてからにしろ」

　ここじゃあなんだと、古村崎は周囲を見渡すと場所を変えようと言った。

「仕事中ですよ」と返した菜々美だったが、窓から外を見ればもう既に夜になっている。仕事に熱中していれば一日なんてあっという間なのだ。

　腰を上げた菜々美と古村崎は、近所の居酒屋へと向かうこととなった。

　いらっしゃいませ。とりあえずビールと枝豆。それと適当に……というお決まりの会話を、空いている席に腰を下ろしながら店員と交わした後、菜々美は言った。

「古村崎さん、お怪我はなかったんですね？　福さん、松さんは……残念でした」

　みな、代表取材チームの一員として一緒に特地に行った仲である。菜々美は古村崎と同行したクルー達の死を悼んだ。

「ありがとう。今度線香でもあげに行ってやってくれ。彼奴あいつらも、栗林のことは気にしてたからな。きっと喜ぶ」

　古村崎はそう言って店員が持ってきたビールを一口煽ると「さてと」と大学の講師のごとく改まった口調で語り始めた。

「まずは前置きから入ろう。マスメディアの存在は、中世暗黒時代のカトリック教会に似ている。当時の教会は神と民衆の間を周旋すると称し聖書の解釈権を独占し、その権威に逆らう者を異端として処刑すらしてしまえるほどの力を持っていた。それは世俗の権力者たる皇帝の立場すら危うくさせるほどだった……カノッサの屈くつ辱じょく事件は歴史で勉強したな？　教会は皇帝すらひれ伏させる力を持っていたんだ。何故そんなことが出来たか？　それは民衆の精神を支配していたからだ。今の日本のメディアは政府の支持率を思うがままに操れる。報道の内容に少し味付けをして、繰り返し繰り返し流せばあっという間に、政府支持率なんてものは下落する。マスコミは神ならぬ、民意の代理人を名乗り、その意に反する者を異端として審問し、時として権力者すらその立場から放逐できるんだ。一度でも異端視された人間は、宗教裁判のごとき公開審問に答えろとメディアから迫られ、マスコミが満足するような受け答えが出来なければ、執しつ拗ように同じ質問を繰り返され、それを無視すれば、答えないことが答えとばかりに憶測によって異端の烙らく印いんを捺おされる。マイクを突きつけられた者は、みっともない姿を何度も何度もテレビに流され、火あぶりにも似た気分を味わわされるってわけだ。まさに魔女狩りだな」

「異端審問官の貴方がそれを言いますか？」

　菜々美は、疑わしそうな目を古村崎へと向けた。

「異端審問官とは言ってくれるじゃないか。だがそうだ、俺達はある意味で異端審問官だ」

　古村崎はそう言うとビールを煽る。口の周りを泡だらけにして言った。

「だがな栗林。当時の司教達がヒステリックになったのには、実はそれなりの訳があった」

「何故ですか、それは？」

「ルネッサンスは、突然起きた訳ではないってことだ」

　司教達は、民衆が知恵を持ち始めたことを肌で感じていた。

　無知な子羊たちが、自分たちの意のままにならなくなったことを感じて焦り、魔女狩りに血道を上げた。教会の教えに対して疑問を抱く心そのものを罪だとなじり、叩いた。そしてそれを異端とこじつけて殺したのである。

「理由は簡単だ。民衆を恐れていたからだ。当時、信仰に基づく世界観と、現実に理解される世界観との乖かい離りが始まっていた。ガリレオ裁判は知っているな？　裁判の結果がどうあろうとも地球は回る。まさにその通りだったわけだが、教会はそれを受け入れるわけにはいかない。民衆を教会の語る真理へと引き寄せておくために、民衆を煽って一体感を常に作り続けておく必要があったんだ」

　そしてスケープゴートを非難し叩くことで、集団ヒステリー独特のあの一体感を作った。祭りの中にいるようなあの全能感、熱狂感を信仰心の拠より所にした。そのために叩けるものを鵜うの目鷹たかの目で探した。密告を奨励し、拷問をおこない、耐えられずに自白すれば自白故に有罪。拷問に耐えて拒否し続ければ、耐えられるのは魔女である証拠である。故に有罪という、身も蓋もない論理で処罰したのである。

「ま、結局はそれが自分達の首を絞めることになったんだがな」

　菜々美は、なんとなく素そ行こうに問題のある芸能人を、これでもか、これでもかと追い回す芸能ニュース番組を思い起こした。

「それが宗教改革に繋がったと？」

「そうだ。そして今、情報の世界でもプロテスタンティズムが蠢うごめき始めて既存のメディアを脅かしている。教会の権威は下落し、人々は精神的に解放されてルネッサンスが訪れた。それと同じように、今、誰もがネットを通じて広く意見を発信できるようになった。これによって、人々はマスコミというフィルターを介さずに意見を述べ、情報を得ることが出来るようになった。大衆は今やマスコミによる支配、マスコミが押し付けていた価値観から離れ始めた」

　菜々美は、ネット時代の到来を、それによる革命をまるで暗黒時代からの幕開けのごとく言う古村崎に反論した。

「情報発信源の急増は、その価値を低下させただけですよ。確かにネットは中東の独裁政府をひっくり返すのに役立ちましたけど、あれは悪い奴がいるから取り除けってタイプの古い革命です。けど、取り除いた後をどうするかまでは考えてない。悪い奴がいなくなれば物事はすべて良くなるという幻想は、後々悲ひ惨さんなことを引き起こしますよ」

　古村崎は「わかってるじゃないか」と頷いた。

「なんだ？　俺は栗林のことをネット賛美派だと思っていたぞ」

「好きだからこそ、限界と危うさも理解できるんです。人は自分好みの情報に吸い寄せられ、取捨選別して吸収します。そして自己の価値観をより強固に構築し、より頑かたくなになります。人は、自分の好みに合わない情報は、その価値を値引いて受け取る傾向にあるんです」

「つまりは、異なった価値観を持つ者には、どれほど情報を発信しても届かないってことだ」

「誰にも読まれないブログがどれほどあるかわかりますか？　ツイッターも有名人ならばフォロワーはつくけど、一般人の言葉はほとんど読まれてません。精々お友達の交換日記レベルで、情報の発信というほどの力は持ってません。あんなものはただの独り言です」

「そうだな。見ず知らずの人間の耳じ目もくを引き寄せるには、権威や価値が必要なんだ。『私には夢があります』という言葉をキング牧師が口にすれば、その言葉には価値があるが、その辺の誰かが呟いただけでは、『あっそう？』と聞き流されてしまうだろ？　だからこそ、一定の権威をもった人間が発信する情報には力があるんだ」

「わたしはそこにマスメディアの役割があると思っています」

「お前さんの言うとおりだな。実際、メディアが取り上げることで情報は権威づけられる。神を見たという少女の言葉は、普通なら戯ざれ言ごとあつかいされてしまうが、バチカンが認定すればその瞬間から奇跡となって、目撃者は聖少女と呼ばれる。そうだろう？」

「古村崎さん。やっぱり大学の先生にでもなったらどうです？」

　喋り方が説教くさいと菜々美は言った。

「実は大学の准教授にならんかという話が来ている。……いや、そうじゃなくて、俺が言いたいのは、メディアに所属する者はその力をもっと自覚的に行使しなければならないということだ。バチカンは安易に奇跡認定をしない。それがどのような結果を起こすのか、きちんと精査して決めているんだ」

「つまり、作為的に動けってことですね？」

　菜々美は歎たん息そくした。その作為こそが駄目なことだと菜々美は考えているのだ。それは権力者として振る舞うことを意味しているからだ。

「ネット時代の今、情報は土砂降り的に大量に、瞬く間に発信される。しかし情報というのは公開すればいいというものではない。国家機密を暴露するサイトが作られたことで、外交問題が発生したな？　このことから一部の人間は、情報暴露を規制する動きもやむなしと考えるようになってきている。やはり情報は、目的別に取捨選択されて発信されなければならないんだ。しかし、ネットの充実はそれを難しくし始めている。規制もそれほど効果を持たないだろう。従ってマスメディアの役割は、発信された情報に対する批判と評価、解説、そして発信源の権威付けに移行していくことが予想される」

「じゃあ発信する内容の取捨選択をするとして、情報を流す流さないの判断は、誰がどのようにして、何を基準にして決めるんですか？　先ほどおっしゃっていたように陰の主人公が広告代理店だとして、わたし達テレビ人はそれに従っていればいいってことなんですか？」

　それが、今日の本題だと古村崎は語った。

「もちろんジャーナリストたる俺たちも、それぞれの考えや価値観で動いている。それぞれの考えや価値観で情報を拾って、加工して、流す。広告代理店が第一に持ってくる価値観は大抵は経済原理だ」

「どの情報が高く売れるか、利益をもたらすかですね」

「そうだ。だからムード……言い換えれば流行に従って一斉に右にならえとなる。世の中のムードに沿った記事を書き、視聴者を煽るようなことをマイクに向けて叫ぶ。すると視聴率を稼ぐことが出来、記事が売れるというわけだ。だからこそ今は、特地に投資しようという流れに逆らうような報道は自じ粛しゅくしようって話になる。景気の良い話に水を差すなって事だ」

　菜々美は「ちっ」と舌打ちした。

「古村崎さんは、それとは違う価値観をお持ちのようですね」

「俺が一番に考えるのは常に『怖れ』だな。物事の流れを一つの方向に一気に加速させることが怖い。だから俺は全てに対して批判的であることを基本姿勢にしている。批判するのが当たり前にしておくんだ。俺は常に批判的であることで中立性を確保しようとしている」

「ケースバイケースというのはないんですか？」

「確かにその方が理想だな。だが現実にはムリだった。一度でも、政府に好意的な記事を書けば、政府関係者から『よろしく』って右手を伸ばされる。官かん房ぼう機き密みつ費ひのかなりの部分がマスコミ関係者に配られているという事実を知っているか？」

「私は逆の例を知っています。報道バラエティ番組のコメンテーターの多くが、献金疑惑で騒がれている野党政治家の資金団体から講演料と称して、私たちの月給以上の金額を一度のお喋りで受け取ってます。そのコメンテーター達、その政治家を擁護する発言を繰り返してますよね」

　古村崎はそれを否定せず鼻で笑った。

「それだけじゃないぞ。某国や某国の関連団体からもお金が出てる」

「ぼ、某国っていったいどこです？」

「いろんな国だ。一国だけだと思っていると見誤るぞ。アメリカ、中国、ロシア、韓国、北朝鮮……いろいろだ。こうしたところから貰える金、それといろいろな配慮や便べん宜ぎ、そんなものを受け取れるという居心地の良い状況は一度でも嵌はまったらなかなか抜けられないってことだ。そしてそうなった人間が、時の流れと共に番組の内容を決める役職に就いた。いまや、日本のメディアはそういった連中に支配されている」

　かつての仲間がどんどんそんな魑ち魅み魍もう魎りょうになっていったと古村崎は言った。

「実を言えばこの俺もそうだ。こうしてお前を説得するように頼まれてここに来ている」

「世も末ですね。どうりで何も話してないのにいろいろ知っているわけだ」

「ふっ。これが世の中の仕組みって奴さ。俺の准教授にならないかという話も、そういった流れと関わりがあったりする。ところがだ、俺たちの思惑を飛び越えて伝わっちまう情報もある」

「それはなんですか？」

「お前さんがとってきたようなスクープだ。中国漁船が巡視船に体当たりをかましてきた時の映像なんかもそうだな。人々の物の見方、考え方に途と轍てつもない影響を与える。それまで中国の脅威を口にするような人間は、陰で冷笑されていた。だが、体当たり映像の公開以降はどうだ？　みんなが中国の脅威って奴を実感した。ああした映像は、世の中のムードを決める力があるんだ。そうなると魑魅魍魎共にも状況をコントロールできなくなる」

「だから、私のスクープは差し止められたんですか？」

　古村崎は「ああ、そうだ」と頷いた。

「あの体当たり映像も、ネットで公開される前に実はマスコミにたれ込まれていた。それをその放送局は無視した。だから彼はネットで公開するより他、無かったんだ。送られてきた放送局の担当者は、ＵＳＢメモリの中を見ないで棄すてたと言っていたが信じるか？」

「無理です。送られてきたものが特ダネかと思えば、見ないで棄てるなんて絶対出来ません。私なら必ず見ます」

「だろう？　あれは流したら不味いという配慮が働いたんだと俺は考えている。問題は、誰が、どんな、何に対する配慮をしたかってことだ。そしてその配慮を無駄にされたから、連中は犯人捜しに躍やっ起きになったんだ」

　菜々美は開いた口を塞ぐことが出来なかった。

「同じように今回の拉致犠牲者の救出成功なんてのも不味いと考えた人間がいるってことだ。戦争の勝利、拉致被害者の奪還。あれを今のタイミングで公開すれば、すぐに政府の支持率が上がってしまうからな。今までの地道な努力がパーになっちまうだろ？」

「だから私の特ダネも差し止められたんですね？」

　古村崎は大きく頷くと「おねぇさん、お代わり頂戴」と追加の注文をした。

「上の人たちは政権は交代することが正しいと信じて、野党に肩入れしてるようですけど、その野党に政権担当能力がなかったらその責任をどうとるんですか？」

「ああ。連中の判断基準は正しいかどうかじゃない。自分に都合が良いか悪いかだ。今言ったろ？　いろいろなところと関わっているって。その中には、どの党をと言うより、日本の力そのものを弱めようという目的のものもある。そういった連中には、政権担当能力がない者が日本のトップになるのは大変にありがたい」

「そんな！　それじゃあわたし達は何のために……古村崎さんはそれを知ってて何をしてるんですか？」

「俺は常に一貫した態度をとってるぞ。たとえ相手が誰だろうと批判をする。どうだ、俺の態度はブレがないだろう？」

　自嘲的に嗤わらう古村崎。菜々美は呆れたように言った。

「批判ばかりするヒトって、結局、自分が責任をとることは絶対ないですよね」

「そうだな。全面批判は、全面肯定とベクトルが違うだけであって立つ場所は同じ無責任だから、その指摘は正せい鵠こくを射いている。戦前の大たい政せい翼よく賛さんマスコミと本質的に同じだ……」

　古村崎はそう言ってジョッキを呷あおった。

「今の野党で名を知られている者の多くも、何かを為して名を挙げたわけじゃない。他人の失敗をあげつらうことで名を高めてきた連中だ。そんな思考形態の奴らが、実際に責任を負う立場になれば、やっても思った通りにならない現実に苛立って、誰かのせいにすることだけだろう。ホシュガー、カンリョウガー、これまでのヨトウノ失政ガーという言い訳が今から聞こえて来るぐらいだ。知っているか？　そういった連中が最後に憎悪するのは、国民なんだ。俺は悪くない、国民のせいでこうなったとな。ポルポトがそうだった。自分こそが正しいと思っている奴らは国民を自分好みに教育する道を選ぶ。逆らう奴は皆殺しという方法でな」

「それでも古村崎さんは批判するんですか？　国民は批判ばかりを聞かされているうちに、信頼できるものなんてどこにもないって思うようになって来てますよ。何もかも駄目。完璧でないから駄目という風潮に対してどんな責任をとるんですか？」

「分かってるさ。だから俺たちそのものが今、信頼されなくなってきている」

　古村崎の悔しげな嘆息に、菜々美は「自業自得です」と呟き、ビールをがぶがぶと飲むことで応えた。

「俺がお前に言いたいのは、世の中に伝えたいことがあっても、こうした力学の中でそれが妨げられていくってことだ。広告代理店、担当上司、記者クラブ、外国からの働きかけ……さまざまな方面の、様々な力学が複雑に作用している。俺たち自身が思ったように動けないんだ」

「私に、それを知ってどうしろと？」

「俺はそんな力学の中で、様々な思惑から自由になるために批判という方法を選んだ。事の善し悪しはともかくその方法しかなかったんだ。だがお前はこれからなんだろう？　だから考えろ。お前には、俺と同じ轍てつを踏むか、それとも違った道を行くかの選択肢が、まだまだある」

「私に、マルティン・ルッターになれと？」

「お前がそんな偉大な存在になれるはずがないだろう。だが、まあルッターの賛同者にはなれるだろうけどな？」

　古村崎はそういって、菜々美に小さな紙切れを出した。

「なんですか、これ？」

　そこにはＵＲＬが書いてあった。

「ここを見てみろ。おもしろいぞ」

　顔を上げるともう既に、古村崎の姿はなかった。

　周囲を見渡してみても古村崎の姿はない。背後で戸の閉じる音がして振り返ると、古村崎の背中だけが縄のれんの向こう側にちらと見えた。

「ちょ、ちょっと……食い逃げ？　ここはあたしが払うんですか!?」

　残された伝票を見た菜々美は、そこに「授業料だよ」と書いてあるように見えて、呪いの言葉を吐かずにいられなかった。




　古村崎が菜々美に渡したＵＲＬは、特地の情報をまとめたブログであった。作成者のハンドルネームはメガネ娘。なんと紀子である。

「これって、すごい」

　自宅に帰ってパソコンを起動し、ネットに接続した菜々美は、モニターをにらんで呻うめいた。

　そこにあることの多くは、マスコミが報じないような、特地の出来事や特地に住まう者の生の声である。だが惜しむらくは訪れる者も少なく、カウンターも回っていない。

　そこには明らかに素人がとったであろう特地の亜人達を写したビデオ映像もあった。

　一生懸命、事実を、マスコミが伝えていないことを、伝えようとして書いているのだ。だが、面白さを際立たせる加工がなされていないため、大衆の耳目を引き寄せることができない。

　週刊誌などでいろいろ書き立てられた紀子が、実名で書くのなら、それなりの注目を浴びることが出来るかも知れないが、そういうことで注目を浴びるのが嫌なのか、彼女はハンドルネームで書いている。

　これを見た菜々美は自分がしようと思ったことを先取りされたような気がした。

　と同時に、自分がしようと思ったことをそのまま行っても、うまくいかないということを悟った。ふと、古村崎が口にした、報道という場に働く様々な力学を吹っ飛ばす方法に思い当たる。

「映像だ。センセーショナルな映像こそが力を持つんだ。だけど、そうでない映像をみんなに見てもらうには工夫がいる。どうしたらいいんだろう」

　菜々美は、やらせや偽装に手を染めてしまうジャーナリストが現れる理由がわかったような気がした。そして、やらせや偽装に至らなくとも、編集や、構成で、大げさに誇張したり、印象を操作したりするために様々な手法が日常的に駆使されている理由も理解した。

　だが、それはやってはならない。やりたくはなかった。

「事実だ。ここは、事実を淡々と流すべきなんだ」

　菜々美は携帯電話を手にするとおもむろに電話をかける。もう深夜で、相手も寝ている頃だろうが気にしない。

「あ、紀子さん。お久しぶりです」

　数日後、紀子のブログがテレビ局の生活情報バラエティで紹介された。

「特地のちょっとした面白い出来事なんかを紹介してるんですよ」

　菜々美の説明をうけた報道局長も「へえ、いいんじゃない」と紹介を許可した。

　特ダネを握りつぶした罪悪感からか、彼女を懐かい柔じゅうしようという気持ちもそこにはあったのかもしれない。実際、紀子のブログの情報はたいしたことのない、特地の文化や習俗を紹介しているものに過ぎないと思えたからでもある。

　だが、人々の耳目が充分に集まったところで、黒い霧が大地を覆い尽くそうとしている悲惨な画像が紀子のブログで紹介された。

　それを見た人々は衝撃を受け、どうしてこんな大切なことが報道されないのかと声を上げた。

　慌てて報道を始めるテレビ局、新聞社。後追いの記事では、全ての情報が、紀子のブログからの転載という形をとるしかなかった。そうしなければ、知っていたにもかかわらず黙っていたことになってしまうからだ。

　こうして人々は、世界各地で様々な異変が起きているということを、ようやく知ることとなったのである。
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　クリーニング屋から請け出したばかりの皺しわ一つ無い制服で身を包み、直立不動の姿勢をとる伊丹耀よう司じ。内襟につけられたクリーニング屋の番号札を取り損なったのか、先ほどからうなじが妙にむず痒かった。だが、身じろぎひとつできない雰囲気があたりに満ちている。伊丹の前には、陸上自衛隊高級幹部の錚そう々そうたるメンバーが並び座っているからだ。

　陸上自衛隊の初級幹部に過ぎない伊丹にとっては、そのほとんどが口も利いたことのない存在で、面と向かって立つだけで大変に肩が凝こる。さらに、彼の立たされているこの場所が、これまた良くなかった。なにしろ、硬い革靴の踵かかとが半分も埋まるような感触の赤絨じゅう毯たんが敷き詰められた、首相官邸の応接室なのだから。

　重厚感漂う木製のドアの向こうから、がやがやと声が近づいて来る。

　案の定というか、当たり前というか、入ってきたのは内閣総理大臣の森もり田た、官房長官の木こ檜ぐれ、外務大臣の嘉か納のう、防衛大臣の夏なつ目め達であった。

「待たせたね」

　総理の森田はそう言って、ソファーに腰を下ろした。

　それを囲むようにして嘉納や夏目、木檜が席に着いていった。森田が伊丹に視線を向けながら問いかける。

「君が、この報告書を書いたんですね」

「はい。そうですが……何か不味かったですか？」

　森田は黒縁の眼鏡のずれを直しつつ、手にした書類の表紙を捲った。

　政治家達が一斉にため息をつく。視線が飛び交って、外務大臣の嘉納に集約した。

　それは、伊丹にとって唯一気心の知れた相手であった。だがそんな嘉納ですら困ったような表情をして、伊丹に向けて重苦しい口を開いた。

「不味いって言えば、不味いんだが……お前さんの報告書には良い報せと悪い報せの両方がてんこ盛りでな。俺達としてもどう反応して良いかわからねぇってのが正直なところなんだ。その上で、いろいろと話しあわなけりゃならないことが、山ほど出てきてな。それで、お前さんと直に話をしたくって、わざわざ足を運んでもらったって次第だ」

「はあ」

　嘉納は手にしている資料を捲った。

「まず、話しやすい話題から行こう。特地の資源調査はご苦労だった。とんでもない規模の油田があって、資源のほうも持ち帰って貰ったサンプルを見た学者が、一目で大笑いしたぐらいに凄い代物だった。下手すると今後は『レア』だなんて言葉をつけて呼べなくなっちまうそうだ。我が国にとっては嬉しい報せで、いい仕事だった」

「ありがとうございます」

「次は、ネットで暴露されて以来、問題となった黒い霧……アポなんとかについてだ。養鳴先生に話を聞いても結局の所よく分からんかった」

「自分も、よく分かりませんでした」

「そして、そのなんだかよく分からないものが、特地のクナップタイって場所で広がっているという件なんだが、当初無視していたテレビや新聞も、流石に無視しきれなくなったようでな、いろいろと騒ぎ始めた」

「クナップヌイです。確かにあれが広がると『特地』は相当に、住み心地のよくないところになっちゃうような気がしますね」

　皆は伊丹の控えめな表現に眉を寄せた。住み心地が悪くなるどころか、生き物は全く住めなくなるだろうという予想が報告書に記されていたからだ。

「だが、『門』との関連性は不明だ」

　官房長官の木檜はそう言って報告書の写しを机の上に放り投げた。

「『門』があるから、起こっている現象だと説明されたんですけど。それじゃぁ駄目なんですか？」

　答えたのは首相の森田だった。

「駄目に決まってます。特地の人間が、我々を追い返すために、たまたま発生した災害と『門』を関連づけて言っているだけとも考えられるじゃないですか？」

　なるほど、確かにそういう見方も出来るかと伊丹は感心した。

「言ったのはヒトじゃなくて神様なんですけどね」

「神様という表現はやめたまえよ。正大党が邪宗だのなんだのと煩うるさいんだ。それに宗教が強い国の外交筋からも、国家が生きて言葉を交わせられる相手を神様と呼称してしまうのはどうかと、遠回しに言って来ている」

「それってもしかして、俺が国会に招致された時の話ですか？　随分と世せ知ち辛がらいんですね」

「唯一絶対の神様を信仰している人達にとっては、異教徒が知らないところで偶ぐう像ぞうを礼拝している分には見て見ぬ振りはできるが、口の利ける相手を公式に神様と呼称してしまうのは、かんに障さわるらしいんだ。それは神ではない、正しい神とは『これだ』とお節介を焼きたくなるようだ」

「ここは日本ですよね？」

「外交上の都合ってことで納得してくんな。神様がいるとかいないとかの論争に火をつけることになっちまうからな、『仏、ほっとけ、神かまうな』て言うだろう？」

　嘉納はそう説明した。

「でも、なんて呼称しましょうか？」

「特殊能力者は？」

「はぁ……では、特殊能力者ということで。で、その特殊能力者からの説明でして」

　すると夏目は頭を抱えるように言った。

「なんだか、その表現だといかがわしさが増したような気がしません？　オカルトを使った行方不明者捜索の特集番組みたいですよ」

「じゃあ、超人類」

「子供向けのＳＦアニメですか？」

「予言者」

「ますます駄目でしょう。いかがわしさがさらに増しましたよ」

「精霊」

「ファンタジーっぽいですね」

「じゃあ神様で」

「…………なんだかそれが一番しっくり来ますね」

「結局はそこに落ち着くんですか？」

「話が進まないから、とりあえず、この場ではその表現で行こう。国会での答弁や公文書に残す時に官僚に作文させればいい」

　炎龍を特とく地ち甲こう種しゅ害がい獣じゅう、通称を『ドラゴン』とした官僚の命名センスに期待することとなった。

「はい。じゃあそういうことで話を進めます」と官房長官の木檜は場をまとめ、言葉を続けた。

「どこまで話したかな。そう、つまりだこれまではアメリカやらＥＵの多国籍企業が開発を始めるために多額の金と人を動かしていたんだ。ところが、異常現象の報告が暴露されてから、それがピタッと停まっちまった」

「お陰で株価は急転直下の大だい暴ぼう落らくです。企業に押されて特地開発を急かしていた族議員の連中も、とまどいを隠せないようです」

　森田総理が言葉を継いだ。

「なんでそんなことに？」

　問う伊丹に木檜官房長官はそんなことも分からないのかという顔をした。

「簡単だよ。特地に投資してもそれが回収できるかどうかが怪しくなってしまったからだ。『門』を閉じなければならないとなれば、その時点で多額の投資が無駄になってしまうだろ？　どれほど魅力的なところであっても、投資家の腰が引けるのも当然のことだ」

「なるほど……」

「もちろん、皆が皆同じように受け取っているわけじゃない。今回の事を我々の謀略だなんて言い出す連中もいやがるんだ。我が国が利権の独占をはかろうとしているとか言ってな。連中は、『門』と今回の異常との関係性を示す証拠がないって言っている。我が国が何ら公式見解を発表してないにもかかわらずだ」

　伊丹はそれについては頷くしかなかった。

「……どうだろう？　君は、自分が帝国の謀ぼう略りゃくに引っかかっているとは思わんのかね？」

　木檜の問いかけに伊丹は首を振った。

「それはないでしょう。報告されたような生命に対する致死性の高い現象を意図的に引き起こすことが出来るとするなら、あんな場所で起こす必要はないはずですから。アルヌスに一発で充分でしょう」

　もし、あれが特殊武器（核・生物・化学）の類ならば攻撃目標はアルヌスのはずだと伊丹は考えた。

「しかし、アルヌスは彼らにとって『聖地』なのだろ？　そのような手段で汚すことが出来ないと考えているだけかも知れない」

　官房長官の木檜は、アポクリフの発生を帝国による威い嚇かくと考えているようだった。

　だが伊丹には、その考え方はナンセンスなように思えた。威嚇とは、威嚇であることがはっきり理解できるような形でなされなければ意味がないからだ。それに、もし人為的に起こすことの出来る現象なら、特地に配備されている自衛隊は戦い方を根本から考え直す必要がある。場合によっては全面撤退も考えなければならなくなる。万が一、自衛隊の展開地域であれを引き起こされたら目も当てられなくなるのだ。

　居並ぶ制服組からその指摘がなされると、木檜も「偶発的に起きた自然現象に乗じただけとも考えられる」と訂正した。

「しかし、星の配列が微妙に変化しつつあるという現象はこちらでも起きてます。最近、浅間山が再び活動を始めましたし、もしかするとアポクリフも、こちら側のどこかで広がっているかも知れない。『門』が関係ないと言い切ってしまうのは大変に危険です。たとえ確かなことではなかろうとも、何らかの手を打つ必要性があることは認めていただきたい」

　首相、官房長官、陸将達が互いに言葉を投げ合って議論が沸騰した。

　それに参加していなかった嘉納が、伊丹に話しかける。

「……とまぁ、こんな具合に政府内でも様々な意見が飛び交っちまうんだ」

「頭の痛くなる話ですね」

「そうだ。そして、さらに頭を痛くしてくれる申し出が、アルヌスの協同生活組合からあった」

「えっ」

　組合にかかわる話だというのに、伊丹は初耳だった。

　これまでは日本側に出す要望に関しては、必ず前もって相談があっただけに疎外感というか心外感が急速に湧いてきた。

「どんな申し出です？」

　いつの間にかこの場の全員が、黙ったまま伊丹に視線を注いでいる。身を乗り出してすらいる。みんな、それとわかる作り笑いを顔に貼り付けていて大変に気味が悪かった。

　首相の森田は重々しそうに言った。

「国会の参考人として来たこともあるレレイ・ラ・レレーナ嬢、彼女が『門』に関わる重要な技術を入手したらしいんですよ。そしていくつかの条件を呑めば、『門』の再開通に協力してもよいと言ってきました」

　伊丹は驚いたように口をぽかんと開けた。

「は、初耳です。それに条件って何です？」

「まずは、『門』の閉鎖を受け容れること。まあ、扉ってのは開けるからには閉まっているものですから。それは良いでしょう」

「次が、こちら側の技術や学術情報が無制限に特地に流入することを防止して欲しいそうです。特地には、独自の価値観や考え方があり、それが急激に変化するのは良くないということですね」

「なるほど」

「そして、次です」

「そう。これが問題だぜ」と嘉納が口を挟んだ。

「そ、それって何なんですか？」

「つまりだ、日本国陸上自衛隊幹部、伊丹耀司二等陸尉の身柄を引き渡せと言うんです」

「えっ……俺ですか？」

「そう、お前」

　嘉納が追い打ちするように頷いたことで、伊丹は凍り付くこととなった。
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　中華人民共和国　北京ペキン・中ちゅう南なん海かい




「と、薹とう主席。ご報告申し上げます」

　劉りゅうの声は調子はずれで、嗄かれていた。

　声ばかりではない。背筋を過度なまでに伸ばし、手足は厳寒に曝さらされているかのごとく震えている。汗が滝のように流れ、スーツの襟や脇などはそれによって色が変わってしまっていた。

　実に暑苦しく見苦しい。本人すらも我が身の姿を情けなく思う。だがそれもこの場では仕方がないことであった。何しろここは特別な場所なのだから。

　劉の所属する共産党国家戦略企画局は、世界中に広がる中国人を支配する共産党のなかでも重要な組織である。だが彼の目の前に列ならぶのは、その彼から見ても雲の上の存在とも言える党の重じゅう鎮ちん達六人であった。その威厳が放つ空気の重さは、身体や手足が普段の何倍も重く感じるほどであった。

「報告を聞こう」

　ひな壇の中央に座す薹徳とく愁しゅう国家主席は、劉の姿を確認すると、威厳漂う重々しい口調で語りかけた。

「は、はい。では資料をご覧下さい」

　劉は報告書を開くと、資料を見るように並み居る重鎮達に促した。

　皆の視線が下を向いてさえくれれば、この緊張も少しは和らぐかと思ったのだ。だが薹主席をはじめとする長老達は、劉から視線をそらすことはなかった。部下からの報告を聞くとき、彼らは資料を読みながら聞くということをしない。発言する人間を注視することに専念するのだ。紙に印刷された文字を目で追うよりも、その方が人物に対する理解が深まると考えるからである。

　もちろん発言者には、拷問にも似た緊張を強いることになる。だがこれによって漫まん然ぜんとしたいい加減な発言は許されない雰囲気が出てくる。発言者の緊張は会議の質を嫌でも高めるのだ。

　劉は、本題に入る前に喉を潤そうと口内の水分を集めた。だが口内は砂漠のように乾いており、舌は水分の抜けたスポンジのように干からびて水分の供給を拒こばむ。結局、粘性の高い糊のりにも似た唾だ液えきを喉に塗り込むことになり、あたかも砂を呑み込んだような気分に陥ってしまった。

「に、日本では『門』の存在によって、さまざまな異変が起こっていると報道されています。マスコミ各社は当初この情報を抑えようといたしましたが、今では公式な対応を発表しない森田内閣に対する批判の記事を載せ……」

「新聞を読めば理解できるような報告など我々は求めていない。君の任務は情報の収集ではなく、工作である。この状況変化に対してどのような活動計画を立てるのか。その目算を説明したまえ」

　薹主席の厳しい指摘が飛んだ。その容赦のなさに劉局長は叫ぶように答えた。

「日本は、異変を口実にして、特地の独占を企き図としていると思われます。ですので、私は異変の原因が『門』にあるという意見に強く反対いたします。そして『門』の平和的な、国際協調に基づく利用こそが、日本人の利益と名誉に繋がるという世論を形成するようにマスコミ各社に働きかけます。これに合わせるように、融和路線を展開して働きかければ、日本の世論は我が国に対して友好的なものとなるでしょう」

「言葉は正しく使いたまえ。国家と国家の間に『友好』など決してあり得ない。敵に友好などという幻想を信じさせる努力はしても、我々がそれに頼るようなことはあってはならない」

「て、訂正します。我が国の権益を脅かすような行動は手控えるでしょう」

　その為にこそ、中国は企業を誘致し、資源を供給し、市場を開放してきたのである。中国で活動する企業、中国で働く日本人。これら全てが人質となって日本の思考、行動、選択の自由を縛るのである。

「マスメディア工作の状況はどうかね？　今回も我々の希望通り動いてくれるかね？」

「記者交換協定が有効に働いてます。我が国に対する不利益な報道は、概ね自粛されております。反中勢力の台頭を印象づける報道は手控えることが習慣化されており、東京で行われた我が国への抗議デモは四千人を超える規模となったにもかかわらず、そのような出来事はなかったかのごとく無視されました。望ましい状態と言えるでしょう。さらに、ニュース番組、情報バラエティのスポンサードを行っている企業のトップに、我が国についての情報の取り扱いについて注意を喚起しました。我が国で円滑的な事業を行っていきたければ友好的な態度を常に示し続けて欲しいと、厳重に要望しております」

「うむ、大変結構だ。それが君たちの努力の成果であることは認めよう。しかし、いささか消極的に過ぎるな。状況をドラスティックに動かすような行動計画を読ませて貰いたかった」

「し、しかし、そのような提案は、私の権限に反します」

「わかっている。大きな動きは、これまでの努力を覆してしまう可能性があるからな。とは言え、権益確保のためにここは動くべき時だという提案が欲しかったのだ」

「そ、それはつまり、いよいよ日本に対する実力行使が行われるということでしょうか？」

　さすがに、武力行使のような出来事を引き起こせば、日本のマスコミも反中国的な色合いの報道をせざるを得ない。例えば巡視船に対する漁船の体当たりなどという出来事があったとして、これを報じなかったりすれば、報道機関の流す情報そのものが、日本国民から信じられなくなってしまうからだ。

　これまでは何か事件が起きると、中国政府をバッシングする報道そのものには手を付けず、早々に過去の出来事としてしまうように工作をした。

　例えば毒ギョウザの時などは、報道の熱が退き始めた頃に、日本と中国間に立つ子供、女性、あるいはスポーツなどを引き合いにしつつ、友好、融和色を高める記事を新聞に載せさせ反感を薄める方向に報道を展開させた。そして大きな出来事の隙間に挟み込む形で、犯人らしき人間を捕らえた、処罰したという情報をなんとなくリークして、なんとなくその人間に全ての責任を押しつけて幕引きをはかるのである。その後、パンダなどをレンタルして友好気分を盛りあげればいい。

　そうすれば中国の警察当局が牽けん強きょう付ふ会かいな実験結果を公表したこととか、日本に全ての責任があるなどと批判したことについての謝罪やら、被害企業と被害者への賠償もしないで済ませられるのである。対日問題では自分側の失態は誤魔化して終わりにする。それが中国の基本姿勢なのだ。

　だがそれにも限界がある。例えば武力行使レベルの大事件を引き起こせば、日本人といえども反中感情を沸騰させてしまうからだ。国際的な評価もこれを受けて徹底的に下落してしまう。そうなれば小手先の工作などは一切通用しなくなり取り返すのにさらなる時間を必要とするだろう。劉はそれを心配していた。

「君の言う実力行使が武力の行使を意味しているならば、それは違うな。武力の行使など前世紀の遺物だ。我々は、新しい実力行使を展開して、特地における権益を獲得しようと試みる」

「そ、それはいったい？」

　部屋の壁際に控えていた秘書の女性が無言のまま進み出てきて、劉に書類の束を手渡した。

　劉は、素早くその題字に目を走らせる。

「『銀ぎん座ざ紅こう旗き計画』と我々は呼んでいる」

　薹徳愁国家主席はそう言ってほくそ笑んだ。

　劉はその内容を斜め読みして愕がく然ぜんとした。

「し、しかし、こんな事をアメリカや、各国が認めるとは思えませんが……それにリスクが高すぎます」

「大丈夫、それを君が気にする必要はない。なぜなら国際社会に正義などないからだ。あるのは、それぞれの国の都合だけだ。その都合に合いさえすれば、どんな無法をしようと許されるのが現実なのだ……さ、来たまえ、君をゲストに引き合わせよう。君には彼らと一緒に仕事をしてもらわなくてはならないのだからね」

「彼ら？」

　薹徳愁は「そうだ」と席から腰を上げると劉を隣に案内した。隣室には様々な人種の男達が集まっていた。

「こちらはロシア大統領府から来たバラノフ氏だ。そしてこちらがフランスのルクレー氏。そしてイギリスのブラジス氏。朝鮮からは黄ファン氏。韓国からは金キム氏。そして最後がアメリカ合衆国大統領補佐官のブレミー氏だ」

　薹に紹介された各国の要人達とそれぞれに握手を取り交わしながらも、劉は信じられない様子で言った。

「あ、アメリカまでですか!?」

　緊張のあまり自身の声が裏返っていることにすら気づいてないようである。

「そう、我々はここに利益の一致を見た。ならば協力し合うことも不思議ではあるまい？」

「は、はい。確かにそうです」

「もちろん、強固な協力関係というわけにはいかない。それぞれの都合で寄り集まった限りは、それぞれの都合で霧む散さんする。それだけに協力関係を維持する条件は厳しい。慎重かつ大胆に事を運ぶ必要がある」

「はい。その通りだと思います」

「この計画の指揮運営は一人の優秀な指揮官の下に集中されなくてはならない。そこで君には計画の主導者役をはたして欲しいのだ。やってくれるね？」

　劉の立場では断るという選択肢はない。しっかりと頷く。それを見た薹徳愁は満足げに微笑んだ。

「かくして日本は、四し面めん楚そ歌かとなったわけだ」
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　茨城県霞かすみヶが浦うら。

　伊丹は湖畔に広がる平原の真ん中に立って、ところどころに巨大な雲の浮かぶ大空を見上げていた。

　青空に白い点が見える。遠方から聞こえるエンジン音。双眼鏡に目を当てると、それは民間のプロペラ機であることがわかった。

「おっ」

　民間機から、こぼれるようにして白だの赤だののカラフルな点が青い空に向けて飛び出していくのが双眼鏡で確認出来た。

　それは伊丹が立っているところに向けてまっすぐに落ちてこようとしている。

　落下速度があまりにも速いため高倍率の双眼鏡で追いつづけることは難しく、伊丹は双眼鏡から目を離して、肉眼で見ることが出来るようになるのを待つことにした。

　しばらくすると、次々と凧たこにも似た方形のパラシュートが花開いた。そして、ゆったりとした速度で近づいてくる。

　伊丹は斜め後ろに立つヤオに、振り返りもしないで語りかけた。

「見上げて待っていると、こっから先が長いんだ。別に一緒に居てくれなくてもいいんだぞ」

「いや。此の身は御身の傍らにありたい」

　ヤオの言い草に伊丹はこそばゆさを感じ「そっかぁ」と後ろ頭を掻かきむしった。なんだか、一生側に居ると宣言されたようにも受け取れるからだ。

「ま、大おお仰ぎょうな言い回しをしているだけなんだろうけどな」

　寿命の長いヤオにとって、伊丹の生涯につきあうことはさほどのことでも無いのだろう。もしかすると一年か二年程度くらいにしか感じないのかも知れない。

　伊丹がそんな事を考えているとヤオは窺うように言った。

「もしかして迷惑だろうか？　此の身は気が回らないので、独りになりたかったら、言って欲しい」

「そんなことはないぞ」

「よかった……しかし、皆はよくぞ空を飛べるな」

　ヤオは空を仰ぎ見ると、寒気でも感じたかのように背筋をプルプルッと震わせた。

「此の身は、らっかさんとやらが開かなかったらどうしようとか、途中で紐が切れたりしないかとか、風で流されて湖に落ちてしまうのではとか、いろいろ考えてしまう」

　此の身は運が悪いから。ヤオはそう言って伊丹から貰った五十円玉を握りしめた。

「いや。確かにそれは頭によぎるぞ。ちっとも変なことじゃない」

　伊丹は、ヤオの言い分をよく分かると頷いた。

「みんな、何が楽しいのだろう」

「そう思うのが普通だよな。こうして見ててもつまらないしな」

　実際、スカイダイビングに見ている側が楽しむ要素は少ない。これがプロが行う空中での鮮やかな曲芸の数々があるなら話は別なのだが、ただ降りて来るのをじっと待つだけだから退屈なのだ。

　とは言え、それも皆の姿が肉眼で識別できない間だけである。

　プロのインストラクターに後ろから抱えて貰うスタイルで降りてくるピニャは、伊丹の姿を見つけると両手を盛んに振っていた。

「イタミ殿！」

　滑り込むようにしてランディング。地に降りたピニャはもう、子供がはしゃいでいるかのごとき満面の笑みで駆け寄ってきた。

「凄い凄いぞ、イタミ殿！　こんな素晴らしいことが、この世にあったなんて！」

「で、殿下……この世ではありません」

　共に降りてきたハミルトンが、インストラクターに礼を言ってから、ふらふらっとした足取りでやってきて突っ込みを入れた。

「そうだ。異世界だった……ああ、この世界には素晴らしいものが多すぎる。どうして妾わらわはこの世界に生まれなかったのだろう！　雲を突き抜ける一瞬が素晴らし過ぎだ！」

　続いて、ロゥリィや、テュカ、レレイ達が降りて来た。

　パラシュートをまとめているインストラクター達を後目に、彼女たちは空の散歩がどれほどに素晴らしく楽しいものであったかを口々に語った。寡か黙もくなレレイですら瞳をきらきらと輝かせることで、その歓よろこびを表明していたぐらいである。

「イタミ殿はスカイダイビングをしないのか？」

「いや、俺は良いんです」

「まさか緑の人としてその名も高いイタミ殿とあろう者が、怖じ気づいてるのではあるまいな？　……ハミルトンも、空に上がるまではガタガタと震えておったが、空に上がったらもう楽しんでおったぞ」

「……声も出ないぐらいに脅えていたとは思っていただけないのですね？」

「では、つまらなかったのか？」

「いえ。素晴らしい体験でした」

　ハミルトンもその感動を反芻するかのように胸に手を当てた。

「ただ飛び降りるまでがやはり、あの鉄の塊がどうして浮くのか未だに信じられません……」

　どうやら今回も怖いだなんだのとハミルトンが泣き叫んだらしい。「なぁなぁイタミ殿、今度はイタミ殿も一緒に飛ぼう。なぁ、駄目か？」

　伊丹は、ピニャがもう一回飛びたいと強ね請だっているのだと気づいた。

「折角のお誘いですが、遠慮しておきます」

　スカイダイビングの体験料がどれほどの金額となるかを、金銭に無む頓とん着ちゃくな皇太女様に教えてやりたい伊丹であった。

「何故だ？　妾と一緒は嫌か？」

「……正直、俺はこれのどこが楽しいかわからない方の部類でして」

　言い訳する伊丹の背後ではヤオが「くくくくっ」と含み笑いをしている。

「何か知っているの？」

　風の精霊と踊ったとかなんとか言って喜んでいたテュカが、白状しろとヤオに迫る。ロゥリィ、レレイの三人がかりで迫られると、ヤオも「大きな声では言えないので、では小さな声で」とそっと語った。

「実はヨウジ殿は、高いところが苦手なのだ」

「ああっ！　内緒だって約束したじゃないか！　お前だって高いところダメなくせに！」

　するとヤオは堂々と胸を張った。

「確かに此の身も高いところは苦手だ。だがそれは、此の身は運が悪いので事故が起こると思うからだ！　決して御身のように怖がっているわけではないのだ」

「言っておくが俺だって、へりにも輸送機にも乗れるぞ。懸けん垂すい降こう下かだってこなす。それに空挺降下もやったことがあるぞ。ただ翼竜が怖かっただけだ」

「ほう、本当だろうか？　此の身にしがみついて叫んでいたのは誰だ？」

「いや、確かにヤオにしがみついちゃったりしたけど、怖かったのは翼竜であって……」

「じゃあ、何故、すかいだいびんぐをしないの？」

　ロゥリィとテュカに訊ねられて、伊丹は「そ、それは、その……あの」と口ごもった。

「怪しいわねぇ」

「落下傘降下をやったのって嘘とか？　お父さん、白状しなさい」

　すると嘘ではないと、伊丹は切々と自らの黒歴史を語った。

















「一応、降下はしたんだ。本当だぞ。ただ降下すんのやだって、降下長にしがみついちゃったりしたけどな。さっさと逝けって降下長と副降下長の二人がかりで蹴落とされちゃったんだ」

　高所に感じる恐怖には様々な種類がある。伊丹の場合は、自分の身体を何かに依託できない状況が恐ろしい。ロープでも何でも良いが、掴まることができる物さえあれば大丈夫なのである。だが、そういったものがない状態になると恐怖感が沸き立ってしまう。

　それでまあ、よくぞ空挺徽章を得られたと思うところだが、そこにはちゃんとした理由というかタネがあった。

　実は特殊作戦群に属しているような奴が、空くう挺てい徽き章しょうぐらい持ってなくて許されるか！　と、五回にわたって突き落とされ、無理矢理にとらされたのである。もちろんこの問答無用の処置には、伊丹に恨みの念を抱いた特殊作戦群長の存在があった。

　嫌だと逃げまわると胸の徽章を指差され、「お前、レンジャーじゃないか!?　特戦だろうが!?」と叱責された。それでも伊丹が逃げようとすると上官達は言った。伊丹の上司だった者から、伊丹の操作方法についてちゃんと申し送りが来ているのだ。

「未来永えい劫ごう、永久に休暇はやらん。年末年始と夏は特にダメだ！」

「ええ！　そんな！」

「それが嫌だったら胸の徽章にふさわしく振る舞え！」

　そう。こんな経験をしたが故に、伊丹は決して空挺徽章に始まる各種徽章を胸に縫いつけようとしないのである。

　もし、銀座事件が起きなければ、伊丹は自由降下課程に進まされたはずで、真剣に転属の願い出を出そうかと思っていた。

　だがそんな伊丹の性質も興奮冷めやらぬ女性達にとっては格好のからかいの対象だ。

　彼女たちは、空がどれほど素晴らしいか理解できない伊丹を揶揄しつづけ、なかなか動こうとしなかった。

　ついには音を上げた伊丹が「早く着替えて、マイクロバスに乗ってくれえ。時間が押してるんだ」と急かす事態になった。

　これから防衛省の科学技術研究所へと向かうのである。

　霞ヶ浦飛行場を出た途端、マイクロバスはどこのＶＩＰが乗っているんだと問いたくなるほどに、その前後を黒塗りの乗用車によって囲まれた。

　その光景に、ロゥリィはぽつりと呟いた。

「前に、こっちに来た時を思い出すわぁ」

　レレイとテュカが頷いた。ピニャもである。

「あの時は情報が駄々漏れで、行く先々で狙われたもんなぁ……」

　そんな伊丹の言葉に、助手席にいた黒服の男が「駄々漏れで、悪かったな」と言って振り返った。

　久しぶりだなと声をかけてくる男に、伊丹は「誰でしたっけ？」と尋ねた。

「わからねぇか？　俺も大分痩せたからな」

　死神博士と呼びかけたくなるような風貌の男は、駒こま門かどだと名乗った。伊丹が最初に皆をつれて東京に来た時、案内と警備指揮を担当した男である。

「おおっ！　久しぶりですね。その後、腰の具合はどう？」

「ま、なんだ、杖が手放せなくなっちまった」

　駒門はロゥリィが手にしているハルバートに恨めしげな視線を向けた。見た目、幼い少女が軽々と持ち歩いているから、張りぼての類と勘違いした駒門は、ロゥリィのハルバートを何の気構えもなく持ち上げようとして腰よう椎つい捻ねん挫ざ、椎つい間かん板ばんヘルニアを負ったあげく、救急車で搬送されてしまったのである。

「ま、あの件は忘れてくれや」

「ええ。まぁ、わかりました。けど、今回の警備は警察の仕切りだって聞いてますよ。なんで情報本部の駒門さんがここに？」

「ああ。出向が終わってな、今は公安部門の某所で課長職に就いている」

「おおっ！　それはご栄転ですね。おめでとうございます」

「いや、お前のおかげで手柄を立てさせて貰ったからな。銀座で外国の工作員を一網打尽……」

「そうなんですか？」

「そうなんだよ。お前が気が付いてないんなら、別に良いんだけどな」

　駒門はそう言って低い声で笑った。この男が笑うと、何故か知らないが悪党がほくそ笑んでいるように見えてしまう。まだ太っていた時の方が愛あい嬌きょうがあった。風貌が損をさせているのだ。

　窓の外には、葦原の生い茂る霞ヶ浦湖畔の風景が見えていた。もう少し県道を進むと、科学技術研究所である。駒門は、会話を一旦止めるとデジタル無線機を引き寄せた。

「状況を報告せよ」

『こちら県道交差点。異常なし』

　各所から次々と報告が返ってくる。先の経験から、情報漏ろう洩えいに対する警戒を厳重にしているようであった。それらを確認してから駒門は伊丹に視線を向けた。

「今回の警備は以前と段違いに厳重だぞ。女性警官にここにいるお嬢さん方のコスプレさせて、お前のそっくりさんと一緒に、秋葉原や永田町あたりをうろうろさせてたりするぐらいだ。こっちでももう二台、マイクロバスを用意した」

　駒門はそう言って後ろを指差す。

「お前さん達が何しに来たのか、俺ですら知らされてないんだ。いったい、何しに来た？」

「『門』を開く実験」

　知らされてないという者に教えて良いのかと伊丹は一瞬迷った。「君にはそれを知る資格がない」というもったいぶったセリフを、一度でも口にしてみたかったというのもある。だが、傍らに鎮座しているレレイは、そんな伊丹の野望を無視していとも簡単に答えた。

「『門』を開く実験だと!?　異世界に行き来できる穴を人為的に作れるってのか!?」

「出来る」

　駒門は酷く驚いた表情をして唸った。

「こいつは、たまげた……」

『特地』の有用性は世界中が認めている。もし特地への出入り口を人為的に開く方法が存在すると知られたら世間を騒がせている異変騒動も吹っ飛び、全世界が手を伸ばしてくること必至なのだ。

「こいつは、気合いを入れなきゃならんな。おい、わかってるな？」

　駒門は運転をしている警官に告げた。

「わ、わかってます」

「親兄弟、恋人、同僚、直属の上司、ありとあらゆる他人に口外禁止だ」

「わかっています！」

　運転手の警官は怒鳴るように答えた。

「よし。予定通り、疑似餌を銀座に向かわせる」

　駒門の命令で、後続のマイクロバスが警備の車列のほとんどを引き連れて、東京方面へと左折していった。追跡して来ている者がいたとしても、長い車列がブラインドになって、一台だけ直進したマイクロバスには気づくことも出来なかっただろう。

「これで監視が付いていたとしても、今回特地から来たＶＩＰはスカイダイビングに興じた後、そのまま銀座に帰りましたということになる」

「そうなるといいわねぇ」

　ロゥリィが揶揄するように嘯うそぶいたが、駒門も負けじとニヤリと笑い返した。

「案外、これでどうにか出来るもんなんだぜ。ここは見通しの悪い一車線だからな」

　実際、前後を固めていた警備の車両がいなくなってしまったため、前も後ろもぽっかりと空間が開いている。対向車以外は車の姿が見えないくらいである。田舎の県道なんて、通勤時間でもない限りこんなものなのだ。

　やがて防衛省の科学技術研究所が見えてきた。広大な敷地の向こうに白い建物の群れがある。周囲が開けているために錯覚してしまうが、かなり巨大な建物が列んでいた。

　マイクロバスは正門には向かわず、あぜ道にも似た未舗装の狭い道路へと入り、通用門からその敷地へと入る。それまで気を張っていたのだろう、通用門が閉じられた瞬間、駒門は大きく息を吐いた。

「ふぅ……今回は何もなかったな」

　やはり緊張していたのだ。

　マイクロバスは建物によって周囲を囲われた場所へと入った。

　そこでは、黒服の男達がたむろしており、伊丹達の到着を待ち構えていた。

「待っていましたよ、レレイさん。皆さん、スカイ・レジャーは楽しんで貰えたかな？」

　首相の森田や、官房長官の木檜などが出てきて次々と、レレイの手を握る。

　レレイも「ありがとう。おかげで楽しむことができた」と礼儀正しくお礼を言った。今回の遊興費は首相のポケットマネーからの支払いということを聞かされていたからだ。実際には、多分、おそらく官房機密費からなのだろうが、これによってレレイ達の抱く印象が大違いだということを計算してのものだろう。せこいやり方である。

　テュカが、おごってもらった事に感謝の言葉を述べ、その負担を心配してみせると森田は相好を崩した。

「なあにその程度のこと、貴女方の重要度に較べて大したことありませんよ。あははは」

　笑い声が妙に乾いていた。もしかして、ホントに自腹を切ったのかなと伊丹は思った。

　嘉納が近づいてきて「どうだった彼女たちは？　楽しんだか？」と尋ねて来た。

「ええ。かなり楽しんでました」

「こういう楽しみも、日本との繋がりがあってのことだと思って貰えれば、大成功だな。『門』を開こうという動機になる。お前のこともそうだ」

「……あの嘉納さん。本気なんですか？」

「お前さんを引き渡すってことか？　まだ決めてない。『門』をどうするかを決めてからだ」

　伊丹はホッと胸をなで下ろした。

「もし、『門』を閉じるとなれば、特地に残って現地情報を収集せよという内容の命令を出そうと思っている。あのレレイって娘っ子の護衛も兼ねてな」

「俺に、小お野の田だ少尉になれと？」

　太平洋戦争の末期、旧日本陸軍退却時にルバング島で残置諜者とされた情報将校小野田寛ひろ郎お氏は、終戦の後も孤独な戦いを続けた。彼の太平洋戦争は、任務の終了を告げる命令書を手渡されるまで三十年間にわたって続いたのである。

　…………『門』は閉ざされた。特地に派遣されていた自衛官達はもういない。しかし伊丹は独り特地に残ってサバイバル生活を続けた。そして再び『門』が開かれて東京に帰ると、既に日本では数十年の時が流れていた。

　そんな未来図を思い浮かべた伊丹はげんなりとしてしまった。

「ここは、ＳＦ的に考えて欲しいところなんだがな。よくある話だろ？　帰ってきた宇宙飛行士が、浦島効果でえらい年月が流れていたなんてのは。それでも主人公は旅立つ。人類のために」

　嘉納なら「オカエリナサ」の文字で迎えてくれそうである。それはそれでネタを楽しめそうだ。オタクであるならば、ネタのために人生をかけるのも本ほん懐かいかも知れない。

「俺の意思はどうなってるんでしょう？」

「これは命令だと言わなかったか？」

「嘉納さんは、ただいま外務大臣ですよね」

「わかった。その時には内閣総理大臣発効の命令書を届けてやる。必要なら防衛大臣の夏目と、統合幕僚長の直筆署名もつけてやる。それとも、お前の直属の上官に至るまでずらっと署名が入った書類にしようか？」

「退職願を書いていいですか？」

「お前さんは辞退も退職もしないよ」

「高く評価していただけているようで嬉しいんですが、それは買いかぶりという物です。俺にとって仕事とは、遊びのためにすることで、同人誌即売会に参加できなくなるようなリスクは是が非でも避けたいんですよね」

　だが、嘉納はそんな伊丹の言葉を無視して続けた。

「実はな、同人誌即売会の主催団体から、出展サークルから集めた見本誌がかなり溜まっているので、これを国立国会図書館に寄贈したいという話が出ているんだ。だが内容が内容だからな、ものによっては扱い方を考えなきゃならん。そこで、これまでに作られたアニメやマンガといった我が国の貴重な文化財産を収蔵する施設を作ってはどうかと考えている」

「またぞろそんな箱物を……マンガの殿堂のおつもりでしょうけど、神経症的潔癖主義の人達から国営マンガ喫茶って批判されますよ。それで……それがどうしたって言うんですか？」

「要するにだ、特地との連絡が途切れている間のことを心配しているなら、安心しろと言いたいんだ。その間に発行された同人誌はそこに収蔵されて読めるようになる。一気に何年分も読めるかも知れないぞ」

「本当ですかっ!?　……あ、いや」

　つい声が大きくなってしまい、周囲の視線が集まった。おほんと咳払いを一つして、伊丹は声のトーンを下げた。

「嘉納さん。直接会場に行かなくなったから忘れたんでしょう。あの長い行列に加わり、熱気と汗の臭い渦巻く雑ざっ踏とうをかき分け、サークルのブース前をそぞろ歩きしながら、『どうぞ手にとって見ていってください』と声をかけられたりして、頁ページをめくったり、コスプレ姿の麗しき女性達を愛でるという楽しみの存在を」

「何を言ってるんだお前は？　俺の目には『特地』こそが、永遠に終わることのない同人誌即売会場に見えるぜ。あの熱気が特地には、アルヌスって場所にはあるんじゃないのか？」

「…………え!?」

「お前もわかってるんだろ？　向こうでの生活のほうが居心地良いんじゃねぇのか？」

「そ、そんなことは……」

　無いと言いかけた伊丹だったが、最後まで言い切ることは出来なかった。

　嘉納に乗せられつつあるなと思っても、それが間違いだとも思わなかったのだ。少なくとも、悩むぐらいには特地と行き来できなくなることを恐れている自分がここに居た。

　もし、同人誌即売会が特地で開かれるなら、倉田同様に移住を考えたかも知れない。

「お前を大事に思ってる彼女達は、お前のためになんとか日本との繋がりを保とうとするだろう。時空嵐だか地震とかが落ち着くのに時間がかかるってのは、歪みが蓄積している今回だけで、その後の開閉は、微少で済むという説明も理解できる話だ」

　嘉納はそう言って廊下を歩くレレイ達に向けて顎をしゃくった。

「でも、不味くないんですか？」

「正直、不味い。だが仕方ないだろう。このまんまじゃ特地に投資できないんだからよぉ。だから問題が明らかになったのが今の内でよかったと考えることにした」

「でも、『門』の再開通が上手くいくかどうかは……」

「そうだな。全てはそれが前提となる。だから、そいつをこれから実験で確認しようってわけだ。他にも検討したり話し合ったりしなきゃならんことがいっぱいある。何をどこまで秘密にするかも考えなきゃならん。アメリカや中国あたりに知られたら、俺の所に『門』を置けって言われる恐れもあるしな。そのことを考えると、レレイって娘っ子の存在は防衛機密だ。けど、秘密にしたまんま、『門』を閉じますなんて言ったら、大反対を喰らっちまう。そうなると、同盟国あたりには再開通できることを仄ほのめかしておく必要はあるだろう。このあたりのさじ加減がえらい微妙だ」

「そうですね」

「だがよ、良いこともある。もしかしたら特地ではない別の世界との行き来までも出来るようになる可能性があるんだからな。もちろん、黒ゴスのお嬢ちゃんから突きつけられた、こっちの技術や学術情報を厳重に管理して、特地に持ち込ませるなって条件をどうやって形にするか考えなきゃならん。欧米の植民地支配が、その土地の文化や習俗を破壊しちまったという歴史を見れば頷ける話だしな……」

　そんな説明を聞かされながら伊丹達は巨大な格納庫にも似た場所へと出た。

　そこは天井がビルの四階か五階に相当するぐらいに高く、窓のない巨大な空間だった。伊丹はこれと似たような雰囲気の場所を知っていた。東京ビッグサイトである。

　だが、そこに並べられているのは折り畳み式のテーブルではなかった。

「あ、『心神』がある」

　実験用に作られたステルス機のモックアップやら、中距離弾道ミサイル迎撃用のキネティック弾頭が並べられていた。

　そんな実験場の一角で、白衣を着た技術者やら、繋ぎを着た連中が、中央に据えた台を取り囲むように、テレビカメラや様々な機器を並べていた。

　床には白いテープが格子状に貼られている。

　また空中にも、ジャングルジムのごとく白いロープが縦横上下に向けて格子状に張られていた。

　そんな台の中央に、レレイが案内されて立つ。周囲を取り囲む研究員達の中には見知った顔ぶれもあった。

「あ、養鳴教授」

「おおっ、来たな。『門』を開く実験と聞いて、居ても立っても居られずに駆けつけてしまったぞ。極秘だとか、誓約書とかややこしい話じゃったが、要するに黙っておればよいのであろう？」

　見れば漆畑や白位の姿もあって手を振っていた。

　一方、レレイの頭部や身体の各所に女性研究員の手でいろいろな計測器が取り付けられようとしていた。

　レレイも嫌がることなく、逆に興味があるのか、それがどのような用途を持つものなのかを尋ねて、説明を受けながらうんうんと頷いていたりする。

　こうして準備を進めていると、首相の森田を始めとした政府の閣僚達も集まって来た。

「皆さん、わざわざこんなところに集まって大変ですね」

　新聞やテレビでしか見たことのない錚そう々そうたる顔ぶれを生で見て、伊丹は呟いた。

「馬鹿。それだけ、この実験は重要だってことだ」

　嘉納のセリフを継いで、夏目防衛大臣は語った。

「『門』の扱いは間違いなく日本の行く末を決めます。『門』を保持するべきか、それとも一旦閉じるべきか。野党は選挙の争点にこれを仕掛けてくるでしょう」

　すると森田がさらっとこぼした。

「いっそのこと彼女の存在を明かしちゃったらどうです？　説得が楽になりますよ」

「やめてくださいよ総理！　それをやったら、本当に大変なことになってしまいますからね」

「いえ、公式発表しようって言うんじゃないんです。噂という形で流します。そうですね、『門』を開く技術が手に入った……ぐらいにしておきます」

「で、公式には知らぬ存ぜぬを決めようって言うのか」

「そうです」

　それでもかなり危ない事態になりそうである。様々な憶測を呼んで、かえって拗こじれてしまう可能性もあるからだ。皆は危なっかしさを感じさせる首相のことを黙したまま睨み付けた。

『これより、実証実験を開始します。各員、観測機器の位置へ。五、四、三……』

　皆は、固唾かたずを呑んでレレイを見守った。

　レレイは目を閉じて鳩笛にも似た独特の響きの呪文を唱えた。

「見てください、被験者の脳波が凄いことになってます」

「振幅が大きすぎて計測不能だ。まるで大発作を起こしているかのようだ……よく意識を保つことが出来るな」

「この脳波の発生部位が、大脳の一部に限局されているからだろう」

　見ると脳波グラフは、全ての線が激しく波打ってるわけではなかった。部位によっては全く変化がない場所もあった。

「……二、一、コンタクト！」

　レレイは実にあっけなく、異世界へと繋がる『門』を皆の前に開いて見せた。




　それは空中に垂直に浮かんだ水たまりのようなものであった。

　向こう側はそのまんまこちらの世界の風景が透けて見えた。近づいて見てようやく表面に何かがあるのがわかる。つまりはガラス窓のようなものだ。その表面は軽く波打って揺らいでいる。ガラスと違って柔らかさを感じさせた。

「これが『門』？　銀座にあるのとはだいぶ違うようだが。サイズも小さいし」

「石で出来ているあれは、『門』を安定させ固定するために建造されたもの。『門』の実体はこれ。私の力だけでは維持し続けるのが難しいので、この大きさが精一杯……」

　レレイの説明に研究員達は「なるほど……」と頷くとその表面に近づいて、顔を寄せて観察を始めた。

　息を吹きかけたりして、表面が揺らぐか確かめようとする者もあった。だが、反応はなく、その表面が揺らいでいるのは空気の動きとは別のものによるらしいと理解された。

　早速、養鳴が長い棒を持ってきた。

「どれどれ……む」

　棒の尖せん端たんを揺らぎの表面に押し当てる。そして少し押し込む。すると棒は何の抵抗もなく揺らぎの中に消えていった。引き戻してみると棒の長さはもとのまま、何の変化もない。

　何度も刺したり抜いたりして、さらにかき回したりする。

「なるほど……」

　だが、誰一人としてその表面に触ったり、向こう側を覗き込んだりするものはいなかった。今度は、カメラを取り付けた棒が用意されて中に突っ込まれる。

　だが、向こう側の湿度が高いのか、モニターに映された映像は白くぼやけてしまい、はっきりと映らない。

「ちょっと待ってな」

　職員の一人が、レンズにスプレーをかけて、曇らない加工を施してから改めてその先を突っ込む。だがやはり同じ結果になった。

「もしかすると、霧とか靄もやに包まれてるのかも知れないな」

　こうなると、誰かが中を覗いてみる必要があった。

　お前行けよ、いやだなぁ一番は譲りますよ、という無言の会話が取り交わされた。

　そんな白衣の群れの後ろで伊丹は、レレイに歩み寄った。

「レレイ。どこに繋いだんだ？」

「わからない。適当に手近な世界に繋いだ」

「特地……レレイ達の世界とは違うのか？」

「同じ世界とは複数の穴を開くことは出来ない」

　円と円の接点は常に一カ所であるという言い方でレレイは説明した。

「そうか、この方法で特地と俺たちの世界を繋ぎ直すわけか」

「ただし、いくつもある世界の中の一つを見つけるための目印が必要……」

　すると養鳴教授が言った。

「その手配はこちらで引き受けておる。混ざり物のない単一素材の結晶体。珍しければ珍しいほどよく、しかも長い年月を過ぎているもの。ま、なにがしかの鉱物が良かろうな」

　なるほどね……伊丹はそう答えると、無造作に『門』に近づいて「どれどれ」と中に顔を突っ込んだ。

　それは人体から頭だけがなくなるという風景であり、見ている側にとってとても気分の良くないものだった。断面……こちら側に残っている頸けい部ぶが、切断された人体標本のごとく見えるから尚更である。女性の研究員などは、突然見せつけられたスプラッタな風景に、吐き気を催もよおしたのか、口を押さえて実験場の隅へと走り去った。

「医学検査の技術が凄いことになりそうだ」

　誰かがそんなことを呟いた。

「いや、そんなもんじゃ済まないでしょう。外科手術がとんでもないことになりますよ」

　自分の体の中を覗かれていることに気が付かない伊丹は、「ん、何だここ」と呟きながら、一歩踏み込んで、皆の前から姿を消した。

　やがて、血相を変えて戻って来た伊丹は転げるようにして大声で叫んだ。

「レレイ！　すぐにこの『門』を閉じろ。急げ、早くっ速くっ！　この世界は無茶苦茶ヤバイッ！」

「いったいどうしたって言うんだ？」

　離れていたところで遠巻きにしている政治家達を代表して嘉納が尋ねた。

「これぐらいの卵が……卵がずらっと列んでいて、俺が近づいた瞬間、花びらみたいにパカッと……」

　伊丹は人の頭ぐらいのサイズの卵が、ねとねとベトベトした場所にずらっと列ならんでいたと告げた。

　それを聞いた瞬間、研究員達と政治家達は伊丹が考えたのと同じＳＦ映画を思いおこし、血相を変えた。

「実験中止っ！　レレイさん、『門』を閉じてくださいっ！」

「警備！　直ちに第四実験場に集合！　間に合わないかも！　急いで！　早くっ！」

「遅いっ！　建物の出入り口を直ちに封鎖しなさいっ！　皆さん、日本を守るためです、覚悟を決めて下さい。そして外に連絡なさい。もし、中との連絡が途絶えて二十四時間を経過したら、この建物ごと焼き払いなさいと。これは防衛大臣としての命令です」

　夏目の叱しっ声せいが轟とどろく中、レレイは首を傾げながらも言われるままに穴の維持をやめた。

　目の前にあった透明な膜は、一瞬にして消えた。

　その瞬間、突如として地震が研究所を襲った。震度は２ぐらいだろうか。さして大きい揺れではなかったから伊丹は気にもとめずレレイに声をかけた。

「……はぁ、はぁ、はぁ……レレイ、とりあえず別の世界に繋ぐのはやめてくれ。特に今の世界は今後も将来にわたって永久に繋ぐなよ。こっちが滅びる」

　見知らぬ異世界に、むやみやたらと繋ぐものではないということを皆が知った一瞬であった。

　とりあえず無事に済んだようで皆、胸をなで下ろしたが、やはりこれで終わりというわけにはいかなかった。

「お、おい、なんだよ!?」

　突然、伊丹は両脇から屈強な黒服に抱えられてしまった。両手両足を四人がかりで取り押さえられてしまう。

　周囲を振り返ると、大勢の白衣や黒服連中が取り囲むように列んでいた。皆の無表情にして機械的、人間味を少しも感じさせない所作が恐ろしかった。

　夏目が冷厳に言う。

「直ちに検査です。身体に寄生してるものがないか、徹底的に調べなさい！」

　廊下を引きずられていく伊丹。

「だ、大丈夫だからっ！　何もくっついてないからっ！　ホントだって、俺は、俺はっ、無実だああっ！」

　懸命に声を張り上げる伊丹。だがそれは皆に首を傾げさせるものであった。

「なんで無実？」

　夏目が首を傾げ、嘉納が答えた。

「ああ。あれこそが、お約束っていう奴なんだ」





　　　　　＊　　＊






　シェリーがその情報を耳にしたのは、ミュイと共に皇帝の側で遊んでいた時のことであった。

　彼女がフォルマル家の幼い当主と知り合ったのは、「年齢も近いことだし、仲良くするがよい」と皇帝に引き合わされたからである。

　年老いた皇帝はミュイやシェリーが自分のところに遊びに来ることをたいそう喜んだ。

　病がちになり、ほぼ毎日を寝台に横たわって過ごすようになった皇帝は、自分が動けない代償のように、元気に遊ぶ少女達の姿を眺めて和むようになったのである。

　幼くして両親を亡くしたミュイもまた、自分の祖父のような皇帝のそばで遊ぶことを好んだ。そのため皇帝の寝室に毎日のように訪れては、物語を読んだり詩の朗読に興じたりしていた。もちろんこんな好機を漫然と過ごすシェリーではない。政治に強い好奇心を示す幼い子供という態度で皇帝を相手に質問をしたり意見を述べたりしながら、どうやって自分の目論見を実現するか、その方法を探っていた。

「陛下。正統政府がゾルザル様と対抗して行くには、ニホンと協力していくしかないように思われますが」

「余もそう考えている。だが、ニホン側としても我々の側としても、おいそれと手を結ぶことは出来ぬ。その理由は分かるな？」

「はい。昨日の敵は、今日の友という訳にはいかないということですね？」

「そうだ。そのためにはまず講和を締結しなければならぬ」

「では、早々に講和をまとめてしまってはいかがでしょう？」

「それもまた現状では難しいな。我らは正統政府を名乗っているが、実際に支配しているのは、帝国全土の一部でしかないからだ。ニホンが求めている賠償を支払おうにも、我らにはその力がない」

「その為にはゾルザル様が邪魔。けれどゾルザル様を取り除くにはニホンの手助けが必要……金庫の中の鍵ですわね」

「その通りだな」

「ニホン側は、講和の条件をおまけしてくださらないのでしょうか？」

「無理であろう。ニホンの使節団はどうも調子に乗っているように見える。あの者どもに譲歩させるには、頭を冷やさせるきっかけが必要だ」

「ニホンでなされる選挙は、そのきっかけにはなりませんか？」

「難しかろうな。候補者は国民の支持を得るために、威勢の良いことを言うものだ。弱腰と見られればそれだけ当選しにくくなる。それだけに、選挙の後は逆に条件が厳しくなる恐れもある。これでは我が帝国が譲歩したら譲歩した以上に要求が厳しくなるだけだ」

「ですが、戦争を終結に導いたという功績は、国民受けするのではありませんか？」

「その場合も問題となるのは、どんな条件で戦争を終わらせたかなのだ」

「つまり、問題は使節団の方々に、帝国がお譲りできる範囲で、納得していただけるようにすることなのですね？　では、勝ちを演出してさしあげるというのはいかがでしょう？　わたくし達には与える実がありませんから、名を与えてさしあげるのです」

「ふむ、なるほど。大勝利の演出か。だが帝国の威信が低下することをどうする？」

「ゾルザル様を倒すことでは、威信の回復は出来ませんか？」

　その時、皇帝の寝室の戸が叩かれた。

　シェリーとミュイは慌てて皇帝が横たわる寝台の下へと飛び込む。

　実は、二人が皇帝の寝室に入り浸っていることは周囲には内緒だったのだ。以前、マルクス伯に見つかった時などは、「病身の陛下のご負担になる」と烈火のごとく怒られてしまった。皇帝自身が良いと言っているのだから良さそうなものなのだが、子供嫌いの侍医が自分がそう感じるのだから皇帝もそうに違いないという偏見を元にして指図したのが原因のようである。

　そのため、誰かの気配が近付いて来るたびに、二人は身を隠す。しかしそれがまた悪戯をしているような気分になれて楽しい。皇帝も彼女たちを隠すことを楽しんでいるようであった。

　だが、今回皇帝の寝室を訪れたのはマルクス伯爵とフォルマル家のメイド長だった。

「陛下。至急、お耳にお入れしたき報せが届きました」

　二人は動転しているのか皇帝が横たわる寝台前まで進み出ると、間髪入れずに報告の口上を述べ始めた。

　それは、アルヌスで情報収集をしているパナシュからのもので、内容は、『アポクリフと称される異変が起きていることが確認された』というものであった。

　日本では、各地で起きている異変と『門』との関係が取りざたされ、アポクリフの広がりを防ぐため、『門』を閉じるべきだ、いや閉じるべきではないという論争になっていると言う。

　だが皇帝は「相手にすることはない」と一笑に付した。

　聞き耳を立てていたシェリーも、同じように考えた。何故なら、日本は帝国からまだ何も得ていないからである。万が一、『門』を閉じるという結論になったとしても、それは帝国が日本に賠償を与えてからになる。

「ピニャも何も言って来ないではないか。いちいち報告するに及ばないと考えたからであろう」

「ところが、さらに気になる情報がございました。これはハミルトン殿がパナシュ様に宛てた私信でございます」

　今度はメイド長が口を開いた。

「ハミルトン？　……確かピニャの秘書官をしていたな」

　その私信を、どうしてメイド長が知っているのか大いに気になるところである。

「どのような方法でそれを得たかは、問わぬ方が良さそうだな？」

　メイド長は「恐れ入ります」と恐縮顔で一礼した。

「それによりますれば、ピニャ殿下が政まつりごとに対する意欲をすっかりと無くされているそうです。そのために、重要なはずの情報までも手元に留めおかれているとか」

「それは、どういうことか？」

「例えば、アルヌスに滞在しているとある魔導師が、冥めい王おうハーディより、『門』を開く力を授かったとのよし」

「なに!?」

　枕に背を預けていた皇帝も、この話には身を起こした。二人の助けを得ながら横たえていた身体を起こし、聞き間違いでないことを確認する。

「もし、本当ならばゆゆしき事態かと」

　シェリーもまた、不味い事が起きたと考えた。

　この事態、帝国正統政府にとって大変に都合が悪いのだ。更に言えば、自分自身にとっても。

　これはイタリカの正統政府にとって、かなり高度な機密事項だ。つまり、知っているとヤバイ。

　もちろん、ミュイも一緒なのだから、フォルマル伯爵家の当主の生命をどうこうということは起きないだろう。けれど秘密を守るためとして、かなり長い期間、不自由な場所に閉じこめられてもおかしくないのだ。

　それは菅原と引き離されることを意味しており、避けたい事態である。シェリーにとって、それは生死に匹敵する問題なのだ。

「どうしたのですか？」

　事態を全く理解していないミュイに、シェリーは人差し指を立てて静かにするように告げた。そしてメイド長とマルクス伯爵に気づかれないよう、皇帝用の巨大な寝台から這はい出ることにした。寝室から出て、菅原の元に駆け込んでしまえば、少なくとも彼と引き離される心配だけはしないで済むだろうから。

　だが、寝台から這い出たところで、モルト皇帝の手がシェリーの肩にポンと乗せられた。

「しばし待つがよい」

　マルクス伯とメイド長は、シェリーの姿を認め、しまったと顔を引きつらせた。瞳に暗い輝きをひらめかせ、口封じに後ろ暗い方法を考えたであろうことがわかった。だが続いてミュイが顔を覗かせたことで、メイド長の顔色が真っ青となる。シェリーにしようと思ったことを、ミュイにすると、彼女は主殺しの罪を犯すことになるからだ。

「まぁ待て」

　そんなメイド長の思考を読みとったのか、皇帝は指を立てて「早まるでない」と制した。

「その魔導師が、どこの誰かはわかっておるのか？　早急に身柄を押さえることが可能か？」

　メイド長は浮かない面持ちで答えた。

「いいえ、残念ながら所在も名前もわかっておりません。ただ、ピニャ殿下ならばご存じかと……」

　マルクス伯は告げた。

「陛下。ニホン人の思考の傾向から察しますと、『門』を自在に開くことが叶うならば、災わざわいを未然に回避しようとするほうに傾くおそれもございます」

「早急にニホン側と協議して釘を刺しておかねばならぬな。我らがこの地にて安あん穏のんとしていることが出来るのも、ニホンという存在があってこそなのだから。それで、この情報を知る者は、このイタリカでは誰と誰かな？」

　マルクス伯爵とメイド長は、ミュイとシェリーに目を向けた。

　そこで皇帝はシェリーに、きちんと立つように命じた。

「途中で退出しようとした所を見ると、事の重要性を理解しているようだな」

「……はい」

　シェリーは悪戯を叱られている子供のように首を竦めた。

「どのように重要か、申して見るがよい」

　ここで隠してみても始まらない。シェリーは問われるままに自分の見解を語った。

　帝国正統政府は、自衛隊が存在しているからこそ、ゾルザル派と対抗できている。これがなくなるようなことになれば、軍事的に劣勢な正統政府はゾルザル派軍の手によって叩きつぶされ、今ここにいる講和派はことごとくが、帝都での粛清を再体験することとなる。

　もし、この事態を講和派貴族達が知ったらどうなるか。

「外国に亡命するか、我が身の安全を確保しようとして雪崩なだれを打ってゾルザル様の下に走ることでしょう。早晩、正統政府は瓦が解かいいたしますわ」

「うむ。わかってるようだな」

　皇帝は頷いた。

「ならば、しばらく誰にも会わずどこかで閉じこもっていることも出来よう？」

　そんな言葉が皇帝の口から出てくると思ったシェリーは、機先を制して皇帝が口を開く前に指を立てた。

「解決策はありますわ」

　皇帝は意外そうに問い返した。

「ほう？　解決策とは何かな？」

「早急にニホン側と講和し、ゾルザル派を倒してくださいとお願いするのです。こうなったら、賠償は帝都を奪還後にお渡しいたしますと空から手て形がたを切るしかございません。もちろん、賠償金をおまけしていただく必要がありますが、代わりに鉱山や領地の権利をお譲りすれば、きっと応じて下さることでしょう。もしかすると『門』を閉じるということもしないかも知れません。あるいは『門』を閉じるとしても、こちらに軍隊を残して下さるかも」

「ほぅ、何故そう思うのかな？」

「たとえ『門』を再度開くことが出来ると言っても、ニホンの方々にとってこれは紛れもなく賭けだからです。『門』を閉じたらそのまま、こちら側とは永久に縁が切れてしまうかもと必ず思うはずです」

　実はシェリーも同様の怖れを感じていた。だからこそ菅原と離れたくない一心で、思考を巡らせているのだ。もちろん、他に手が無いとなれば、菅原にしがみついて日本に行ってしまうつもりだが、それは最後の方法なのだ。

「持って帰れるお金ではなく、領土や利権。それが多ければ多いほど、捨てるのは惜しいと思うのが人情というもの。そしてその権利を確たるものにするため、共に手を携えてゾルザル様をやっつけてしまうことにも同意して下さるでしょう」

　シェリーの必死な言葉に皇帝は「なるほどな」と大きく頷いた。どこか機嫌が良さそうにも見えた。

「だが、帝国にとってニホンは脅威。それがいつまでも残ることになるぞ。それをどう考える？」

「別によいのではありませんか？　もう、戦争をされるおつもりはないのでしょう？」

「確かにそうだが」

「ニホンとは敵対するのではなくその力を利用するのです。諸外国の方々や、亜人部族の方々との関係で帝国の舵かじ取とりはこれからとても難しくなりますわ。でもニホンという国と仲良くしていれば、心強い味方となって下さることでしょう。陛下にとってはお気に召さないことかも知れませんが、帝国の国力が再び高まるまでは、そうしておくことをお勧めします」

「なるほどな……その歳でそれだけ考えられれば、たいした物と言えるだろう」

　皇帝が頷き、マルクス伯爵も褒めた。

「幼いのに政治的なセンスは素晴らしいものがありますな。将来が楽しみです」

「だが、ニホン贔びい屓きがあからさまに過ぎるところもある。もう少し帝国の利益を中心に据えるよう発言するべきだ。余はそれがゾルザル憎しの想いからだと理解できるが、知らぬ者には国を損ねようとしていると見られるおそれもある」

　皇帝の論評を受けたシェリーは冷や汗を流しながら頭を垂れた。

「心がけます」

「だが、そなたの言にも一理ある。あれもこれもと欲をかいては、かえって何も得られなくなる。いっそそれぐらいに、求める物を明確にしてしまった方が上手く行くであろう」

「わたくしもそう思いますわ」

「ふむ、その交渉。使節としてそなたを任じてみたら面白かろうな」

「へ、陛下。それはいかがなものでしょうか？」

　さすがのマルクス伯も皇帝の言葉に異議を唱えないわけにはいかないようである。シェリーが優秀なのは確かだが、外交交渉はそれほど単純なものではないのだ。

　シェリーも目論見以上、と言うよりは効果が有り過ぎて手に余ってしまう結論に慌てた。

「わ、わ、わたくしは、ニホン外交官の妻となることになっておりまして」

「つまりは、まだ帝国の貴族ということだ。ならば問題なかろう？　なぁに、辛気くさい政治家共の中に、そなたのような稚いとけない者がまざっておるのも一興だ」

「あの、でも、わたくしごときに交渉ごとを上手く運べるとは思いませんけれど」

「うむ。もちろんだ。だから実務の方は年寄り共に任せ、そなたは使節代表として振る舞えばよい。ニホンの外交使節どもの頭を冷やすよい冷や水となれるだろう。子供相手に厳しい要求を突きつける姿は、誰が見ても美しいとは思えぬものだからな。マルクス伯、無理は承知で申しつける。適切な名目を考えよ」

　いくら皇帝の言葉であろうとも、反対の立場であるマルクス伯は答えるのに逡しゅん巡じゅんした。だが皇帝からここまで言われれば重い口も開かざるを得なかった。

「ではまず、シェリー嬢に門地の相続を認め、テュエリ子爵夫人といたしましょう。たとえ幼くても一家の当主となれば、軽々しい扱いを受けることもございますまい。さらに陞しょう爵しゃくさせて伯の位とし家格を引き上げましょう。さすれば陛下より直々特使に任じられるに値する者となります」

　すると皇帝はシェリーに視線を向けた。

「そなたは家財も家族も失っておったな。それでは嫁入りするにも持参金がなくて肩身も狭かろう。ならば、せめて押し出しだけでも良くしてやらんとな」

「はぁ……ありがとうございます」

　持参金の代わりに爵位なんかを貰っても、菅原が喜ぶとはとても思えないが、シェリーはうやうやしく頭を下げてこの事態を受け容れることにした。

　皇帝の特使という任務はやっかいだが、状況を思った方向に導いて行くには大変に都合がよいと言うことに気づいたからである。うまくいかなくて元々、恥をかくのも自分ではない。なるようになれという気持ちで皇帝の命令を受けることにしたのだった。
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　自衛隊中央病院。その感染症病びょう棟とうに伊丹は収容されていた。

　扱う疾患の性質上、建物の窓は全て密閉されている。さらにその内部の空気圧は外気に対して常に低く保たれ、空気中に浮遊している細菌・ウィルスの類を、外部に放散させないようになっていた。

　そんな病棟であるが故に、当然の事ながら出入りの管理は厳重である。特に伊丹の待遇は監禁と呼ぶべき物に近く、警務隊の屈強な隊員が付き従って、四六時中監視していた。

　その警務の隊員が、何故正規の装備にはないイサカの散弾銃なんぞ手にしているのかとか、何故、病院に防染装備一式と携帯放射機（火炎放射器）なんぞが持ち込まれているのかといった問いを、声を大にして投げかけたいところである。

　だが、当の伊丹は、のほほんと寝台に横たわって、南米密林の名称を冠した通販書店からとりよせたマンガやら小説、あるいは別ルートで入手した同人誌なんぞを読みふける毎日を過ごしていた。

「でぇ、なんだってこんな屈強そうなのがつっ立っているのぉ？」

　ロゥリィは丸椅子に腰を下ろすと、傍らの大男にちらと視線を走らせた。

　制服に「警務・ＭＰ」と書かれた黒腕章をつけて、壁際に直立不動無言のまま、あたかも置物のように立っている。

「いや、実はな、ちょっとばっかり退屈しのぎに冗談をやっちまったんだ」

　廊下を歩いている最中に、腹を抱えてのたうち回り「うがっ、畜生！　来やがった！　くそっ、ぐわっ！」と叫くような真似をしたらどうなるか試してみたくて、ついついやっちゃったのである。

　もちろん大騒動になった。当然のことだが、怒られた。すっごく怒られた。だから反省している。ただし後悔はしていない。理由は、充分に楽しめたからである。

　しかしながらこの手の悪戯は、一度やらかしてしまうと取り返しがつかない。この病院における伊丹という男の評価は決まったも同然であった。看護師達からは白い目で見られ、医師達は苦痛を伴う検査をするのに遠慮とか気配りという物を一切しなくなった。

　今は、「やり直しが出来る社会」「再挑戦」といったことが声こわ高だかに叫ばれている時代だが、人生においてはどうあってもリセットの効かない、取り返しの付かないことがあるということを、伊丹は身をもって知ることになった。

　さらに言うと、今回の伊丹の悪戯は、通常の警備態勢では想定された緊急事態に対処できないという事実を明らかにした。

　みな慌てただけで、有効な対処を施すことが出来なかったのだ。冗談と知って怒りもしたが、同時に、「よかった」と胸をなで下ろしたのも確かなのだ。そして、これに危機感を抱いた管理責任者は、寄生生物モノのＳＦ映画を何本も繰り返し観て、保安態勢の強化を打ち出したのである。

　その結果がこれであった。

　伊丹に付き従う警務隊員は、防弾防刃のボディアーマーで身を固め、手にした散弾銃には鹿撃ち用の散弾を装填してほんのわずかな変調すらも見逃すまいとしている。おかげで二週間にわたる検査漬けの日々も、伊丹は孤独とは無縁に過ごした。何しろトイレに行くのだって、風呂に入るのだってついて来て、ずっと扉の前で待っているのである。

「目標、ただいまトイレに到着」

　扉の外でそうやって報告する声が漏れ聞こえると、何ともいたたまれない気持ちになる。

　五分、同じ所にいると必ず報告するのだ。しかもである。いくら話しかけてもこの警務官は一言も答えてくれない。何かあった時に、撃ち殺すことになっている相手と馴れ合うつもりはないという態度が明白であった。

「ふ～ん……じゃあ置物だと思えばいいのかしらぁ？」

「それはそれで何気に扱いが酷い気がする」

「でも、本当に無反応でいられるものかしらぁ」

「いろいろやったけど駄目だったぜ」

　目の前で踊ってみせたり、冗談を聞かせたりは既に実践済みだと伊丹は告げた。この男も相当に暇だったようである。

「ふ～ん」

　するとロゥリィはチラリと警務科の隊員に悪戯そうな色を湛たたえた視線を向けると、突如として伊丹に迫るように身を寄せて口づけた。

「あっ……」

　流石の警務もこれには顔色を変えていた。驚愕の表情をしている。

「ふふぅん……」

　ロゥリィはやりこめてやったと言わんばかりにほくそ笑む。

　伊丹も、唇を押さえながら今起こった出来事を反はん芻すうしていたりするが、ロゥリィは追い打ちをかけるように抱きつき、しなだれかかり、呼吸を荒くしながらベッドへの登とう攀はんを始めた。

「ねえ、いったいいつまでぇここに居るのぉ？　わたしぃ、ご無沙汰でぇもぅそろそろ我慢ができなくなっちゃったんだけどぉ」

　甘い声で、熱い吐息を伊丹の耳に吹きかける。

　警務の隊員は、伊丹に向ける視線を、犯罪者を見るようなものへと変えた。

　そりゃそうだ、実年齢は九百を超えているとは言え、ロゥリィは見た目だけなら十二～十三歳。この年代の少女との淫らな振る舞いは、たとえ本人の同意があったとしても、刑法犯になりかねないのだ。そんな犯罪行為が、いままさに現行犯で進行しているのだから、自衛隊内の警察であるところの警務隊員が、顔色を変えないはずがない。

「な、何がご無沙汰なのかわからないなぁ。君と僕との間にそんないかがわしいことは、なかったと思うけどなあ」

「なぁに誤魔化してるのよぉ。今さらでしょお？」

　ちらちら警務隊員の様子を窺う伊丹。

　警務科の隊員は頬を紅潮させて、苦虫を噛みつぶしたような表情をして一心に余所の方角に視線を定めていた。ぐびっと唾を飲み込む様子が見て取れ、何かを必死に考えている様子だ。良識と任務の狭間で葛かっ藤とうしているのだろう。

「あ、いや、ほら、人目もあることだしね。ロゥリィさん」

「見てないわよぉ」

　ロゥリィは伊丹に跨ると、獲物を前に舌なめずりする肉食獣のような目つきで伊丹の目を覗き込んだ。

「で、でも、聞こえてたりするし」

「聞かせてあげればぁいいわぁ。いつもはあ、レレイとかテュカとか、ヤオとかがいて甘えられないんだものぉ。二人っきりになれた時ぐらいぃ、ねぇ、いいでしょぉ」

「だから二人っきりじゃないでしょ」

「ここには誰もいないわぁ」

















「いや、いるし」

「ふたりっきりなのぉ」

　そんな理屈にもならないことを言いながら伊丹の首筋に舌を這わせるロゥリィ。

　ついに警務の隊員が動いた。いたたまれなくなったのか、靴音を鳴らして逃げるように廊下へと飛び出していってしまった。

　病室の扉がバタンと閉められた。足音は廊下の向こうへと消えていった。

「よしっ、勝った！」

　伊丹はロゥリィと、「よっしゃ！」とハイタッチをした。

　そして、ひとしきり喜んだ後に我に返って、自分たちがどのような体勢にあるかに気づく。

　ロゥリィは伊丹の大だい腿たいに跨またがって、身体を起こした男の首に腕を回しているという対面座位の体勢なのだ。掛け布団一枚を挟んでいるからさほど大事に至らないが、心理的にはこれ以上はないというぐらいに密着状態である。

　うろたえて顔を真っ赤にしたロゥリィは俯うつむいた。

「あ、いや……ほら、そろそろ、降りたら？」

「腕ぇ……」

「なに？」

「腕を放して貰えないとぉ……降りられない」

　いつの間にかロゥリィの背中に腕がまわっていた。伊丹はばっと手を離して、降参とばかりに両手をあげた。

　すると、ロゥリィは再び伊丹の唇に自らの唇を押し当てた。先ほどのちょっと触れる程度のものと違って、まるで貪むさぼるような強烈な口づけだった。

　しかし伊丹の腕が、再びロゥリィの背中に廻ろうとしたその瞬間、ロゥリィはぱっと離れてベッドから降りた。

　まくれ上がったスカートをパンパンと軽く整え、衣服の乱れや髪を瞬く間に直す。その後にはまるで何事もなかったかのような態度となっていた。「なんかあった？」と尋ねたら「何もないわぁ」と言われそうな程の変わり身の速さだ。

　これがロゥリィの手練手管である。そうとわかっていても、伊丹はうらめしい気分になってしまうことを防ぐことは出来なかった。

「さてぇ……頼まれた物はこれよぉ」

　何喰わぬ顔をしたロゥリィが、手提げ袋を伊丹の膝の上に載せた。

　……くっ。

　伊丹も負けじと何事もなかったという顔をして膝の上の袋を覗き込んだ。

「ありがとう、助かった。上手く真っ二つに割れたか？」

「正確に半分にするのは無理よぉ。無理矢理叩き割ったからぁ多少の違いはあるわよぉ」

「それで充分だ。助かった」

　伊丹はそう言うと、宅配便の伝票を取り出して手提げ袋に貼り付けた。

「その金剛石ぃ、どうするのぉ？」

「これから俺もどんなことになるかわからないからな。お袋の後見人に送っておこうと思ってる。なにしろ、政治取引の具にされて、誰かに引き渡されかねない立場だからな？」

　伊丹としては嫌味を口にしたつもりである。だがロゥリィは、それを綺麗に無視した。

「後見人って何？」

「判断力が低下したりした時に、財産を管理してくれる人だ。病院の支払いとか、その他諸々の支払いもしてくれる」

「へぇ……便利なのねぇ」

「これだけあれば、お袋がのんびり暮らすのに困ることもないだろ？」

　おつりの方が多いぐらいよ、とロゥリィは言った。

「で、いつまでぇここにいるのぉ？」

「俺としてはずうっここにいたって構わないと思ってるんだ。何しろ、未知の病原菌だとか危険な寄生生物とかにとりつかれているかも知れないだろ？　その危険を避けるためなら、検査に協力するのは自衛官としての義務だと思うんだよ。はっはっはっ」

「とは言いつつぅ、これ幸いと怠なまけているように見えるんだけどぉ」

　ロゥリィはそう言うと周囲を見渡した。伊丹の枕元や床頭台には同人誌、マンガ、小説が山積みとなっているのだ。さらにペットボトルと菓子類が見える。結構、優雅に暮らしているようだった。

「でも、ここで勤勉になれって言われてもなあ。することもないし」

　実際、ここで伊丹が出来ることは、検査を受けるぐらいでしかない。

　血算、生化学、ＣＴ、レントゲン、ＰＥＴ、細胞片を収集しての各種培養等々。それらも一通り済んで、あとは経過観察の毎日である。これで給料を貰えるのだから、伊丹としても嬉しい限りなのだ。

　ロゥリィは、そんな伊丹の有り様に歎たん息そくしつつ自分の左腕を軽くさすった。

　先ほどやって来た看護師が、伊丹の腕にぶっとい針を突き刺して血を抜いていったのだ。その一部始終を見ていたロゥリィは、自分まで痛そうに顔をしかめていた。その感覚が残っているのかも知れない。

「ところでそっちの方はどうなんだ？　みんなはどうしてる？」

「んー。レレイは魔法の実証実験よぉ。テュカとヤオはぁ、アルヌスにもどって組合のみんなに事情説明をしている真っ最中ぅ」

「ピニャとかは、どうしてるんだ？」

「遊び回っているわぁ。ここのところぉ、リサァのところに通い詰めてるみたい」

　……リサァ？　ああ、梨り紗さのことかと伊丹は理解するのに、スイッチを入れてから蛍光灯が点灯する程度の時間を必要とした。

「本気で、政治に関わる気を無くしちゃったのかな？」

「今はぁ、芸術だけでおなか一杯とか言ってるぅ」

「で、『門』の扱いはどうなった？　みんなに『門』を閉じることを賛成してもらえそうか？」

　ロゥリィは、伊丹の問いに物もの憂うげに嘆息して見せた。

「正直、レレイのことを秘密にしたままでは難しいかなぁ。ニホン側も態度を決めかねてるみたいぃ。結局は『門』を閉じるしかないはずなんだけど、踏ん切りがつかないみたい」

「ま、分かりきったことでも簡単にできないのが政治なんだろ。簡単に選べるなら、苦労はないだろうしな」

　確かに『門』を開く実験には成功した。だがそれは、特定の世界同士の恒久的な連絡を保証するものではない。よく分かっていない『門』という現象を操ること自体、人類史上初めての試みなのである。実績のないことに皆が尻込みするのは当然と言えた。

「だけど、放置も出来ないしな。『門』を閉じるように説得するしかないよ」

　どこか他人事めいた物言いをする伊丹に、ロゥリィは不満を表すように唇を尖らせた。

　この男はどうも、この事態を自分とは関係ないと思っている節がある。

　ロゥリィはなんだか突き放されているようで寂しかった。相談もしないで伊丹の身柄を取引の具にしたのは確かに自分達だが、それだって理由があってのこと、分かってくれたって良いんじゃないかと思うのだ。それが、甘えであることは分かっているが、それでもと思うのが乙女心なのである。

　そしてその気持ちは、伊丹が『門』の開閉や管理をレレイ一人に託すことだけは心配して見せるので、さらに強くなるのだ。

「俺としては、レレイが『門』の開閉機械扱いされるのはイヤだぞ」

　膨らませた頬を伊丹にプニプニとつつかれたロゥリィは、「う～ん」これって話して良いのかしらぁ的に悩んでみせつつ、伊丹に説明を始めた。

「まぁ、そのことは気にしないでいいと思うわぁ」

「どうして？　レレイの一生が縛り付けられることになっちまわないか？」

　特地と日本を繋ぐ『門』の開閉を担になう門番という人生が、レレイに相応しいとは伊丹にはとても思えないのだ。

「その件についてはレレイと話し合ったわぁ。最終的には何とかなるという結論になったわぁ」

「本当か？」

　ロゥリィはこくりと頷いた。

「ベルナーゴ神殿と交渉して、『門』の開閉管理をさせる形で収めるつもりよぉ」

「それって、どういうこと？　ハーディの宝具って、レレイじゃなきゃ扱えないんじゃないのか？」

「『門』に関わる力はハーディの管轄よぉ。だからこそ、その力を分け与えられた者は冥王の眷けん属ぞくとなるのぉ。だけどレレイは部外者にして外様よぉ。これは神殿の神官達から見るととても異常な事なのよぉ」

「ふむふむ」

「異常を正常に戻すにはぁ、レレイを取り込むのが一番でしょ？」

「でも、レレイはハーディを嫌がってるぞ。まさか無理矢理……」

　ハーディに躰を乗っ取られたレレイは、未だにダイエットを強いられている。良い感情を抱くはずがない。

「無理矢理なんてことをぉわたしぃが許すはずないでしょぉ。だからこそ、ここで取引ができるわけぇ。『門』の開閉運営を引き受けさせるかわりにぃ、宝具とその使用権をベルナーゴの神殿に譲りわたすわけぇ……」

　なるほど譲渡することは可能なのか、と伊丹は手を打った。

「そうすればレレイは『門』の管理から解放されるな」

　ロゥリィは歎息した。

「そしてハーディの神殿は、お布ふ施せ名目の通行料で潤うってわけよぉ」

　事態を見守るためと称してクナップヌイから同行してきたジゼルが、アルヌスでうろうろしているので、彼女を巻き込んでいけばよいとロゥリィは語った。

「まぁ、逆に言えばぁ、その程度のことを我慢すればぁレレイが『門』に縛り付けられる心配はなくなるのよぉ」

「そうか。不自由な立場になるとか、そういうことはないんだな？」

　ロゥリィは軽く微笑んで頷いた。

「けどさぁ、それだったら最初からベルナーゴ神殿で『門』の運営管理をしてもらうってわけにはいかないのかな？　今の話だとハーディの宝具って、レレイじゃなくても扱えるってことだろ？」

　するとロゥリィは考えが甘いと言った。

「無理ねえ。今の話はぁ、あくまでもレレイが『門』の運営管理を始めてからのことだからぁ。この話はハーディにとってはぁ不本意なことのはずぅ。だから最初からは絶対に手を貸さないわぁ」

「……なんだか妙な話だな？」

「神殿の神官のプライドって相当な物なのよぉ。便利使いされるのはもの凄く嫌がるものぉ。しかも相手は、あのハーディに仕える連中よぉ」

　あのハーディ……伊丹もその一言には納得せざるを得なかった。

「そっか、でもそれなら『門』は問題ないよな。あとは、みんなを説得するだけだ」

　だがロゥリィは情けなさそうな表情をして、布団の上……伊丹の膝の上に突っ伏した。

「それ、すっごくやりにくいのよぉ」

「どうして？」

　ロゥリィは再度嘆息して、定まらない視線を伊丹に向けた。

「いの一番にヨウジぃ確保に走ったわたしたちぃが、生活の糧かてを捨てろって言っても説得力があるわけないでしょぉ」

　アルヌスの組合は自衛隊を相手に商売し、日本からの品物を特地で売りさばいて利益を上げている。つまり、みんな『門』のおかげで生活をしているのだ。その『門』を奪うのは、生活の糧を奪うのと同じだ。

　生活に困らず、さらに自分の欲しいものだけは早々に確保した者が、どの面下げて「生活の糧を捨てよう」と皆を説得できるのかとロゥリィは嘆いているのだ。

「じゃぁ、俺の引き渡し要求を取り消せばいい」

「それはぁイヤ！」

　ロゥリィは可能とか、不可能とかではなく、イヤだと自分の気持ちを語った。

「どうしてまた、そんな」

「どうしてもよぉ」とロゥリィは怒ったみたいに言う。「朴ぼく念ねん仁じん、馬鹿ぁ！」と伊丹は叩かれた。

「なぁ、俺なんかのどこがいいんだ？」

「誰かを好きになるのに理由なんて要らない。理由のある想いは、理由が失せれば消えてしまうものよぉ……強いからぁ？　格好良いからぁ？　強さなんてのも結局は一時的。格好の良さも時と共に褪せ、抜群の知能を誇った男も老いにその冴さえを失っていったわぁ。そんな理由で人を好きになるとぉ、必ず幻滅の想いを抱くようになるのよぉ」

「けど、俺がお前みたいな女にふさわしいとは思えないんだよな」

　するとロゥリィは、透き通った笑みを浮かべると伊丹に顔を寄せ、ささやくように告げた。

「幼い頃はみんな好きという気持ちに素直に従えるわぁ。余計なことを考えないからよぉ、だけどそれは長じると共に失われてしまうのぉ。本当に大切なことは相手の魂を見て、何を感じるかなのに、それがわからなくなってしまう。ねぇ、この奇跡を信じてよぉ」

「奇跡？」

　ロゥリィは伊丹の胸もとを指さして「そう」と言った。

「こんな魂、世界の何処を探してもなかったものぉ、すごくまったのょお」と。

　さすがに伊丹も照れずにいられない。軽口を返すことも出来なかった。

「すっごく嬉しいけどさ、今は返事できない。もしかすると俺、テュカとかレレイとか、ヤオとか切ること出来そうもないし。このままっぽい」

「それを相手に求めたら愛の神を目指す者としては失格よぉ。それは、こちらの問題だから気にしないでぇ」

　愛する者は必ず手元に置く。決して手放すな、決して逃すな、が、ロゥリィ教の教義らしい。要するに闘え、勝ち取れと言うことだ。レレイやテュカやヤオにも、そのように在れとロゥリィは常日頃から勧めていると言うことである。

「銀河鉄道９９９という物語に使われている歌に、『別れも愛の一つ』という台詞があってな」

　するとロゥリィは顔を起こすと、ギンッと伊丹を睨みつけた。

「人生は舞台芝居じゃないわぁ。身を退ひいて相手の幸せを祈るぅ？　それは馬鹿のすることよぉ。カーテンコールの後も続くのよぉ。ううん、その後にこそ人生はあるのぉ！」

　そこまで言ってロゥリィは伊丹の膝に再度突っ伏して頭をかかえた。

「こんな愛欲まみれなこと言ってるあたしぃが、他人を欲深いなんて批判できるはずないわぁ」

　話は、どうやら組合の従業員をどう説得するかに戻ったようである。

　日本人も、組合の従業員達も『門』を閉めることの必要性は理解できるはずだ。だが、その破綻点がいつ訪れるか分からないから危機感がない。そうなるとどうしても、今日明日の生活を維持することの方が優先される。それが人情というものなのだ。

「だからこそ、『門』の再開通だろ？」

　だからこそ、レレイは日本の研究につきあっている。それは『門』を開く技術の信頼性を高め、皆の不安を解消するためなのだ。

「ニホン政府はそれで説得できるけどぉ、みんなにまで知らせることは出来ないわぁ。それとなくほのめかしているけどぉ、皆を納得させられるほどはっきりしたことは言えないのよぉ」

「…………そうだった」

　レレイのことを知られれば、彼女が狙われてしまう。本当ならば、ほのめかすだけでも論外なのである。だがそれくらいしないと説得工作は無理だ。

　つまりは、八方ふさがりなのだ。

「ねぇ……どうしたらいい？」

　珍しいことにロゥリィが弱気だった。伊丹は膝の上に乗っている少女の頭を撫でながら励ました。

「大丈夫だから。なんとかなるよ」

「それをみんなに納得させて欲しいなぁ」

「俺が？　嫌だよぉ、痛てっ！」

　頭を撫でる手を滑らせて、鼻を摘む悪戯をしたら指を甘噛みされてしまう。

　ロゥリィはのっそりと身体を起こすと、期待にちっとも応えようとしてくれない男に不満そうな視線を向け、「むー」と唸った。

「どうやって追い込んでやろうかしらぁ」

「何？　誰を？　何に？」

　逃げ腰の態度をとり続ける伊丹にロゥリィは「やっぱりぃ、あれしかないかしらぁ」と唇を尖らせながら思わせぶりに告げた。

「帝国の正統政府がニホン政府宛に、『門』を閉じてもいいけどゾルザルを片づけてからにして欲しいって言ってきたそうよぉ。どこで嗅ぎつけたのかしらねぇ？」

　テュカが組合の職員相手に状況説明をしたというから、そのあたりから話が広まったのだろう。それにしたって情報の伝播が早すぎる気もするが、イタリカのフォルマル家がアルヌスに諜報員を入れているのは公然の秘密なので、そのあたりから伝わったと考えるべきだろう。

　さすがの伊丹も、これには敏感に反応した。

「ゾルザルの奴をなんとかしてくれ……か。まさか、レレイのことまでは漏れてないよな？」

　レレイが狙われて、あちこち逃げ回ったのはついこの間のことだけにさすがに思い当たったようだ。

　その姿を見たロゥリィはしめしめとほくそ笑み、さらに危機感を煽る。

「一応、レレイにはわたしぃが護衛についてあげるわぁ。けど、情報は漏れるものよぉ」

　土浦での実験以来、レレイはずうっと日本側にいる。魔法や『門』についての研究協力やその協議のためだ。

　彼女の重要性を考えて日本側も警護を増強しているが、今の日本の防ぼう諜ちょう体制ではそれがためにかえって諸外国の関心を引き寄せることになる。そのため、あまり力を入れることも出来ずに痛いたし痒かゆしの状態であった。今頃、駒門も苦心しているだろう。

「レレイとしてはヨウジィに護衛して欲しそうだけどぉ」

「問題はアルヌスだな。わかった。俺も、出来るだけ早く戻るようにするから、その間……」

　伊丹は「頼む」と言ってロゥリィの手を取った。

「どうにも胸騒ぎがするんだ。すぐにでもここから逃げ出したくなるぐらいの。逃げないと無茶苦茶やばいことになるような気がするぞ。あ、ほら鳥肌が立ってきた……」

　そんな伊丹をロゥリィは見つめ、伊丹もロゥリィを見つめる。二人は手を取り合って見つめ合った。

　その時である。突然、ガラッと病室のドアが開けられた。外には屈強な警務の隊員達がずらっと列んでいる。

「な、なんだ!?」

「伊丹耀司二等陸尉！　児童に対する淫いん行こうの容疑だ。話を聞かせて貰うぞ！」

「なんで？　俺、何もしてないよ！」

「やってるじゃないか！」

　ロゥリィの手を握っている伊丹の手に、警務隊員達の人差し指が十数本、つきつけられた。この手が犯罪だ！　と警務隊員達は声高らかに叫んだ。

「ろ、ロゥリィは児童じゃないぞ！」

　伊丹は叫んだ。ちなみに児童福祉法では十八歳未満が児童である。

「そうよぉ、わたしぃは子供じゃないわぁ！」

　ロゥリィも声を揃えて叫んだ。

「大丈夫よ。怖かったでしょ？」

　だが、女性の警務隊員がロゥリィを抱きすくめて保護、瞬く間に病室から連れ出してしまった。被虐待児保護の行動としては満点級の素早さである。しかも、そこには純然たる善意しか無かったから、ロゥリィも力ずくの抵抗をすることがはばかられた。

「お、お前ら、ニュースとか見てないのかよ！」

　ロゥリィが九百歳を超えているという話は、国会への参考人招致の一件で、結構有名になったはずである。だが、そういったことには関心を払わない人種も世の中には少なくない。また、そういった堅物が多いのが警務隊というところかも知れない。

「そんなの知らん！」

　口を揃えて答える警務隊員達。

「俺は、無実だぁ!!」

　今度はさすがにネタではなかった。警務隊の隊員達は大まじめだったからである。

　伊丹は、別室に連行されると過酷な取り調べを受けることとなった。
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「なんだと？」

　部屋の過半を占領するような巨大な寝台に躰を横たわらせるディアボ。その胸板を枕にして同どう衾きんするパナシュは、白い裸体を絡めたままの姿で、帝国正統政府から密使が派遣されてくるという情報を語った。

「なるほどな。事態はそんなことになっていたのか……面白いことだぞそれは」

　ほくそ笑むディアボ。

「陛下は、ニホン側にゾルザル討伐の支援を求めておられます」

「そうきたか。だが当然とも言える。ジエイタイとやらが存在しなければ、イタリカの正統政府などゾルザルの手で赤子の手をひねるよりも簡単に潰されてしまうのだからな。ニホン側の反応は、当然渋いものであろう？」

「ところが、ニホン側も交渉がだらだらと続いていることにうんざりしているようで、講和の締結を条件にするならばと比較的前向きな構えです」

「そうか。すると問題は条件の摺すり合あわせだな……今の正統政府には金がないからな。今できることは空手形を乱発することだけだ。国庫を取り戻して金貨・銀貨を掻き集めたとしても、不足する。領土の割かつ譲じょう、不可侵の誓約。鉱山の権益といった部分で多くの譲歩を強いられることとなるだろう」

「そうです、ディアボさま。ですから、ここでお力を発揮なされれば、正統政府で重い地位を占めることも叶うかと存じます」

「それは冗談のつもりか？　とても笑えないぞ。そんなことをしていては俺はいつまでたってもピニャの後こう塵じんを拝はいしたままではないか。嫌だぞ俺は！」

「しかし、今ここにいる貴方様に、何が出来ましょう？」

　ディアボは、アルヌスに来て以来、パナシュの部屋に隠れ住む毎日を送っていた。

　彼が支配するのはこの部屋の中だけ。ここだけが彼の王国なのだ。

　従う者はパナシュと侍従のメトメスの二人。小間使いのメイド達はそれに含めることは到底出来ないし、さらに言えばパナシュはまだ忠誠心の半分以上をピニャに残している。

　ディアボは、男と女の関係にさえなってしまえば、女を従わせることが出来ると思っているようだが、パナシュは自分をそういう女ではないと思っていた。もちろん心身共に女だが、考え方や感じ方をかなり男的に磨いてきたつもりなのだ。

「なあに、俺には秘策がある」

「それはどんな？」

　ディアボも女を征服しきれていないことを薄々悟っているのか、思案の全てを示すようなことはしない。もったいぶった言い方で、ほんの少しずつ、ちらちらと手品のように見せつける。

「まずは、この事態をゾルザルに教えてやることにしよう」

「そ、そんなことをして宜よろしいのですか？」

「まあ、黙ってみてろ」

　パナシュとしては、ディアボには野心を収めてほしい。

　正統政府でしかるべき地位を得て安穏な生活を送って欲しいのだ。こんな関係になってしまったからというだけではない。自分とディアボの二人でならば、女帝となったピニャを支え、その下で栄達していくことも出来ると信じているのだ。もちろん、ピニャの義姉という立場になるのも悪い気がしないという気持ちもちょっぴりある。

　だが、男の野心はあくまで頂点を狙っている。それがパナシュの不安をかき立てる。

　こんな状況から起死回生できるような策は、毒性の強い劇薬に決まっているからだ。直感的にそれを察したパナシュは、湧き上がる不安をどうにも抑えきれなかった。

　自分では、この男の重しになれないのだろうか？

　この男を現実的にさせることは出来ないのか？

　破滅へとひた走ろうとしている男を正道に立ち返らせることの出来ないもどかしさに、絶望的な気持ちになった女は、男の胸に顔を埋うずめた。

「殿下。どうぞ自重してください。お願いです」

　思わず口を衝いて出たのは、パナシュがこれまで嫌悪しつづけてきた情に縋すがる言葉であった。

「心配することはない。これから状況は激しく動く。危険ではあるが、荒波だからこそ舵取り一つでいっきに高みに上ることもまた可能なのだ。俺はそれに賭ける」

　だが、舵取りをわずかでも誤れば、波に飲み込まれ二度と浮かび上がることも出来なくなってしまうではないか。パナシュはディアボに向けてそう言ってきかせたかった。

　その心配そうな表情を哀れに思ったのか、ディアボは目論見の一つを明かした。

「なぁに、心配はいらぬ。ゾルザルの奴は、その魔導師の娘とやらをつけ狙うだろう。ニホンもそれを防ごうとするだろうが、第三、第四者の介入があったらどうなると思う？　これによって状況は入り乱れて大きく荒れよう。そうなった時、最終的には娘を確保した者こそが状況の主導権を得ることになる」

「お、おやめ下さい！」

　パナシュはそう叫んで止めたかった。だが、燃え上がる野心に突き動かされる男は思いついた名案にほくそ笑むばかりで、自分のことなど少しも見ていない。

　こうして肌を合わせているのに、自分の言葉がその心底に届かないことに、パナシュはどうしようもない無力感を味わうこととなった。
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　さて、任期の満了も間近に迫った衆議院の予算委員会では、ネットに暴露される形で報じられ、ついにはマスコミを賑わすまでに至った異変の集中討議が行われていた。

「総理にお尋ねします。政府としては、特地で起きているという、アポクリフですか？　この問題に対して、どのような対処を検討されているのでしょうか？　巷では、『門』を閉じる閉じないといった議論が沸騰しているようですが、異変の解決は『門』の閉鎖以外ではありえないのでしょうか？　『門』と、アポクリフとの関係が何ら確認されていない現状で、簡単に物事を決めてしまうのは問題だと言わざるを得ません。せっかく得た異世界との交流の機会です。それを失うことの損失はあまりにも大きいと思います。どうか、慎重に検討していただきたいと思います」

　野党・社会主義者党の党首、船ふな本もとみたまの質問から議論は始まった。

　委員長に指名されて、答弁に立つのは総理の森田であった。

「えー、お答えいたします。特地で起きている異常現象はどのような仕組みのもとで起きているか未だに理解されていません。しかしながら……えっと、問題を放置していてはいけないのもまた確かでしてね。それが『門』の存在によって起こっている可能性が高いのであれば、『門』を閉じるという方法を含めて、対策を検討するのは当然のことと考えています」

　下を向いて答弁書を朗読する総理の答弁は、当然の事ながら精彩というものに欠けていた。

　船本は再び腰を上げた。

「しかしながら先の銀座事件の賠償だってまだ得ていないではありませんか。それでは何のために膨大な予算と人命を危険にさらして特地に踏み入ったのですか？　それに『門』の存在はすでに日本一国の問題とは言えない状況にあります。そんな重要な問題を、国民に問わずして決めてしまってよいものなんでしょうか？」

「まず賠償問題ですが、しかるべき交渉の最中だとお答えいたします。また、『門』の具体的な扱いについても、危機管理の見地から問題に対処し、その結果をご覧頂いてから国民からの審判を受けることにしたいと思います」

　それはおかしい、物事を決めてからの選挙はおかしいと野党の議員達がいっせいに声を上げた。与党の議員達からも声が上がった。

　ヤジが収まると、質問者の船本は再び問いかけた。

「『門』を閉じてしまえば、特地との交流は持てなくなるんですよ。国内的にも国際的にも重大な損失でしょう。この問題をどう考えているんですか？」

　総理の森田に代わって、防衛大臣の夏目が答弁に立った。

「こういう問題は、異変を放置しておいたら起こるかも知れない危機的状況を想像する必要があると思うのです。『門』が原因なのではと思われる異変は、特地だけで起きているわけではありません。我が国でもここ数日、微び細さいながら地震の回数が増えたり、浅間山の活動が活性化したり、さらには一部天文学者からも恒星の位置が、通常有るべき場所から、ずれて観測されているという報告が上がり始めています。これは、実際に恒星の位置が動いているのではなく、地球とその周辺の空間が歪んできていることによって起こっている重力レンズ現象に類似したものではないかと言われています。もしそうならば、これが進行した場合、全世界的な災さい禍かを招く怖れもあるやも知れません。その場合『門』を事実上掌握している我が国の責任が強く問われることとなると思います」

　船本は食い下がった。

「確かにその通りでしょう。けれど、何も起きなかったとしたら、それで失ったものに対する責任はどうなるのですか？」

「何もなかったら、それでよいんじゃないでしょうか？　そもそも危機管理とは、事が起きるかも知れないという予測に備えることを意味します。それは掛け捨ての保険みたいな物で、結果として事が起きなかった場合、かけたお金が無駄だったと悔やむのではなく、よかった何も起きなかったと胸をなで下ろすための必要経費なんです」

「私は、その掛け捨ての保険額が大きすぎるのではありませんかと問うているんです。特地に対する期待は国民、いや、国の枠を超えて全世界的に大きくなっているんです！」

「かけた費用が大きすぎた、あるいは小さすぎたという結果は、後知恵でしか判断できないことでしょう？　予知能力がない以上、丁度良いコストというのは算出できるはずがないんです。最近の例で言えば、新型インフルエンザが発生した時の対処で、ワクチンの購入量がいささか多すぎたという批判が一部から為されました。けれど私は、危機管理はやりすぎぐらいで丁度良いと考えています。準備した量に過不足がなかったというのは、一見して無駄がなかったかのように見えますが、偶然の要素の強い有事という状況では、万が一の要素が加わるだけで事態は悪化し対処できなくなります。『丁度良い』は救えたはずの命を、場合によっては見捨てなければならなかったということを意味していると思うからです」

　ここで船本に割り当てられた質問時間が終了した。他党の議員が手ぐすね引いて待っている。とっとと終われ、早く終われと言うヤジまで飛びだした。

　船本は「『門』の扱いについては、来るべき選挙で国民の判断を仰いでからなされるべきだ」と言い残してから質問席を後にした。




　結局の所、この国会の場で交わされた議論こそが、世論の縮図であった。

　世論は、『門』を閉じるべきだという閉門派と、異変と『門』の関係は何ら証明されてないのだから、軽率に振る舞うべきではないという存ぞん置ち派の二つに分かれた。

　この論争には、マスコミや文化人、学者なども参戦。それぞれの陣営に分かれ、理論的正当性を訴え、情緒的な賛同を得るための言論戦、宣伝戦を展開したのである。

　だが、マスコミの多くは、政府を批判する視点からか、あるいは隠そうとしていた問題を暴露されたことへの腹いせからか、存置派に与くみする形での報道を展開した。つまり、『門』を閉めるのは国益に反する、早計だという論調を展開したのである。

　そのため、はっきりとした意見を持たない中間派はマスコミに強く誘導されることとなった。

　こうして圧倒的多数の存置派と少数の閉門派という構造が出来上がった。

　テレビの討論番組などでも、反対意見の集中砲火を浴びた養鳴教授が、対立する意見の持ち主と罵倒しあい、その挙げ句つかみ合いの乱闘に至るという事態も起きてしまった。

　さらに、直接行動を起こしてまで『門』の維持を主張した存在があった。

　国際的に協力して特地への移民、開発を推し進めるべきだという主張をする団体である。彼らは銀座に押し掛けると〝『門』を閉ざすな〟というプラカードを掲げて銀座駐屯地の周りを練り歩いた。手を繋いで完全に包囲する人の輪なる行動まで起こそうとしたが、これは通行の邪魔になるので警察によって排除されている。

　マイクを向けられた彼らは語る。「日本には侵略者としての歴史がある。これに対して新興国の多くは侵略の被害を受けたことがあり、それ故このような時にどのように振る舞うべきかをわきまえている。従って日本は特地に対しては独善的に動くことなく、新興国の意見を汲くむべきだ」と。

　これに歩調を合わせるように中国政府も声明を発表した。

「日本が帝国に対して銀座事件の際の損害について賠償を請求する権利を持つのと同様に、我が国も、帝国に対して賠償請求をする権利を有している。銀座事件の際に、我が中国国民も観光客として銀座に滞在していたからである。我が国も帝国政府と直接交渉してその賠償を得たい。これは中国人民にとっての核心的利益であり、この請求権の行使を妨害する行為に我が政府は断固反対する。もし、日本政府が『門』を閉じて帝国との交渉を妨害するのならば、日本政府が帝国に代わって、賠償支払いの義務を負うものと考える」

　当然の事ながら、日本政府の答えは「おとといきやがれ」というものであった。

　正確には「我が国は中国政府が、帝国政府と交渉することを妨害する意思はない。だが、それを仲介する義務もない。交渉をしたければすればいいし、帝国に戦争を仕掛けたければ仕掛ければいい。ただし日本を経由せずに、直接どうぞ。『門』の問題は完全にこちらの国内問題である」と答えた。

「どうやって直接交渉しろと？」

　テレビ番組に出演した中国人ジャーナリスト達は言葉激しく叫んだ。

　日本人コメンテーターは応じて語る。

「北京から、大声で叫んでみたらどう？　次元の壁を超えて伝わるかもよ。少なくとも、行き来するために日本が通路を貸すことはないし、手助けをする義務もないよね」

　このように議論が百出する中で、不可思議なことに財界は沈黙を保っていた。

　最も強行に、閉門反対の声を上げると思われたのに、事態を静観する態度を示したのである。

　そしてこの態度は、欧米諸国が示した態度と同じであった。そのため、兜かぶと町ちょう周辺では「日本政府は『門』を開く方法を知っているのだ。それをほのめかされたからこそ、各国や、各企業のトップは反対の声を上げないのだ」という噂が流れ、その度に株価は乱高下を繰り返すこととなった。

　記者達は噂の真偽を確かめようと大臣や総理にマイクを向けた。

「総理！　日本政府が『門』を開く技術を手に入れたというのは本当でしょうか？」

　森田はニヤリと笑うと唇をゆがめて答えた。

「もし、本当にそんな技術が日本の手に入ったなら、すごいことですよね。そうなったらいいと思いますよ」

「では、その噂は嘘ですか？」

「残念だけど、日本にはまだそんな技術はありません。ホントですよ」

　確かに、森田は嘘を吐いてはいない。

『門』を開く方法を手に入れたのはレレイであって日本政府ではないからだ。もし、記者が「『門』を開く能力のある者を知っているか？」あるいは「それと協力関係にあるか？」と問うたなら、腹芸の苦手な森田は答えを詰まらせるか、嘘を付く羽目になって馬脚を現したはずだ。だがそんな質問は、真実を知っていて初めて出来ることだ。だからこそ、森田は余裕を持って記者の追及を躱かわすことが出来たのである。




「では、ミスターカノウ……特地への『門』を開く技術を日本が得たという情報は、嘘に過ぎないと言うのだね？」

「そうです、ディレル大統領閣下。それは技術と呼ぶにはいささか語ご弊へいがあります。これは奇跡か、あるいは個人の持つ特殊な能力と呼ぶべきモノです。今の段階では誰にでも出来るというものではありません。我々に出来ることは、能力の持ち主に力を貸して欲しいと頼むことだけです」

「どういうことかね？　もう少し説明して欲しい」

「特地にはもともと『門』を開く能力の持ち主がおりました。だからこそ、我が国は……銀座は襲われたのです。もちろん『門』を開けたその存在は、帝国に日本を攻めさせるつもりはなかったのでしょうけれど。要するに、帝国がそれを利用したのです。我が国は、あちこちで発生している異変が災害に至るのを防ぐために『門』を一旦閉じたいと考えています。これも『門』の仕組みを理解して閉じると言うよりは、『門』を維持するために帝国によって作られた維持装置を破壊するだけです」

「当然、その『門』を開く能力の持ち主を紹介してくれるんだろうね？　特殊な能力を、誰にでも使える技術へと高めるため研究を始めるべきだ」

「銀座に通じる『門』を開いたのは、ハーディという名の神様だそうですよ」

　嘉納は、事実を語った。ただし全てではない。

「神？　気をつけたまえ、合衆国大統領たる私が、神という呼称を用いて呼びかけて良いのは『主』のみだ」

　ちなみにイスラム教の神様もまた大統領が神様と呼ぶ相手と、同一人物である。名前が異なるだけだ。

「そうでした。大統領閣下は、就任式の際に聖書に手を置いて、唯一絶対の神に向けて宣誓されるのでしたな？」

「そうだ。我が国は信仰の自由を保障してこそいるが、何事にも建前と本音というモノがある。それを無視して、神という呼称を安易に用いられては対処に困る」

　アメリカでは、キリスト教会の勢力は政治的に無視することが出来ないほどに強い。学校では進化論でなく、旧約聖書に描かれた天地創造を教えろと言う非科学的な意見がまかり通り裁判が起こされるほどなのだ。

「ですが、そうなりますといささか困ったことになりませんか？　実際に、ハーディという神は特地におわすのですから。その存在を認めないと公言しながら、好意を得ようというのはいささか難しいと思われます。特に相手は女神だそうですから、女性というのは機嫌をそこねるとなにかと大変です」

「君は私に棄教しろとでも言うのかね？」

「それは閣下のご自由かと……我が国は八百万柱の神々が住まう国です。正月は神社に参拝し、葬式には坊さんを呼び、結婚式では神父の前で愛を誓い、最近ではハロウィンも祭りとして楽しむ無む節せっ操そうな……もとい、信仰に寛容な人間達の集まりです。どこのどんな神様だろうとその存在を神として認めることができるのです。特地にどんな神様がいようと、いっこうに構いません。もしかすると、我が国に『門』が開かれたのはそんなことが理由かも知れませんね」

「カノウ。確か君は、キリスト教徒だったのではないかね？」

「とは言え、日本人ですから」

「ふうっ……ちなみにそのハーディという存在は、黒いフリルまみれの衣装をまとったあの九百歳過ぎを自称する少女と同じように、姿があって口が利けるのかね？」

「いいえ。すでに姿は見えず、言葉を交わすには仲介者を立てる必要のある存在となっているようです。ご自慢の特殊部隊を特地に入れても誘ゆう拐かい……いやいや、強引にご招待するというのは無理だと思いますよ」

　返事が返ってくるのに三十秒近くかかった。そこに大統領の本音が表れている。

「忌々しい話だな。まぁいい、このままではリスクが高すぎて投資できないし、一度『門』を閉じれば、アポ何とかも、空間の歪みも治まるのだろ？　わかった、日本が独り占めするわけではないと言うのなら、我慢できる。欲に駆られて世界を危機に陥れたと言われるわけにはいかないからな。特地からギンザへの『門』が再度開かれる時が来るのを気長に待つことにしよう」

「ご理解いただけて幸いです」

「ああ。君が総理になる時を待っているよ、カノウ」

　こうしてホワイトハウスとの電話は切られた。

　嘉納は、深々としたため息をつくと、心底疲労した様子で机に突っ伏した。そんな外務大臣に秘書官がおそるおそる声をかける。

「ディレル大統領は納得しましたか？」

「んなわきゃないだろ？　物わかりの良いふりしてこっちの懐に手を突っ込んでくるに決まってるぜ。警戒を厳重にさせなきゃならん」

「大臣……インドの首相からも、お電話が入っていますが」

「今度はインドかよ。普通は総理の森田にかけるんじゃないのか？」

「総理は総理で、あちこちから電話がかかってきて説明に追われているようです。主に財界からで」

「……そう言うことか。しょうがねぇなぁ……繋いでくれ」

　そういうと嘉納はうんざりした表情で受話器をとった。




　特地問題対策担当の副大臣、白しら百ゆ合りは目の前に現れた帝国正統政府の使節を見て、眩暈めまいを感じた。口を開けたまましばらく閉じることも出来なかったほどである。

「こ、皇帝陛下はいったい何を考えてらっしゃるのでしょうか？」

　失礼とは承知しながらも、思わず尋ねずにいられない。

　もちろん、当の相手から「失礼な！」と抗議されかねない発言である。だが、皇帝の信任状をもって現れた使節とその一行は、白百合の失礼を咎とがめることもなく、「お気持ちは理解できますわ。だって、わたくしも自分の置かれている状況を受け容れがたく思っているんですもの」と答えた。

「それで、いったい何があったのですか？　シェリーさん」

「実は、このたびテュエリ家の家督の相続が正式に認められました」

「それは、おめでとうございます……と申し上げても良いのかしら？」

　家督相続は、シェリーの両親に起きた不幸が前提なので白百合も気を遣った。

「もちろんですわ。お祝いの言葉、ありがとうございます。帝都のお屋敷も、何もかも一切合切を失ってしまい、継ぐべき家財など実質的には何もないのですが、一応我が家も伝統有る帝国貴族に名を連ねておりますので、その名跡が失われてしまうのも勿体ないとの陛下のお言葉を賜たまわりまして、このような仕し儀ぎとなりました」

「仕儀」という単語は、普通は思わしくない、良くない方面に事態が進んだ時に用いられる。これを聞いた白百合は、菅原が教え間違ったかなと考えた。だが、使節として現れた相手の言葉を、安易に訂正してしまうのも憚はばかられる。それにこれはシェリー流の諧かい謔ぎゃくかも知れないのだ。

「さらに、陛下は我が家を伯爵位に陞しょう爵しゃくさせて下さりました。嫁入りの持参金代わりだそうですわ」

　シェリーは物憂げにため息をついて見せた。

「じ、持参金ですか？」

「はい、名前ばっかりで実質のない爵位など、スガワラ様が果たして喜んで下さるかどうかはわかりませんけれど。ですが、こうなってしまいますと帝国正統政府内での序列と申しますか、立場みたいなものの入れ替わりが起きてしまいました。しかも、使節の格式なども考えると、伯爵位くらいないと相応しくないとかいろいろな都合とか思惑とかの関係から……子供にはわからない複雑怪奇ないろいろが作用いたしまして、とりあえずこの度の交渉における、名目上の代表をわたくしがお引き受けしなければならなくなってしまったのですわ」

　要するに、いろいろあったということである。

　白百合はため息混じりに「大変ですね」と頷いた。そして、大変なのは子供と交渉しなければならない自分だと思い返した。

「もう、めまぐるしいばかりで正直参っております。わたくしは非才にして若輩ですので、実務はこうして一緒に来て下さっている、キケロ様や、プルコニウス様達にお任せしたいと思います。なので、シラユリ閣下もわたくしをそのように扱ってくださいませ」

　シェリーはそう言って、左右にずらっと列ぶ帝国正統政府の議員達に顔を向けた。

　皆、講和派の有力貴族達で外交分野に実力を認められている。これまでの講和会議にも出席していたから、そのほとんどが顔見知りだ。

「そうですか。かしこまりましたわ、伯爵夫人閣下。賢くていらっしゃいますね」

　シェリーは、白百合からそう言われて顔を耳まで真っ赤にした。

「そんな持ち上げないでくださいませ。お恥ずかしいですわ」

「わかりました。それで、ご用件はなんでしょう？」

　白百合は、シェリーの隣にいたプルコニウスに向けて尋ねた。わかっていても、それをこちらから切り出したりしないのが外交上の戦術である。誰が答えるかで実質的な責任者を見つけようという意図もそこにはある。

　だが、予想に反して口を開いて答えたのはシェリーだった。

「先だって、スガワラ様を通じてお願い申し上げましたゾルザル派討伐の件ですわ。ニホン政府のご協力をいただけますでしょうか？」

「ご、ご協力するのは吝やぶさかではありませんが、それが出来るのは講和を締結してからとなります。それで交渉の方はどうなりますか？　この場で進めてもよろしいのですか？」

「はい。講和交渉もずいぶんと長くやって、お互いの言い分も、条件もほぼ出尽くしたと聞き及んでいます。懸案となっている、どうやってそれを実現するかを話し合って、そろそろ講和を締結してしまいましょう」

　あまりにも簡単に言うので、白百合は我が耳を疑った。

「……シェ、シェリーさん？」

「何でしょうかシラユリ閣下」

「貴女は今し方、ご自分は名目上の代表だから、交渉の実務は周りの方にお任せになるとおっしゃって……」

「はい、その通りのしがない名目上の代表ですわ。とは言え、公式の場で何も喋らなかったとなりますと、何を遊んでいるのかと冥府の父からお叱りを被ってしまいますから、あらかじめお話しすることをお稽けい古こして参りましたのです」

　そう言ってシェリーはまた左右を省かえりみた。するとキケロは皮肉そうに頬を引きつらせた。折角の活躍の場が奪われたという気持ちがそのまま顔に出ている。それを口にしては大人げないと思われるので、今は我慢しているという様子である。

「……なるほど。では、シェリーさんのお言葉は、ここに来てらっしゃる皆さんと打ち合わせ済みのことで、正式なものだと理解してよろしいのですね？」

「はい、そうですわ……わたくしは、いま、帝国正統政府の、全権を委任された者として、ここにいるのです」

　シェリーは、そう念を押すようにしながら白百合を見た。

　その瞬間、白百合の目には小さなはずの少女が、まるで巨大な何かのように感じられた。

　疲れてるのかしらと目を軽く擦こすって、目の前に座っているのが小さな少女であることを確認する。

「わたくしが間違いを口にしたら、きっとここにいる方々が即座に訂正して下さるでしょう」

「そうですか。ならば話し合いを進めましょう」

　白百合は、もっと自分の直感を信じるべきだったかも知れない。あるいはイタリカに送った菅原を呼び戻して、ここに同席させるべきだった。

　目の前にいる者が、小さな子供の姿をしながらも、以前とは違う何かに変貌していることを理解しているのは菅原だけだったからである。白百合達では外見に惑わされて、自分の本能が盛んに鳴らす警けい鐘しょうを素直に受け止められない。少女に見据えられて流れる、背筋の冷たい汗の理由を最後まで理解できなかったのである。

　結局、その後の交渉は皇帝が予想したような形になった。

　白百合や、手練れの外交官達も、シェリーを相手に強い要求をすることが出来なかったのだ。

「ニホン国の皆さんに見捨てられたら、わたくし達はゾルザル様に皆殺しにされてしまいます。わたくし達ばかりでなく、付き従ってくれた民や多くの方々が、帝都で起きたあの暴風に曝されることを考えると、わたくしはみなさまのご厚こう情じょうにお縋すがりするしかありません。お願いです、どうぞ『門』を閉じないで下さいませ」

　こんな風に可か憐れんな少女から両手を合わせられ縋るような目を向けられて、突き放すことが出来る者など果たしているのだろうか？

　こうして、ゾルザル討伐の協力を早々に約束させられてしまう。そしてその後、口を開いたキケロやプルコニウスから、「そのためにも講和条約の締結が必要だ」という論法で話が進められ、実現させるのが難しい条件の緩和を求められてしまったのである。

　日本側が鋭く突っ込んだ時などは、シェリーが前に出てきて「それは、予習してませんでした」と申し訳なさげに返答の先延ばしを請こい、さらに賠償の支払いについても「今の正統政府にはお金がありません。賠償金のお支払いはしますが、帝国を取り戻すまでどうぞご猶予を下さいませ」と泣きそうな顔をして言い、「その代わりとして、ご要望の有りました資源の利権や、アルヌス周辺の割譲は、異存有りませんのでどうぞお納め下さい」と、今初めて譲歩したかのごとく言うのだから反則だと叫びたくなる。

　日本人は和を重んじる。これは皆がまとまるためなら、少しのことなら我慢する、我慢させるという性格として表れる。そして身内には「事を荒立たせるな」という態度をとり、譲る態度を度量が深いともてはやす。だが、それは外交交渉においては、握手の時につま先を踏まれると、一歩でも二歩でも退いてしまうという弱点となってしまう。そしてその少しの譲歩が累るい積せきして、最終的には大きな損を押しつけられるという事態になってしまうのである。




　日本側が求めた、皇帝が来日して謝罪し、戦争責任を取るということについても、「モルト陛下は、すでに病床の寝たきりのおじいちゃまですわ。ニホンどころか、このアルヌスに参りますのも難しいと思います」と憂ゆう鬱うつそうな表情で言われてしまえば無理も言えない。

「なので講和条約締結の際に皇太女殿下がニホンに伺って、遺憾の意を表明する形ではいかがでしょうか？」と現実的なところで落ち着くこととなった。

　そして事態が収束したら速やかにピニャに譲位することで、皇帝は責任をとったものとすることとされた。

　とは言え日本側も一方的に譲歩を強いられたわけではない。条件を上積みしようとしていたのを挫くじかれただけで日本側は得るべき物を充分に得ていた。従って講和の内容は充分に納得の行くものと言える。ただ、直接交渉に携わった者にとっては、どうにも釈然とできない「やられてしまった」という気分が残ったのだ。

　なんとなしに少女の存在が不愉快であった。さらに少女は、追い打ちをかけるようにこんなことを言ったからなおさらである。

「拉致されていた方も、この度、無事に戻られたと伺っております。ゾルザル様ってホントに悪い方ですわ。是非、こてんぱんにやっつけちゃって下さいまし」

　それでいて「これでいいですか？」と、まるで教師の講評を待つ生徒のような顔つきで首を竦めるのだから、白百合達は悪感情を抱くことも出来なかったのである。
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　さて、その頃。

　ピニャはどさくさに紛れて日本に滞在し、芸術に耽たん溺できする日々を送っていた。

「素晴らしい！」

　ページの一枚一枚を捲るたびに、感嘆の声を上げる。

　好きこそ物の哀れなりとも言う。日本のアニメやマンガを読みたいからと、日本語を習得してしまう外国人青少年が数多いるように、ピニャもまた同人誌を読みたいばかりに、日本語の文章をかなりの部分まで読解できるようになった一人であった。ただし会話は片言でしかない。

「くっ……ここでこう来るか。漢おとこ同士の愛とは斯かくあるべきよな」

「お～い、ピニャさん。手を休めないでよ～」

　梨紗の家に滞在して既に二週間になっている。ここでは間近に迫った同人誌フリーマーケットに備え、梨紗とその友人達が原稿の仕上げ、印刷発注、そしてコピー本の製本作業に追われていた。

















　その多忙さは居合わせた客に過ぎないピニャですら、当然のように使役されてしまう程で、帝国の皇女は期せずして「彼女が言うところの芸術」制作の一端を、身をもって体験することとなった。

「こ、このメルクリウス、フェルナン×クーはけしからん、大変にけしからん！」

　製本作業を再開したピニャは、そろそろ規制されそうな表現に嬌きょう声せいを上げた。

「黙れ！（笑）」

「煩うるさい！（笑）」

「好き者め！（笑）」

　カリカリとケント紙を削るような音を立ててペンを走らせている腐女子達は、顔を上げることもないままに笑いの成分を含んだ罵声を飛ばした。萌え上がった読者の嬌声を耳にして、心をくすぐられるような感覚を得ない作者はどこにもいないのだ。

　だがピニャは、傷ついたかのように口を開けたり閉じたりした。微妙なニュアンスを含んだやりとりは未だに難しくて、耳に入った言葉をそのままに受け取ってしまうのである。

　ペンタブレットを握った梨紗は、モニターに押し付けてるんじゃないかと言うほどに、顔を近づけている。そして、そのままの姿で皆がした発言の本旨を翻訳した。

「どこまで好きなのよ、ピニャさんは」

「そうそう」

「いっそのこと、こっちに住んじゃいなよ」

「そうそう、そうしなよ」

　三日連続の徹夜の果てに眠っている腐女子の一人が、墓穴から這い出るゾンビのごとく布団の中から腕を、続いて顔を出して賛同の声を上げた。髪は寝癖でモサモサ、まだ眠りから覚めきっていないのか、その表情は未だに夢魔にとりつかれていた。

　するとピニャは言い返した。

「いやいや、妾こそ皆を招しょう請せいしたい。帝国に移住されてはいかがか？」

「え～～！」

「誘いは嬉しいけど、考えちゃうよね」

「うん。特地には行ってみたいって思うけど、住むとなるとね……『門』って閉じないといけなくなるんでしょ？」

「帰って来れないっていうのはちょっとねぇ」

　皆の言葉が、この時点での世間一般の理解を現していた。マスコミは、『門』を閉じる必要はない。各地で起きている異変は『門』が原因ではないという宣伝をことあるごとに繰り広げているが、一旦広まった『門』に原因があるという説は、根強く人々に信じられているのだ。

　するとピニャはこれは秘密なのだが、と言って声を潜めた。

「実は、『門』は閉ざしたとしても、また開くことは可能なのだ」

「えっ、その噂もホントだったの？」

「なら……行っても良いかもね」

「ただ、時間的なズレが生じてしまうのは確からしい……向こうで翌日のつもりでも、『門』を開いたらこちらでは一年たっていたとか、下手すると十年くらい時間が進んでいるということもあるらしい」

「そ、そうなの？」

　腐女子達は一斉に手を止めた。

「十年単位の時間のズレが生じれば、こちらに残した家族とは生き別れも同然だ。皆ともこうして気安く語り合える仲になれたが、待っていてくれと願うには大きすぎる時の流れでもあるな」

「そ、そうよねぇ」

　十年という時の流れはそれほどに大きいのだ。皆の間にやっぱり無理だという雰囲気が満ちた。

「だが逆に考えれば皆の作品を十年分、一気に楽しむことが出来ることが期待できるな。そう考えると有りがたいことかも知れない」

「そっ……それって羨ましいかも」

　そんなやりとりをしていると、突然ドアが叩かれて、返事も待たずにがばっと開けられた。

「殿下はここにおいでか!?」

　忙しげに呼びかけてきたのはハミルトンである。その背後には黒服をまとった男達の姿も見える。たぶん警護の私服警官だろう。

「またハミルトン、お前か」

　ピニャは、呆れたような声を上げた。だが彼女の秘書官は懇願するように言った。

「殿下。お願いです、お戻り下さい」

「妾は嫌だと言ったはずだ。面倒くさい」

「ですが、殿下は皇太女であられますから」

「嫌だ。それに妾は、皇太女などという面倒な役柄を引き受けておらぬ」

「ですが陛下より任ぜられました……」

「ああ、煩い！　妾は今忙しいのだ。見ろ、そなたのせいで皆が手を止めてしまったではないか。イタリカには、妾抜きでなんとかしろと申し伝えるがよい」

「で、殿下」

　忠ちゅう功こう著いちじるしいハミルトンの懇願だったが、ピニャの態度は冷たかった。

「妾は、政治にはもう関わらない。妾が政まつりごとに関わって、良いことがあった試しがない。妾にも、帝国にもな」

「しかし、実際に皇太女たる殿下がこうしてここにおわすのに、講和条約の締結の席にお出にならないとなりますとニホン側も、侮ぶ辱じょくと受け取るかも知れません……」

「妾の知ったことではないわ」

　すると、ハミルトンの背後から声をかける者がいた。

「ハミルトン様、道をあけてくださいまし。ピニャ様とは、わたくしが直接お話をいたします」

「はい」と答えたハミルトンは、狭いアパートの玄関から一度出ると声の主に道を譲った。

「おや、そなたは？」

　ピニャは突然現れた童女を見て眉を寄せた。この娘は確かテュエリ家の令嬢。それがなんで今、日本にいるのか？

「皇太女殿下。お久しぶりにお目もじ申し上げます。シェリーでございます」

「久しいな。だが、何故そなたがここに？　騎士団の入団希望なら、イタリカにいるボーゼスに話を通すがよい」

「入団希望ではございません」

「では、妾に何の用か？」

「今日は、殿下にお戻り願うためにまかり越しました」

「何故そなたのような子供がそのようなことを？」

「折角講和の条件がまとまりましたのに、殿下の我わが儘ままのために調印できないからですわ」

「まるで、そなたが話をまとめたような物言いだな」

「殿下。実はその通りなのです」

　ハミルトンが横から言葉を差し挟んだ。

「なんだと？」

「こちらのシェリー嬢、いえ、テュエリ伯爵夫人がニホン側と話をまとめたのです」

「そうか……」ピニャはそれを聞いてふっと鼻で笑った。「父上も、いよいよなりふり構ってられなくなったということだな。譲歩しまくれば、どんなに難しい交渉でもまとまるからな。そして子供の言ったことだからと後で難癖を付けて約束を反ほ故ごにする、そんなつもりなのだろう。阿あ漕こぎなやり方だ」

　だがシェリーはお腹を抱えてころころと笑った。

「陛下がわたくしを使節に選んだのは、話し合いの難しいところはほぼ済んでいたからでしかありませんわ。もちろん、ピニャ様がお考えになっているような意図が、陛下の胸中にないとは申せませんが、おそらくそうはならないでしょう」

「子供の使いという言葉を体現したようなそなたに何がわかる？」

「たとえ子供とはいえ、わたくしも陛下から正式な委い嘱しょくを受けた使節ですわ。ニホン側との交渉の結果が、帝国にとって悪いものでなければ、陛下も無む下げにはなさらないはず。なので頑張ってみました」

　ハミルトンが補足した。

「殿下。帝国にとって、かなりの好条件で話がまとまりました。現在は、ゾルザル殿下排除のための軍事行動についての実務協議に入っています」

「あ、兄様に対してニホンと共同で戦うというのか？」

　イタリカを見てみれば、今でも共同作戦を行っていると言える状況である。

　フォルマル伯爵家という存在を挟むことによってそれは実現されていた。だが逆に言えばそれが精一杯であった。公式には交戦中である日本と帝国が、手を携えて戦うということはあり得ないのだ。それだけに、ゾルザルと戦うために軍事行動を共同して起こすということは、昨日の敵は今日の友という格言を実現して見せる行為なだけに、ピニャにも想像できない事態だった。

「そのための講和ですわ」

　シェリーの言葉にピニャは驚きを隠そうとしなかった。

「驚いたな……ニホンが本気になれば、兄様とてひとたまりもあるまい」

　イタリカを守って盗賊と戦っていた時に見た、地獄にも似た殺さつ戮りくの風景がピニャの目に思い浮かんだ。

　ゾルザル派とは言え、皆、帝国軍の兵士達なのだ。それがあの蹂じゅう躙りんとも呼ぶべき攻撃を受けることになる。反撃の余地すら与えられない、あの一方的で、容赦のない絶望的な攻撃を。

　ピニャは、みぞおちのあたりに胃の縮まるような苦痛を感じた。帝国の将来を憂うれう時に、決まって感じる、既に慣れ親しんだ感触だ。

「いかがでしょうか殿下。お戻りいただけますか？」

　顔色を窺うようなハミルトンの言葉。だが、ピニャは「いや、妾は政まつりごとには関わらぬと決めたのだ」と顔を背けた。

　ハミルトンが叫ぶ。

「いったい何故!?　殿下が女帝として帝国をその手に掌握なさる好機ではありませんか！」

　するとピニャは、キッと睨むような視線を秘書官に返した。

「妾は帝国を欲してなどおらぬっ！」

「な、何を今さらおっしゃるのですか？」

「なぁハミルトン、この戦争が始まってから、妾ほど帝国のことを考えて走り回った者はそうはおらぬと自負しているが、間違っているか？」

「いえ。おそらく殿下がもっとも頑張られたはずです」

「であろ？　妾は、必死になって帝国のために働いた。帝国を守ろうとして、悩んで、苦しんで、状況を打開するために這いずりまわるようにして頑張った。恥辱も屈辱も堪え忍んだ。なのに、それが駄目だと否定されたのだ。皆が妾を吊し上げ、思い通りにならない苛立ちを浴びせたのだ。妾はもう、ほとほと嫌になった。あんな思いをするぐらいなら、おつむの中身が空っぽのふりして、政略結婚の具となって辺境の王室にでも嫁入りしてた方がマシだった！」

「で、殿下……」

「なぁ、ハミルトン。あの時、妾を守ってくれたのはそなただけだった。そなたは、苦しくなかったのか？　切なくならなかったか？」

「あの時の私は、殿下をお守りしたい一心だけでした」

「妾も帝国を守りたい一心で頑張った。なのに、その帝国が妾を要らないと言ったのだぞ！　あの時の妾の気持ちがわかるか？　妾を庇かばって言葉の矢を総身で受け止めてくれたそなたなら、庇っていたはずの相手から罵倒されたらどんな気持ちになるか想像できるであろう？　妾は後ろから刺されたような気分だったぞ」

「元老院議員の全員がそのように思っているわけではありません。主戦論派の議員達だけがそう言っていただけです。講和派は殿下を要らないなどとは思っていません」

「だが残りの半分はどうか？　たとえ政治的に意見が異なろうとも、妾の努力や気持ちぐらいは理解してくれると思っていたのに」

　たとえ政敵であろうとも、献身と努力は認めてくれてもいいはずだとピニャは言う。それはピニャの理想主義的な側面が言わせる甘えに近いものかもしれない。芝居を見て騎士団設立を思いついてしまうような彼女だからこそのものだろう。だが、そうであるが故に、裏切られたときの挫ざ折せつ感かんや、絶望も大きくなってしまうのだ。

　ピニャは美しい紅髪を掻き上げると額を押さえるように抱えた。

「妾は皆から見捨てられてしまった。ディアボ兄様に見捨てられ、空を去っていくボーゼスを仰ぎ見た時、どんな気持ちになったと思う？　あの牢獄のような皇宮から妾達を救い出してくれたのは誰だった？　妾に手を差し伸べてくれたのは、結局のところイタミ殿だけだったではないか！」

「殿下。あの時、みんな自分の命を守るだけで精一杯だったのです」

「それで納得せよと？　だから実の兄との殺し合いの先頭に立てと？　嫌だ、もう嫌だ！　なあハミルトン、妾はもう充分に戦ったと思わぬか？　妾が戦っていた時、皆はのほほんと遊んでいたではないか。ならば今度は、妾が遊んでもいいではないか!?」

　こう言われてしまうとハミルトンも返す言葉を見つけることは出来なかった。

　守ろうとした相手から非難されたり、否定されたりすることこそ、傷つきながら戦っている者の気持ちをすり減らすものはないからである。

　戦う者に、日々味わう辛さや苦しさを乗り越えさせるのは、湧き上がって来る「何のためにこんな思いをしているのか」という疑問をねじ伏せる明確な回答である。誰かのために。あるいは自分のために……それが幼稚なものであっても、下げ卑ひた欲望からでもいい。浅せん薄ぱくな見栄からでもよい。とにかく自分を支える何かが必要なのだ。

　だが、背後からの非難侮辱はそれを揺らがせる。意欲そのものを奪うのだ。

　裏切られ、傷ついた自分にはもう戦う義務はない。皇族としての義理はもう充分に果たした。だから後は栄華に浸ひたる。それの何が悪い？　というピニャの言い分は、ハミルトンには理解できてしまった。それだけの説得力があったのだ。

　理解してしまった以上、ハミルトンにピニャを戦場に引き出すような説得はできなかった。

　だが、ここにいるのはハミルトンだけではない。

　小さな女の子が一歩前に進んだ。

「殿下お一人だけが、辛い思いをなさっていたような事を言わないで下さいまし」

　不幸較くらべの開始にも等しい論ろん駁ばくを受けたピニャは、「何だと？」とステロタイプな反応を示した。もっと酷い目にあった者がいる、というお定まりの発言を予想して、それを反射的にねじ伏せるつもりで心理的に身構えたのだ。

　だが、少女の言葉はピニャが身構えた方向の斜め上を行った。

「殿下が味わわれた苦しみと比較しようとは思いませんが、あの時は皆が酷い目にあって、多くのものをなくしたことはお認めください」

　ピニャは振りかざした矛の下ろし場所を奪われたような気分となった。そして「それがどうしたと言うのか？」とシェリーの言葉を耳に入れる姿勢を見せた。それこそがシェリーの狙いだと、気が付くこともなく。

　戦いとは、自分の立場や我が方の考えの正当性を相手に理解させ、納得させる行為である。

　言葉だけで理解させるか、問答無用に力ずくで不承不承理解させるかの違いはあるが、「相手の立場を理解した側が、屈服する」のだ。

　太平洋戦争に負けた日本人は、勝った側の理屈を押し付けられその正しさを理解することを強しいられた。

　こちらが主張した正義は『帝国主義』と『侵略』というフィルターを被せられて、そのことごとくが悪であると否定された。

　もちろん帝国主義や侵略が今の価値観に照らし合わせて非道であることは述べるまでもないことだ。だが、それによって他のことまで全て、ありとあらゆることの全てが非の色によって染められたのだ。

　言葉による戦いの要よう諦ていは、相手にこちらの言葉をどうやって聞かせるかにある。情に訴え理を尽くすにも、言葉を聞かせないことには始まらない。

　ピニャも騎士団の創設者である。戦闘の専門家とも言える立場であるが、言葉による戦いだけは不得手だった。いや、戦闘の専門家であったが故に、言葉による戦いを軽んじていた。戦闘とは形を変えた外交、つまり政治の一部であることは学んでいたが、政治も外交も、結局の所、相手にこちらの立場を理解させる『交渉』だということを、全く理解していなかった。

　故に、この場での戦いはピニャにとって最初から不利な形で展開することとなった。

「その様子ではご存じないようですわね？　ボーゼス様はピニャ様をお救いするために、皇城に向かって単騎で突撃なされたそうですわ」

　シェリーのピニャ攻略は、頑かたくなな態度の根拠となる出来事を否定するところから始まった。

　ピニャが耳にして、態度を改めないわけにはいかない話題をきっかけにするという狡猾さだった。

　ピニャは「なんだと、本当か？」と事実を確かめるためにハミルトンに顔を向ける。彼女の秘書官は無言でこれに頷いた。

「何故、報告しなかった？」

「ボーゼスは、失敗したけど努力はいたしましたなどという言い訳をする女ではありません。実際、殿下にまで手が届かなかった以上、見捨てたも同然。故に顔も見せられないと恥じ入って……」

　ピニャは深いため息をついた。

「そうだったのか。あの時のボーゼスは……そういうことだったのか」

　あれ以来、ピニャはボーゼス達と顔を合わせていない。ピニャがイタリカにいるのは寸刻も耐えられないと、正統政府を飛び出してしまったからだ。

　負傷したボーゼスやヴィフィータの二人が、治療が済んで現場に復帰した時には、すでにピニャはイタリカにいなかったのだ。

「わたくしのお父様やお母様はいなくなってしまいました。それもこれもみんな、殿下のお兄様のせいです」

「妾の……か？」

　ゾルザルはピニャ「の」兄である。とは言え、「の」を強調しないで欲しいとピニャは思う。そう言われると、まるでゾルザルのしたことは、自分にも責任があるかのような錯覚に陥るからだ。

　しかし、ここまで来ればシェリーの話の展開方向は見える。ゾルザルが、ピニャの兄ということを強調して責任感を沸き立たせ、条約締結の儀式に参列しろと言いたいに違いない。

　所詮は子供の浅知恵。その手に乗ってやるものかとピニャは身構えた。

「言って置くが、妾は兄様とは無関係だぞ」

　すると、シェリーはくすくすと笑い、「そうですか、では安心いたしましたわ」と安堵の表情を見せた。これまた予想とは異なった反応だったため、ピニャは混乱した。

「な、何故か？」

「わたくしは、ゾルザルさまに復讐を誓っているのですわ。あの方には死んでいただこうと思っています」

　シェリーの率直な言いようにピニャは「な……」と言葉に詰まった。

　それは帝国貴族ならば口にすることも憚はばかられるものだった。講和派の者達がピニャを旗印に押し立てようとするのも、皇族殺しの罪をピニャに押し付けるためと言い換えても良いくらいなのである。

「たった今、関係がないとおっしゃったのですから、別に構わないですわよね、ピニャ殿下？」

　三日月型に唇をゆがめるシェリーの相貌は「ほほほ」と言うより、「ケケケ」という笑い声が漏れ聞こえそうな、ぞっとする笑みに彩られていた。

　ピニャは、思わず仰け反った。

「だ……だが、どうやって兄様を討つ？」

「もちろん、強い者には、より強い者をぶつけますわ」

「だから講和条約ということか」

「はい、ニホンの手を借りますわ。そのように話を進めております」

「し、しかし、それでは……」

「ピニャ様。騎士団の方々は、掃そう除じ夫ふのみなさんとの戦いでいっぱい亡くなりました。あの方達は翡ひ翠すい宮きゅうに逃れたわたくしを守るために戦って傷ついて、斃たおれていかれたのです。それをゾルザル様は帝国に対する反逆だとおっしゃいました。このままゾルザル様が勝つようなことになれば、ピニャ様の命令に従って、命を落としていった方々は、みんな反逆者にされてしまいます。ピニャ様は、ご自身の騎士や兵士の名誉が貶おとしめられて、何とも思われないのですか？」

「いや……何とも思わぬはずがなかろう」

　ピニャは苦しげに唇を噛んだ。

「あの方のせいで、まとまる講和もまとまらなくなり、未だに戦争が続いています。あの方は、罪もない方達を巻き添えにする戦い方をして帝国の名誉は地に落ちています。それを殿下は、本当に何とも思わないのですか？」

　やはりこみ上げてくるものがあるのか、ピニャは拳をぐっと握り込む。

「…………何とも思わぬはずないだろう！」

「ではその思いは、どの方角に向かってらっしゃるのですか？」

「わ、妾は、どこにも向けない。兄様は……妾の兄なのだぞ！」

「ゾルザル様とは無関係だったのではないのですか？」

「お前も妾に、兄様と殺し合えと言うのか？」

　結局の所、ピニャは兄と戦うことに抵抗を感じているのだ。

　歴史を振り返ってみれば、権力の座を巡って親兄弟が殺し合うなど珍しいことでも何でもないのだが、ピニャはそれを当然とは思っていない。ある意味で、彼女はもっとも普通な感覚を有しているのかも知れない。

「別に殿下に剣をとってお兄様と戦ってくれとは申しません。それは、ニホンの方々にやっていただくことにしますから。あの方達はゾルザル様のやりように、怒り心頭に発してらっしゃいます。でも、政治的な都合があるから我慢してらっしゃるのです。わたくしは、その我慢の枷かせを取り払ってさしあげます。そうすれば、わたくし達を帝都より救ったあの勢いで、ゾルザル様を退治してくださるでしょう」

「…………し、シェリー。お前はいったい……」

　何者なのだという問いをピニャは口にする勇気が持てなかった。迂う闊かつに問いかければ、とんでもない答えを耳にすることになりそうで恐ろしかったからだ。

「殿下には多くを望んだりいたしません。いえ、出来れば何もなさらないで下さいませ。儀式の場で、頭がからっぽな政略結婚用の駒を演じて愛想良く座っていて下さいまし。あとのことは、みいんな、わたくしがいたしますので。それならば殿下もよろしいのでしょう？」

　二の句を継げないピニャ。蛇に睨まれた蛙がごとくシェリーの迫力に圧倒されていた。

「…………」

「では、ピニャ様。参りましょう、どうぞこちらへ」

　ピニャはシェリーの差し伸べた手を拒絶することが出来なかった。
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　有ゆう職そく故こ実じつという言葉がある。

　宮廷や宗教などの堅苦しい儀礼に関わる、いにしえからのしきたりを意味し、多くの場合過去の出来事、すなわち故実を基として発生している。長い年月を経て、実際にどんな出来事があったのかは忘れ去られ、形けい骸がい化かした儀礼だけがルールや習慣として残るのである。

　我々が現在当たり前に常識とみなしていることの多くが、年月の積み重ねによって自然発生的に形を持った。それが権力者なり何かによって採用されたものなのだ。

　例えば道路の通行。日本やイギリスでは左側に、アメリカやその他の地域では右側通行となっている。それはいったい何故か？

　その起源を騎士や武士が主に左側に帯剣していたことを理由とする説がある。すれ違う時に、鞘さやがぶつからないように、とか、咄嗟に剣を抜く時の手は右手だから、接敵に対応しやすいように道路の左側を進んだなどと言う。

　いずれにせよ、法というものがまだ整備されていなかった時代、人々が思考や行動の基準を求めたのは前例、すなわち過去の出来事である。

「昔、こういうことがあったから、こうする」という説明は、多くの人間を納得させる力があり、それは時として国の最高権力者すら縛る力を持っていた。だからこそ、その過去の出来事から遠く離れた今現在でも、「何でこんな事を？」と問いたくなるような儀式や作法が、残っているのである。時には「作法通りに儀式が行われていないから、その取り決めや契約は無効だ」という宣言がまかり通ってしまうほどだ。

　それは帝国でも同じであった。

　講和条約の締結も文書に署名捺印して終わりというわけにはいかない。そこに至るまでの詳細な作法が取り決められていた。他国に赴いて調印するとなればなおさらで、これに従った進行が効力の発生には必須とされている。

　まず、煌きらびやかな装いをした騎士の集団に警護される馬車の列が街道を進む。

　アルヌスの丘をその視界におさめるまでに近づいたのは夕刻近くである。朱に染まった空の下、太陽に向けて進むことと定められていた。

　皇帝の名代を乗せる、細かな彫刻が施された馬車をその傍らで守るのは、白馬に騎乗する女性騎士パナシュ。その装いは、男装の麗人よろしく凛り々りしさと美しさを兼ね備え、一流の美術家の手による彫刻のような風格があった。

　おそらく、その手の趣味が無い女性でも、彼女を見たら胸をときめかせるだろう。警備を指揮する彼女にはそれほどの魅力があるのだ。

　パナシュは、馬車に馬を寄せると、そっと語りかけた。

「殿下。いよいよアルヌスが見えて参りました」

「うむ。先触れの使者は誰がよいか？」

「ヴィフィータがよろしいかと」

「では、そのように……」

　元々ピニャの騎士団は、実戦よりは典てん礼れい儀ぎ仗じょう用とみなされる部隊だ。

　高雅な雰囲気を纏わせたら比類する集団は他にはない。そんな中から、先触れの使者として選ばれたのがヴィフィータであった。

　右手に金糸で織り上げた旗を捧げ、白馬を走らせる彼女の姿は皆を瞠目させる程に美麗である。

　普段から放ほう埒らつで、男の粗そ野やな部分を真似たような言動を好み、めんどくさいといって化粧すらしない彼女からはとても想像できない姿であった。

　それだけ、この儀式に真剣に挑んでいるのだ。だが周囲の目には、この儀式に別の勝負を重ね合わせている彼女の意気込みが見えていた。

　実のところ、最初この先駆け役に指名されたのはニコラシカである。

　このアルヌスに滞在した経験もあるから土と地ち勘かんがあり、日本語も話せる。名誉ある一騎駆けをそつなくこなすには適材であると考えられた。だが、ヴィフィータがそれに異議を唱えた。

　準備が進み、日本側からケングンという名をもった男が出てくると知った途端、彼女はそわそわと落ち着きをなくし、あたりを見回したり、訳のわからない言動を乱発させたりしたあげく「このような大役は、隊長級の人間でなければならない」という主張を始めたのである。

「ニコラシカが不足ということではないのだ。ただそのなんだ、格式というか、いろいろが、だな……ケングンと釣り合わないというか……」

　豹変とも言える彼女の態度に、周囲は驚きを感じつつも、その心底にある動機を速やかに洞察した。言葉の通じない状況下なのに、期待せずに投げかけた「待っていてくれ」の一言に応えてくれた自衛隊の指揮官に、彼女が一目惚れしたらしいという噂は、すでに騎士団内に広まっていたのだ。

　名誉ある任務を奪われる形になるニコラシカも、ヴィフィータにもついに春が来たようですねと、快こころよく任務を譲った。

「ヴィフィータが気にしてるのは、格式じゃなくてもっと別のものなんじゃないの？」

「そうそう。はっきりと自分がやりたいとおっしゃればいいのに」

　こうして、くすくすと含み笑いをこぼす皆の後押しを受けて、ヴィフィータは名誉ある先駆けの任に選出されたのである。

　隊列から一人離れて先行したヴィフィータは、陸上自衛隊の引いた警戒線で誰すい何かされるたびに、手綱をたくみに操りながら馬の首を巡らせて「我は、皇帝陛下のご名代の到来を告げる者。宜しくお支度あれっ！」と、意味を解さないまま丸暗記した日本語の台詞を暗唱した。

　元より、自衛隊側もその到着日時は前もって知らされていて、ピニャ達の出迎え態勢に遺漏はない。

　実のところ、自衛官による誰何と、それに答える彼女の掛け合いも儀式の一部なのだ。

　念入りな打ち合わせとリハーサルが行われ、普段なら敵からわが身を守るため完璧な偽装をほどこして、ぱっと見ただけではわからないぐらいに隠いん蔽ぺいしている自衛官達も、今日ばかりはクリーニングを終えたばかりで皺一つ無い戦闘服に身を包んで、普通科の隊員であることを示す紅いマフラーを纏うという姿で、これを迎えたのである。

　ヴィフィータの白馬は、アルヌスの街に入った。

　ここで彼女の前に列んでいたのは、街の住民達である。滅多にない見み物ものとばかりに、仕事の手を止めて道沿いに列んでいた。

　組合に隊商護衛として雇われている傭兵達も、可能な限り武具を整えた姿で隊伍を組んで、皇帝の名代を出迎えた。

　倉庫、職員用の宿舎がならぶ間を抜けると、いよいよアルヌスの丘を駆け上る。帝国軍や連合諸王国軍の兵士達が、無謀な突撃で次々と散さん華げした斜面である。

　ヴィフィータは、あちこちに残っている戦いの痕あとを見やりながら、陸上自衛隊特地派遣部隊の隊員達全員が整列して待ち構える丘の頂いただきへと駆け抜けて行った。




「ふん。たかが負けを認めるだけなのに大仰なことだ」

　皇帝の名代を見物するために客や接客のウェイトレスが出払って、閑かん散さんとしている食堂内で、ディアボは杯を傾けながら呟いた。

「負けを認める立場だからこそ、もったいぶりたくなるのが人情と言えるのではありませんか」

　ディアボの前に座る侍じ従じゅうのメトメスは、ディアボの独白に応えた。

「うむ。卓たっ見けんだな」

　食堂内では料理長だけが一人残ってカウンターの向こうで皿を磨いていた。

　料理長は皆が外に出ているというのに、客席に残っている二人組の男を不思議に思ってか、訝しげな視線をちらちらと向けていた。やがて、堪えきれなくなったのかついに口を開いた。

「お客さんは、見物なさらないんで？」

「下らないことだ。お前はどうなんだ？　どうして見に行かない？」

「嬉しくないからでさあ。みんなだって喜んでるわけじゃありやせんぜ」

「じゃあどうして見に行く？」

　店の前では人垣が出来ている。

　さらに馬車や馬ば蹄ていの音が響いていて、ちょうど目の前をピニャの乗った馬車が通過するところであった。

「みんな不安なんですわ。ほら、『門』を閉じるって話が出ているでしょう？　講和の話がまとまれば、次は『門』をどうするかってことになるんじゃないかって思っているんですよ」

「『門』は、また開くことが出来るんだろ？　そう説明されたって聞いているぞ」

「確かにそうなんですが、実際はどうなんでしょうね？」

「なんだと？　疑っているのか？」

「また開くことが出来るなら、何故、誰がどうやるのかを話さないんですかね？」

「言えない理由があるんだろ？　あれだけの代しろ物ものを神ならぬ身の上で自在に扱えるようになったとなれば、つけ狙われることもあるだろう。特に、帝国のゾルザルあたりは、なんとかしたいと考えるんじゃないか？」

「だから秘密にするって話はわかります。けどね、それってつまり、そのお方が狙われてどうにかなっちまったら、『門』はもう、どうしようもなくなるって事じゃないんですか？」

「……そうだな？　その通りかも知れない」

「俺は、それが気に入らないんですよ。昔、自分の店をもってたことがあるんですが、店を構える時に不動産屋にここなら客が入るとか、さんざん耳心地の良いことを言って聞かされたもんです。そのつもりでこっちも有り金はたいて店を開いたんだが、その店が実は厄やく種だねでしてね、全く客が寄りつかなかったんですよ。お陰で多額の借金は拵えるわ、女房には逃げられるわ……」

「なるほど。痛い思いをしたことがあるということだな」

「地揺れとか、アポクリフがこれ以上広がらないようにっていう理由もわからないことはありません。けどね、それって今日とか明日に起きる話じゃないでしょう？　もう少しいろいろなことが分かってからで良いはずだ。何しろ、物事ってのは決して思惑通りには進まないもんですからね」

　店を潰してしまったことのある料理長が口にすると、妙に説得力があった。

　ディアボも我が身を振り返って思うことがあるのか「そうだ。その通りだ」と頷いた。

「『門』をどうにか出来るお方に何かあったら、それでもうこのアルヌスの街は終わりになっちまう。俺達は生活できなくなって路頭に迷っちまうんですよ。そして秘密なんてのは漏れるもんだ。俺達ですら誰なのかうすうす分かっている」

「ほう、分かっているのか？」

「ベルナーゴの神殿に行ったお人達のなかで組合と関係があるのは、聖下、テュカさんに、レレイさん、そしてヤオの五人だけだからでさあ。聖下はハーディとは犬猿の仲。ヤオもハーディに三み行くだり半はんを突きつけると言ってたから除外。残りはたった二人です。そのどっちかだ」

「う～む、見事な推論だ」

「組合の上の方々は、もともとコダ村からの避難民だ。万が一のことがあったとしても村に戻ればそこそこの暮らしはしていけるでしょう。商い部門の連中だって別の場所に行ったって贅沢言わなきゃ、やっていけるはずだ。けどね、このアルヌスだからこそやっていける俺達には、そういう潰しは効かないんです。給仕をやってる亜人連中なんかは、ここがダメならどうなるんでしょうかねぇ？」

「別の街で店を始めるってのはどうなんだ？　そこで雇ってやったら？」

「馬鹿言っちゃいけません。こんな良い立地条件は、どこを探したってないんですぜ。ここでさせてもらってるような商売は、他の場所じゃぁ全く望めません」

「なるほどな……だから反対ってことか」

「ええ。だから俺らは不安なんですよ。せめて俺らに何がどうなっているか分かればいいんですが、『門』をどうするかって話すらも、俺たちの手の届かないところで動いている。それが受け容れがたいんです」

　ディアボはそれを聞くと料理長に片手を伸ばした。

「よし、わかった。ならば俺を手伝え」

　料理長は伸ばされた手を見て眉根を寄せた。

「何をですか？」

「実は、俺も『門』を閉じることに反対の立場なんだ。なぁに悪いようにはしない。なぁそうだろ、ディアボ殿下」

　ディアボは、相席している侍従のメトメスを振り返った。ディアボを演じているメトメスは、静かに、威厳を感じさせるよう重々しげに頷いた。

「デ……ディアボ殿下って、帝国の皇子のですか？」

「そうだ。こちらは帝国のディアボ殿下だ。俺は、侍従のメトメス。帝都で起きた騒ぎは知っているな？　俺達はそれから逃れるためにここにやってきたのだ。ここならば帝国軍の者の手は届かないからな」

　どう見ても侍従と名乗った者の方が偉そうな態度である。しかし互いの立場を取り替えたディアボは、自分をそのように紹介した。

「俺の調べたところ、ここの組合の幹部連中も日本政府もペテンにひっかかっている。地揺れや、アポクリフと『門』の関係を結びつけたのはゾルザルの陰謀らしい。『門』を自分達の手で閉じさせようとしているのだ。そして『門』を開く力を手に入れたという……確かレレイって言ったか？」

　メトメスが静かに頷く。

「そのレレイという娘を拐かどわかすか、殺すかしてしまおうと考えているらしいんだ。そうすれば、後はゾルザルの思うがままだ」

「で、でも……ベルナーゴ神殿で、ハーディ自らが降臨して説明したって聞いてますよ」

「問題はそれだ。ハーディという神が真実を語っていると思うか？」

「…………神様が嘘を？」

「神様が嘘をついたっておかしくないだろう？　元々、『門』を開いたのはハーディだ。その理由もなんだかわからん。ただ我々がそれを利用するために魔法装置を設置しただけだ。自分の作った物をヒトに好き勝手されて忌々しく思ったハーディが、『門』を人間の手で閉めさせるために、少しばかり嘘をついたとしても、おかしくも何ともない。違うか？」

　否定する材料がないためか料理長は「そうですね」と頷いた。

「『門』を扱う力を授かったのは、本当にレレイさんの方なんですか？」

「そうだ。疑うなら確かめて見るがいい」

　カマをかけて見るなどやり方はいろいろあるだろ？　という唆そそのかしを受けた料理長は考え込みながら「ええ」と頷いた。

「そうすれば俺が言っていることが、全部正しいって事が分かる」

「そうか……レレイさんが、殺し屋からつけ狙われたって噂があったけど、なるほど、そういうことだったのか」

「つまりそういうことらしい。でだ、俺達はゾルザルと対立しているから意い趣しゅ返がえしをしたい。その為には彼奴の目論見をぶっ潰してやるのが一番だと考えている」

　ディアボが語ったのは、非常に分かりやすい単純な構図で、それだけに料理長も受け容れやすかった。

「わかりました。レレイさんの件は俺なりに確かめてみます。それが本当だってわかったら手伝わせてもらいやす」

　料理長は差しのばされたままになっていたディアボの手を握った。

「その時は頼むぞ。それまでは我々は独自に行動する」

「でも、具体的にはどうやって『門』を閉じるのを防ぐんですか？」

「なあに、組合やニホンや、正統政府が騙されているって言うなら、別の国に真実を告げて手伝って貰えば良いんだ。一時は騒ぎになったり、争いごとに発展したりするだろうが、後で誤解が解ければ、かえって感謝される。お前に頼みたいのもその手伝いだ。レレイという娘を守るには、誰も知らないような安全な場所に隠すのが一番だ。敵を欺あざむくにはまず味方からということで、これは組合の幹部連中にも内緒だ。やり方は手荒かも知れないが、その分だけ意表を突けるから効果的なはずだ」

　料理長は、納得したように頷いた。

「ところで、手伝って貰う国ってのは、どこなんですか？」

「『門』の向こうにある国の一つでな」ディアボは再びメトメスを振り返った。「確か、ちゅごくとか言ったか？」

「チュウゴクです。いや、チュウゴクであるぞ、メトメス。使う言葉こそ違うが、ニホンという国と同じ肌の色をしたヒト種が住まうそうだぞ」

　侍従メトメスの言葉はどこか浮世離れしていた。だが、それがかえって皇子としての風格を料理長に感じさせた。




　アルヌスの丘を登りきったヴィフィータは、自衛隊の隊伍の前で馬の首を巡らせると、「ご名みょう代だい到着をお知らせするっ!!」と叫んでドサッと落馬した。

　死力を尽くして駆け抜け、そのまま力つきて倒れたという風である。が、ここまでがいわゆる儀式で、お芝居であった。今より数百年ほど前にあった、歴史的な出来事をそのまま儀式として再現しているのである。

　ヴィフィータを迎えたのは、第四戦闘団団長、健けん軍ぐん一等陸佐その人だ。

　作法に従って、健軍は先触れの使者の傍らに右膝を突いて、ヴィフィータに息があることを確認した。

　ちなみに昼間のリハーサルの時、健軍は深々とため息をついて見せた。

「何だって、俺がこんなことをしなきゃならんのだ？」

「それが様式美というものだからです。さあ、駆け寄って」

　細かな所作の一部始終を説明するパナシュの言葉に、横たわって意識のないフリをしたヴィフィータは、被せるようにして「オ、オレを抱き上げるのが、嫌だって言うのかよ？」と泣きそうな顔をしながら凄んだ。

　ここんところに右膝を突いて下さい。左じゃなくて右膝です！　……という指示を受けつつ膝を曲げた健軍は「別に嫌だとは言ってないが……何故泣く？」と首を傾げた。「どっか痛めたのか？」

「うるせぇ！　四の五の言わずオレを抱きやがれ！」

　思わず、パナシュが通訳に困ってしまう発言をしたヴィフィータは、真っ赤な顔をして慌てて訂正した。

「あ、いや、オレを抱き上げろ！　パナシュ、今の言い間違いだから、絶対に通訳するなよ」

　慌てるヴィフィータを見て、意地悪そうに笑むパナシュ。健軍の耳元に口を寄せ、いやらしそうな表情で何やら囁いていた。

　健軍の頬と耳とかが急に赤くなる。

「だから、やめろ！　通訳するな。待てケングン！　俺に触るな！」

「触らなきゃ、抱えられないだろう？　儀式なんだ、我慢しろ」

　抱き上げられたヴィフィータは、真っ赤な顔で拒否するようにして手足を振り回して暴れた。だが健軍の剛腕は彼女のそんなじたばたですら、その中に包み込んで揺るがない。

　ちなみに故実では、運ばれたのは男性、運んだのもその好敵手であった将帥の男だったとか。

















「で、この後はどこへ？」

　振り返ってどこに運べばいいかと尋ねる健軍に、パナシュは「その先は決まってませんのでどうぞお好きに。もし良かったらケングン殿のベッドにでも、持っていってもかまいません」などと放言して、健軍を大いに困らせた。

「そんな訳にはいかんだろ？」

「そうですね、本番前にこの色ぼけ女が使い物にならなくなっても困りますからね。ベッドに連れて行くのは夜まで待ってもらうとして……」

「だから、それは不味いと言ってるだろ？」

「いっそのこと、そういうしきたりなんですとか言った方がよいかな？」

　パナシュは肩を竦めた。

　それ、何ていう名前の十八歳未満禁止のアドベンチャーゲームですか？　と伊丹が聞いていたら尋ねたかも知れない。だが良識の塊である健軍は叫んだ。

「嫌だぞ、しきたりとかそういうのは。こういうことは自由恋愛でなければいかん！」

「だ……だったら、オレとつきあってくれよ！」

　勢いに任せてなのか、ヴィフィータは健軍の襟首を掴むとぐいっと引っ張って衆人環視のなかそう怒鳴った。

「今の言葉、訳すか？」

　パナシュはヴィフィータにあえて尋ねる。

　余計なことは頼まなくても翻訳する癖に、肝心なことは頼まないと翻訳してくれないパナシュの意地悪さ加減に、ヴィフィータは泣きたくなった。

「……………………頼む」

　こうしてパナシュは、ふふふと笑いながらヴィフィータの発言のその背景にある心情を、懇こん切せつ丁てい寧ねいに、慈愛心をもって健軍に語って聞かせることとなったのである。

　もちろん、本番の今はそんなやりとりはない。そんなやりとりがあったことすら忘れたかのように二人は、ぎこちなくこちこちになっていた。

　気を失ったフリをするヴィフィータを抱き上げた健軍は、隊員達の列ぶ隊たい伍ごの後ろまで運んでヴィフィータを降ろす。

　だが、何故かヴィフィータの腕が、健軍の首にしっかりと回されていた。そのため健軍が隊列に復帰するのには些さ少しょうの時間を必要とすることとなった。

「返事を聞かせろ」

　屈くつ辱じょくと羞しゅう恥ち心しんと、さまざまな感情の混在したものを強引にねじ伏せたヴィフィータが健軍の耳元でささやいた。だがそれは、言葉の壁によって阻はばまれてしまう。

「…………何を言っているのか、ちっともわからん」

　健軍が首を傾げ、それ見たヴィフィータは拳を振るわせる。

「くそっ……もどかしいぜ」

　こうなれば、彼女に残されたものは力業しかない。そう、それしかないのだ。

　幸いにして皆の視線は、前に向けられ固定し、後ろを振り向く者はいない。

　慌てた様子で健軍が戻ったのは、ピニャを代表とする使節団を載せた馬車十数台の列が見えてきたその時である。

「捧げ、つつっ！」

　一個戦闘団が一糸乱れぬ敬礼を、帝国の使節団に対して贈った。

　銃剣の林の間を使節団の馬車の列と、護衛の騎士達の代表数名が通り抜けていく。

　馬車の中から健軍の顔を見たピニャは、くすりと笑って「どうやら上手くいったみたいだ」と独白した。

　健軍の唇には誰の者かはわからない真っ赤な口紅が移っていたのである。もちろん有職故実の作法にそんなものはないから、何かのハプニングが起きたことは間違いなかった。





　　　　　＊　　＊






　その夜、日本と帝国の間で講和条約が調印されたことが全世界に報じられた。

　日本側代表として内閣総理大臣の森田、帝国側代表としては皇太女ピニャ・コ・ラーダ。

　担当者が文章の内容をそれぞれ確認し、森田が筆を用いて、ピニャはペンを持って、それぞれ二通の文書に署名と書判（花か押おう）を記し、互いに一通ずつを手に取った。

　日本では国会、帝国正統政府ならば元老院がこの条約内容を批ひ准じゅんすれば、帝国と日本国間の戦争状態は形の上では終結することとなる。もちろんゾルザル派との戦いは続くが、講和条約の締結によって両国間の平和への道筋が開かれることとなったのである。

　講和の条件を大おお雑ざっ把ぱにまとめると以下の通りであった。





・帝国は、銀座事件の宣戦布告なき攻撃の非を認め謝意を公表する。（帝国では、事前の布告なく戦争を仕掛ける行為は罪とは考えない。そのため、何故謝罪の必要があるのか理解できなかった。これによって民間人に多数の犠牲が出たことも、日本側の油断に過ぎないという考え方なのである。だがこの講和によって、帝国は戦争の開始には少なくとも宣戦の布告が必要となるという価値観を受け容れることとなった）

・皇帝モルトはこの責任を負って条約発効後、帝国暦で二年以内に退位する。

・帝国は賠償として総額一億五二〇〇万スワニを支払う。ただし二二〇〇万スワニは一括で、残りを帝国暦で二十カ年に分けて支払う。また、賠償の支払いは帝国正統政府が、帝都を奪還してから開始される。

・日本側は、賠償の受け取りに当たって、特地内に経済的混乱を起こさないよう配慮する。従って帝国政府も貨幣の金含がん有ゆう量りょう引き下げなどの対応を、協議無しに行わない。

・帝国は、アルヌスの丘を中心に半径百リーグ（百六十キロ）の領土から、フォルマル伯爵家、また他の部族・領主等が治める地域を除いた直轄地を日本国に割かつ譲じょうする。双方共に新たに敷かれた国境線を侵犯しないことを誓約する。

・帝国はその直轄地内の、アルヌスから半径千リーグ以内における貨幣金属以外の鉱山資源等の調査試掘権、採掘権を日本政府に譲渡する。（ただし日本側はこれらの採掘及び輸送に当たっては、これに従事する帝国臣民の労働環境、並びに自然環境の破壊防止に最大限の配慮を払わなければならない）

・帝国と日本は、管理貿易を行う。

・帝国はその勢力下にある属国、藩王国、領主・部族の外交権を認め、日本と独自の外交関係を結ぶことを認める。






　その他にも、細かな内容がつらつらと並ぶが、全般的に見ると、帝国の片務的恵国待遇とか関税の自主権がないとか、日本人に対する裁判権の行使は認められても、処罰には一定の制限が課されるなど、不平等条約に近い内容が見受けられた。

　しかし、これも帝国では、諸侯や地方領主が独自に裁判権や徴税権を有している現状への対策であった。

　当面の間にしても、ある程度制限する必要があると相互に認めてのことであって、相手の無知に付け込んだ一方的な不平等条約とは異なるのだ。そのため条約文の末にも附ふ則そくとして、帝国側の司法制度が整ったら、直ちにこれらを見直す旨むねも記されている。

　記者達は配られた資料を食い入るように読み込み、報道のための記事をつくりあげていったが、多くの者がすぐに気がついた。

　この条約文を見る限り、日本側は少なくとも二十年は帝国との縁を切るつもりがないということを。そしてそれは異変対策として『門』を閉じる必要性があるかも知れないと公言している現政府の姿勢と相反するものなのである。

　当然、これについて記者達からの質問が飛んだ。噂されているように『門』を再び開く方法があるということなのか。それとも『門』を閉じないと決めたのか。どっちなのかと。

　すると森田はこう答えた。

「『門』を閉じるか閉じないかは、とても重要な問題です。というのも『門』は日本の国土間を連絡する重要な通路だからです。この連絡をどうやって維持していくか。一部で報道されているように様々な異常現象が起きていることは確かです。ですが悩ましいことに、これが『門』と関係して起きている出来事だとは現在の科学では完全に立証できません。それ故、われわれは確かではないけれど、どうするべきかを決めなくてはならないという問題を抱えることになったのです。我々は近いうちに大きな決断を迫られると思います。今は、その為に必要な情報を収集している段階であるのだとご理解下さい」

　この期ごに及んでまだ決めていないと言うのか。

　記者達はそんな気分になって質問を重ねた。だが、総理は「まだです。条約の内容が『門』が開いていることを前提としているとしても、それはどのような選択肢をとっても、良いようにと言うものでしかありません」と答えるばかりで、最後の最後まで記者達の尋ねたことに対する言げん質ちを与えることはなかったのである。




　条約への調印を済ませた両国首脳と随ずい員いん達は、日本政府主催の晩ばん餐さん会かいを前にして迎賓館「羽衣の間」でしばし休息の時間をとった。大仕事を終えた解放感に一時浸りながら、ティーカップを傾けつつ、立食パーティ風に雑談を交わすのだ。だが、ここで出てくる話題も特地や『門』に関連した問題で占められることとなった。

　内閣官房長官の木檜や国土交通大臣らは窓際で、新たに日本国土となるアルヌス州の扱いに頭を悩ませていた。

　講和条約の締結によって多くの物を得ることになったために、心情的にそれらを簡単に放棄することが出来なくなっていたからである。

「派閥間のバランスを考えると、特地開発庁長官は野の本もとがよいでしょう。問題は現地の行政長官をどうするかだ」

　条約の批准と同時に「特別地域管理行政特別法」が国会で可決される。これにより政府には特地開発庁と担当長官、そして現地にはアルヌス州行政局と行政長官がおかれる。州行政長官は、普通選挙が導入され州庁が発足するまで特地行政組織の構築を担うことなる。イメージとしては総督のような存在と考えればよいかも知れない。

　問題はどちらも利権色が非常に強い職務であることだった。特地の開発計画、予算の配分、具体的な事業の実施までその一切を周しゅう旋せんするのがこれらの仕事となるからだ。

　保守党議員達はその椅子、特に特地開発庁長官の椅子を狙った猟りょう官かん運動を繰り広げた。だが、実際に特地に赴任する行政長官の椅子となると、及び腰になった。

『門』を閉じることになれば、離れ小島のような特地に残され、下手をすると長期にわたって日本との連絡がとれなくなってしまうからだ。

「やっぱり、『門』を閉じるのは無しだ。今日明日、どうこうなるものでないのなら、先送りすればいい」

　利権人事の有利を得るために、こんな風に主張そのものを変えてしまう者までいた。だが今のままでは財界からの投資は望めないという現実には、『門』を開けておこうという意見も力を失う。利益を得るための鉱山開発にしても、工場建設にしても、最初は多額の投資が必要だからである。お金をつぎ込んだあげく、各地の異変が拡大し、それによって『門』を閉じることとなったのでは大損になるのだ。

「特地に投資するなら、安定した連絡が将来にわたって確保されるという保証がないとね」

「そのためには、とにかく一度『門』を閉じて、異変が解消される必要がある」

「そしてその間に特地で得た何もかもを失ってしまうのか？」

　国家に良心などない。今回のように帝国から割譲された領土や権利なども、自分の物として実効支配を続けていなければ、他国からかすめ取られてしまうことだって起こり得る。

「それに『門』の開閉管理を特定個人に頼らなくてはならないことにだって不安があるぞ。あの娘だって何かの拍子に気が変わるってこともあるだろう？」

「いっそのこと、自衛隊を現地に残せばいいのでは？　要するに監視させるんだ」

「そんなことできるか！　ほとんどの隊員たちはこっちに家族がいるんだぞ。下手をすれば生き別れになるかも知れないのに、隊員や家族が納得するわきゃないだろう」

「だから、現地に残りたいという希望者を募るんだ。帝国との戦争だって終わるんだ。今ほどの戦力はいらないだろう」

「家族ぐるみでの移住希望者の募集か。条件さえ考えれば意外と出てくるかもしれないな。いっそのこと自衛隊に限らず広く国民から募ってみるか」

「だがそうなると、やはり現地に派遣する行政長官をなんとかしないとならんぞ。軍政ってわけにはいかないんだ」

「比例区出身の議員から選んではどうだろうか？　当選確実が期待できる名簿の三位か、四位あたりを指定席として約束すればいい」

「すると松まつ坂ざか、江え元もと、片かた桐ぎり……か」

「いやいやいや、片桐は安全保障に疎うと過すぎる。内政、外交の双方をこなせる人材でなければ」

「いっそのこと、首相経験者が行ってくれないかな。これが最後のご奉公ということで……」

「だが年齢が問題になるぞ。健康とか体力面が心配だ」

「こうなると、森田総理が誰を指名するかだな」

「しかし総理も薄はく氷ひょうを踏む思いでしょうな。とりあえず講和条約締結の成果で抑え込んでますけど、『門』を開けておくか閉めておくか、どっちを選んでも一気に政局になだれ込みかねないデリケートな状況ですからね」

「問題は世論だよ。野党が『門』の問題を選挙の争点に仕掛けてくることは目に見えている。マスコミが『門』を閉じる必要がないという論調でキャンペーンを繰り広げているからな。かなりがそっちに流れている。何を根拠に安全だ、問題ないって言ってるんだろうか？」

「とにかく、『門』の問題は選挙の争点にはしたくない。選挙前に片付けてしまいたい」

「あの、よろしいでしょうか？」

　木檜達は突然、声をかけられて驚き振り返った。

　だが、声の主が見つからなかった。周囲を見回して、「わたくし、シェリー・ノール・テュエリと申します」という声をもう一度聞いて、初めて視線を下げることに思いあたった。

　そこにいたのはこの迎賓館という場所に立つのが似つかわしくない少女であった。

「き、君は？」

「ああ、この子は帝国の使節ですよ」

　国交大臣の言葉に木檜達は、合点がいったように頷いた。

「君が帝国からの特使だね……あ、いや、……ですね？　と言わねばならんな。失礼いたしました、伯爵夫人閣下。噂は聞いてますよ。なかなかにやり手だとか」

「お気になさらないで下さい。ご覧のとおりわたくしは子供ですから、どうぞ目下の者に向けたお言葉でお話し下さい」

「そうなのかね？　特地には見た目と年齢が一致しない女性が多いからなぁ」

　木檜達は、最近、交渉のために顔を合わせる機会の増えた特地の女性達を思い浮かべた。

　見た目は若いのに自分の母親よりも年上と聞けば、ロゥリィやテュカ、ヤオに対する言葉遣いもどうしようかと戸惑ってしまう。そして実際に若年であるレレイを相手にする時も、その能力の重要度からして、やはり気を遣うのだ。

「女性にこんな質問をするのも失礼とは思うが、失礼ついでだ、お歳を伺わせてもらえるかね？」

「わたくしは、十二歳になりますわ」

「じゅうに……？」

「ただし、帝国の暦は一年が三百八十九日なので、ニホンの暦では十三歳ということになりますけれど」

「なるほど。年齢で言えば中学一～二年生か……だが、それにしても大人びているね。そう言われないかね？」

「最近は何かと言われるようになりましたわ。ついでに、生意気だという陰口もついてまわりますけれど」

　シェリーはそう言うといかにも子供っぽく唇を尖らせ不満を露あらわにした。

「それは仕方がないと諦めた方がいい。経験や年齢に劣る者に活躍されると、それしか誇るべき物がない大人にとっては、鬱うっ陶とうしく思えてくるものだからね。粗あらも探すし、若さそのものを誹ひ謗ぼうの対象にもする」

「要するにだ、羨ましがられていると思えばいいのだよ、お嬢さん」

　木檜達はそういって憂い顔を見せる少女を慰めた。

「ところで、今、選挙のお話が耳に入ったのですが」

「選挙に興味があるのかね？」

「はい。帝国もかつて民主制だった時期がございました。ただ国が大きくなるに連れて、うまく機能しなくなり、その結果今の帝政におちついたのです。どうやってニホンという国では、民主制を上手く機能させているのか、それに興味がありますわ」

「なるほどね。古代アテネや、古代ローマみたいな政体だったと思えばいいのかな？」

「だろうな。危機管理という意味では中央集権、独裁政治のほうがやりやすいのも確かだからな。それで民主制から独裁制に移行したのだろう」

「独裁制は独善に陥りやすい。独裁は安全装置が機能しにくくなるんだ」

　勝手に話を進めてしまう木檜に、シェリーは「あの、その……」と、困ったように口を挟んだ。

「選挙前に、『門』について決めてしまいたいとのお言葉が耳に入ったのですが」

「ああ。今、日本では異変をどうやって解決するかが議論になっているんだ。危機感のないマスコミが民衆を扇動して、『門』を閉じるなと頑張っているのだが、国の安全に責任を持つ我らとしては、当然そんな意見を受け容れるわけにはいかないんだ」

「民衆に不人気なことでも、必要とあらばあえてなさるご英断に胸がすく思いですわ。かつての我が帝国で、民主制が崩壊した理由は、為政者が人気取りに走ったからですもの。当時の政治家達に、皆様の爪の垢あかでも煎せんじて飲ませたいぐらいですわ」

「爪の垢とは……使い古された言葉だけど、外国の方から耳にすると新鮮に聞こえるね」

「はい。いっぱい勉強しました」

「しかし、民主制が独裁制に移行した理由が民衆の人気取りに走ったからだという意見は、耳の痛い話だね。我々の中にも人気を得ることばかり考えている者が少なくないんだ。利権政治をやっつけろ。既得権益にしがみつく官僚をやっつけろ。敵を作って反感をあおり、威勢の良いことを言ってそれを打倒すれば全てはうまくいくと言って国民を騙すというやり方だ」

「帝国では戦争が人気取りの具になりました。それによって民主制の崩壊が始まったというのが歴史の先生のお話でした」

「どの国の国民も、勝利が好きだからね」

「はい。勝ちさえすれば民衆に選ばれる……そんな風に考える風潮が広がってしまいました」

「勝てば選挙に勝てる、か」

　木檜はシェリーの言葉を味わうように呟いた。そんな木檜にシェリーが話を持ちかける。

「そう言えば、帝国の内乱も早いうちに治めてしまいたいのですが、ニホンにはご協力いただけませんでしょうか？」

「うむ。ゾルザル派を倒さなければ戦争が終わったとは言えないからね。万が一、ゾルザルが帝国を制するようになれば、講和の成果もなくなってしまう。それに誰かさんのせいで、賠償金の支払いも帝都を取り戻すまでは開始されないことになってしまったしね」

「お恥ずかしゅうございます。あまりいじめないで下さいまし」

　シェリーは恥ずかしげにうつむいた。

「なあに、良いんだよ。実のところ君が出てきてくれて助かったんだ」

「と、申しますと？」

「正直言って、特地での戦いでは日本は有利に事を進めすぎた。そのせいか交渉の担当者達も強気一点張りで、要求を帝国に突きつけるだけで退くことが出来ないでいた。適当なところで止めておくという加減が出来なかったんだな。自分が退いたがために得られるべき物が得られなかったと批判されるのが嫌だったからだと思う。つまり、白百合達は張り切り過ぎてたんだ」

「………張り切り過ぎてらした？」

「そう。帝国の外交官を言葉でやり込めることに酔っていたと言い換えても良いかな？　ところが君が出て来ただろう？　白百合達も調子がくるった。あまり強気に出られなくなって、退くべきところで退いた。そうしたら話がすんなりと決まったというわけさ」

「わたくしの力で話がまとまったわけではないから、増長するなというご教示ですね。ありがとうございます」

「いやいや、そんな強いことを言うつもりはなかったんだよ。ただ、こちらにもそういう事情があったということを知っておくと、君のこれからにとって、為になると思ったんだ」

「ありがとうございます。肝きもに銘じておきますわ」

「そうして欲しい。これからも帝国とは交渉しなければならないことはいっぱいあるからね。その時はよろしく頼むよ」

「あの、でも、実のところわたくしはスガワラ様の下にお嫁入りするつもりですので、帝国の使節として皆様とお話しすることはもうそれほどないかと思います」

「菅原？　……菅原って誰？」

　木檜に外務省の次官が耳打ちした。

「ああ、あの男か。でも、それはもったいないな」

　政治家達は一斉に「もったいない」を繰り返した。

「陰険漫才みたいな政治の場で、君みたいな少女と話をするのは清涼剤だからね。いなくなられると寂しいよ」

「ですが、その、あの」

「仕方ないね。でも、十三歳ならまだ、三年は帝国で活躍できるはずだ」

「でも…………」

「どうしたのかね？」

「ニホンの方々は、『門』をどうなさるおつもりですか？」

「うん。我々は、『門』を閉じるべきだと考えている。ゾルザルを倒して、帝国との関係を正常化して、『門』を閉じている間のアルヌスの治め方をきちんと方向付けてからね」

「そうですか。そうなるとスガワラ様はニホンにお戻りになるんでしょうか？」

「彼は外務省の役人だから、帝国駐在の大使にでも任じられない限りは日本に引き揚げることになるよ。たぶん」

　正直それが問題であった。今の彼らを悩ませているのは、もしかすると永遠の別れになってしまう特地に何を、誰をどれくらい残すかなのである。

「そうですか。わかりました、それに合わせて身の処し方を考えることにいたしますわ」

「君は本当にあの男が好きなんだね」

「はい！」

　シェリーが弾むような声で明るく返事した物だから、木檜達は途端にやってられねえよといった気分になった。

「ところで参考までに尋ねておきたいのだが、ゾルザルが居なくなると帝国は内ない憂ゆうがなくなるだろう？　正統政府が今回の講和を受け容れたのもゾルザル派の排除に日本の助力を得たいからだ。それが片づけば、帝国にとっての憂いの種は日本ということになるんじゃないかね」

「そうだな。帝国はアルヌスを割譲したが、内心では快く思っていないはずだ。そう考えると、『門』を閉じる時に、残す戦力を多めにしないといけなくなる」

　国交大臣が補足した。使節のシェリーを前にして本音を語りまくるという無警戒さだった。

「確かにそうですわね。ですけれどそれはあんまり心配される必要はないと思いますわ」

　男達は少女の話に「どうしてかね？」と身を乗り出した。

「確かに帝国とニホンの二カ国だけで考えますと、皆様のご心配も当然でしょう。ですが帝国だけでなくその周囲の情勢にまで目を向けますと帝国がニホンを必要としていることに気がつくのです。ゾルザル様を倒したあとも、帝国正統政府は、ニホンと友好関係を維持するでしょう」

「そのあたりの情勢分析は耳にしている。大陸における帝国の求心力はそこまで低下しているのかね？」

「身内の恥を申し上げるようで躊躇ためらいを感じるのですが、連合諸王国軍を招集した際の不手際を恨みに考えてらっしゃる国々が多く、帝国はかつてのように強権的に振るまうことが難しくなっているのです。おかげでゾルザル様にもつかず、皇帝陛下にもつかずという日和ひより見みを決めてらっしゃる方達が大変に多うございます。この内乱が治まれば、表向きの態度は変わるかも知れませんが、本心を変えて下さることはないでしょう」

「帝国が統一を取り戻したら、帝国はその権勢を取り戻せるのでは？」

「残念ながらそれを妨げる不安定要因がございます」

「それは？」

「これまで、帝国はヒト種のヒト種によるヒト種のための国家でした。ですが、この内乱で皇帝陛下は亜人部族にご助力を求めました。そのため、今後は亜人種の方々が台頭することが予想されます」

「民族問題か……」

「はい。だからこそ、ゾルザル様の討伐で、ニホンがお力を示されるべきなのです。そうすれば諸外国は帝国に表向きなびきつつも、ニホンという国の存在を常に意識するようになるでしょう。アルヌスに注目している亜人部族の方々も、ニホンに対する好意を高めるでしょう。帝国もニホンと対立するよりは、逆に周辺諸国を威圧するためにも、ニホンとの関係強化をはかることでしょう。そうすることで、アルヌスの安全や利権は守られると言えるのです」

「なるほどね……なるほどなるほど、そういうことか。ならば残置する戦力はそんなに多くなくて済むな」

　官房長官の木檜は合点がいったかのように手のひらを擦り合わせ何度も何度も頷いた。

　そわそわと周囲を見渡して何かを探す。やがて、「ちょっと失礼」と言って、ピニャと談笑している総理の森田の下へと走っていった。

「あいつ、他人から聞いた話を、自分の考えみたく言う癖があるよなぁ」

　国交大臣がぼやき、周囲がそれに頷いた。

「そうなのですか？」

　シェリーは、空そら々ぞらしくもよくわからないとばかりに首を傾げると、他人に見られない素早さで、ぺろっと舌を出した。
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「機は熟した、全面攻勢だ！」

　閣議の席で官房長官の木檜は握り拳を震わせて力説した。

　嘉納が「当然だな」と重々しく頷き、夏目もこれを支持する発言をする。他の閣僚も反対することはなく、木檜の提案は全員一致で可決された。こうして帝国正統政府軍と連携し、ゾルザル派に対する攻勢に出ることとなったのである。

　これは当然のことながら、日本の国益を追い求めてのことである。とは言え、帝国との講和とゾルザルに対する勝利という二つの成果で、支持率の回復と、総選挙でも相応の議席を確保しようという私欲の追求も含まれていた。

　事が金銭を浪費するばかりでなく人命を蕩とう尽じんする戦争であるだけに、これを理由に非難する声も出てくるだろう。だが、人間は欲得ずくで動くどうしようもない存在である。

　それが営利事業ならばあたりまえだが、たとえ福祉活動であろうとも、無私の慈善のように見えつつも、その内側には私益の追求が動機として含まれているものなのだ。

　ただ、そこで得るべきものが、金銭のような物質的な物か、あるいは充実感、満足感といった精神的な物かの違いでしかない。これを偽善と呼んで批判することは容易い。だが、私益の追求が含まれない行為など存在しないのであれば、それを理由として是非を語ることは全くの無意味なのである。

　これを批判するのは、あたかも動植物の命を奪うと言って食べることを批判し、汚物を出すからと言って、トイレに行くことを断罪するようなものなのだ。

　真に問題とすべきは、私益と公益が対立した時にどちらを優先したかなのだ。

　これが対立することなく同じ方角を向いている限りは、問題はない。

　もちろん「公益」とは何かということはしっかりと考えられなければならないが、問題はそれを損なうような私益の追求の場合だ。これを、あたかも公益の追求であるかのように偽装する行為こそが非難されるべきなのだ。

　その一つが、現実を無視して個人的な理想の実現を無謀にも追い求める行為である。

　結果として公益を損ねるような指導者の登場は、国家国民にとって不幸以外の何ものでもない。

「それが何であれ、最初は良かれと思ってなされる」とは、独裁者になることを目指したユリウス・カエサルの言葉だが、ヒトラーやポル・ポト、スターリンですらも、最初から人々に不幸をまき散らすつもりで権力の座を目指したわけではないだろう。

　ただ、よかれと言う思いが強すぎた。自分の理想と、現実の乖かい離りに耐えられず、極端に走った結果が国民に不幸を強いる結果となったのだ。

　その意味では、森田内閣に属する者達はみんな俗物であり、小者であった。

　理想は抱きつつも、極端にそれを追い求めることもなく、私益の追求に過ぎない行為を、公益の追求と偽って平然としていられる厚こう顔がんさも持ち合わせていない。

　私益と、公益の追求とを重ね合わせて誤魔化して、「これでいい？」と周囲の反応をうかがいつつ、それが受け容れられるやホッと胸をなで下ろすような小心者ばかりだったのである。そしてそれがゆえに、動くと決めた時の行動は大胆で、力強いものとなる。

　閣議決定は防衛省を通じてただちに特地方面派遣部隊へと伝達された。

　アルヌスの自衛官達は一斉に湧き上がった。

「畜生！　こいつを待ってたんだ！」

「やっつけてやるぜ」

　アルヌスの周辺を守るだけという消極的な戦い方は、自衛官達にとっても不満の残るものだった。

　受け身にまわっている限り、どうしたって対応が後手に回った。現地住民に犠牲が出ることを防ぐこともかなわず、多くの苦汁を舐めさせられて来たのだ。だが、全面攻勢となれば話は変わる。主導権は自衛隊のものだ。

　これまで我慢を強いられてきた分を一気に叩きつけてやる。

　隊員達の士気は急激に高まり、普段の立ち居振る舞いの隅々にまで、活気が満ちるようになったのである。

　帝国正統政府もまた活気づいていた。

「ニホン国との和平成る。平和の敵ゾルザル派を討て！　功のあった者は重く用いる。出身種族、民族、前歴を問わない論功行賞を約束する」という檄げき文ぶんを各地に送ったところ、講和派貴族のみならず、これまで何かと理由をつけて返事を渋っていた諸外国や諸侯までもが、正統政府への助力を表明して援軍を送ると約束して来たからである。

　すると勝ち目ありと見たのか、これまで声をかけても見向きもしなかったような傭兵や元盗賊といった者達までも募ぼ兵へいに応じて来るようになった。

　こうして正統政府軍も、ゾルザル派に見劣りしないだけの陣容を整えることが出来たのである。

「これを帝国の貴族共が、己の力と誤解せねば良いのだがな。まぁよかろうて、大陸の盟主が実質的には誰であるか、皆が思い知るであろうからな」

　エルベ藩王国国王デュランは、玉座でそう呟きながら軍の進発を命じた。

「お願いだ！　ゾルザル討伐の軍は、イタリカから進発して下され！」

　自衛隊との合同会議の席で、正統政府軍の将帥達は机に額をこすりつけた。

　ゾルザル派追討の主力が自衛隊であることは最早、隠しようのない事実である。だが、せめて外見ぐらいは正統政府の軍が主力で自衛隊が支援という形にしないと、戦後の統治に差し障りが出て来てしまうと彼らは主張した。

　それは、純軍事的な観点に立てばあきらかに無駄なことであった。しかし、その後の帝国統治を考えるならば、彼らの主張にも一理あり、耳を傾けないわけにはいかなかった。帝国が無用な混乱に陥れば、講和の条件である賠償の支払いや、資源の採掘と輸送に支障を来すからである。

　その為、イタリカから進発する合同部隊こそがゾルザル討伐の主力と位置づけられることとなった。これで帝国正統政府軍がゾルザル派を討伐したと主張できる。そして自衛隊は、主力を支援するために他の地域（主にアルヌス）から行動を起こすという形で話はまとまったのである。

「イタリカから進発する部隊は、第四戦闘団とする」

　狭間の指示で、正統政府軍と行動する自衛隊部隊は、健軍一等陸佐率いる第四戦闘団となった。

「陸将！　正統政府軍との共同を強いられては、我が隊の機動力が生かせません」

　移動方法が騎馬であったり徒歩だったりする部隊との共同をすることとなったら、折角の空中機動力が無駄になってしまう。健軍は会議の席でそう主張して異議を唱えた。

　だが狭間は「第四戦闘団は、これまでの戦闘で充分に戦った。休息も兼ねて、今回は他の隊に活躍の場を譲れ。ヘリは一番の長く険しい道を進むこととなる合同軍の物資輸送等で必要となるはずだ」と取り合わなかった。

　それは、狭間からのありがたい配慮と受け取ることも出来なくもなかった。だが、武闘派の健軍に言わせれば理不尽以外の何ものでもない。これまで最前線で苦労して来たのは彼の部下なのだから。それなのに、いよいよの大舞台で一番美味しい役どころを奪われたら、これまでの苦労はいったい何だったかという気持ちになるのだ。

　そのため健軍は、自分の指揮下に入ることとなった帝国正統政府軍の将軍達を集めると、皆を睨み付けた上で宣言した。

「最初に言っておくが、これは競争だ」

　自分たちこそがゾルザル討伐の主力、自衛隊はその支援。そんな役割分担を信じて、出陣準備に励んでいた正統政府の貴族達は、同時通訳をするシャンディーの言葉が耳にはいると騒然となった。

「し、しかし、それでは約束が……」

「約束とは何の話だ？」

「我々こそがゾルザル派討伐の主力ということで、話がまとまったのではないか？」

「そうだ！　だからこそ、歴戦のケングン殿率いる第四戦闘団が自分たちと行動を共にしてくれるのではないか？」

　将軍達は口々に言った。

「そうだ。そして自衛隊は支援のための行動を起こす。ただしこの場合の支援とは、ゾルザル派の殲せん滅めつまでも含んでいる。このままでは、我々はただ帝都に向かって派手なパレードをするだけという役どころに陥ってしまうだろう。今回の取り決めは裏を返してみれば、そのようにも解釈できるものなのだ」

「そ、それでは我々の面子はどうなる!?」

「だから、今説明した。これは競争なのだと」

　健軍は睨むように周囲を見渡した。正統政府軍の将帥達はそれを受けて黙り込み水を打ったように静まりかえった。

「一ひと度たび状況が開始されれば、他の連中は俺達のことなど待ってはくれん」

「し、しかし、それでは約束が、我々の面子めんつが……」

　同じ事しか言わない帝国の貴族達に健軍は言い聞かせるように語った。

「戦争は相手があってするものだ。そんなもので味方を拘束すれば、かえって隊員達を危険に晒す。後れを取ったなら、それはこちらの不手際と考えるべきだろう？」

　すると隣に座っていたシェリーから肘ひじ鉄てつの合図を受けたピニャが、不承不承といった体で立ち上がった。やる気なさげに見えるピニャだが、思考力までサボタージュを起こしているわけではないので、指し揮き鞭べんを床一面に広がる地図に向けながら、「だからこそ、卿らは懸命に走らねばならぬのだ」と諸将に言い渡した。

　ピニャの鞭がイタリカから帝都、そしてテルタへと向かう街道をなぞる。

　その途中には正統政府軍の進撃を妨げるためにゾルザルが築かせたマレ、フゥエ、レッキなどの城塞群がある。

「卿らの進むべき道は長く、そして立ちはだかる敵は手強い。ケングン殿がおっしゃるようにこの戦いが競争ならば最初から不利な立場にあると言える」

　帝都までの距離は、イタリカよりアルヌスのほうが近い。にもかかわらず同じ日に行動を起こすのである。途上に築かれた城塞を一つずつ抜きながら進んでは、機械力と圧倒的な破壊力をもって進撃する他の戦闘団に追いつけるはずがない。

　将軍達も、自分たちが踏破しなければならない距離を思って息を呑んだ。

　その中の一人が、ピニャの口振りを疑問に思ったのか、話を少し脱線させた。

「しかし、殿下のお話を聞きますと、まるでこの戦いに参加する気がないかのようなおっしゃりようですな」

　ピニャは頷いた。

「妾は皇帝の名代なのであろう？　ならばこのイタリカで留守番をさせてもらおうと思っている。吉報を待っているぞ」

　すると将軍達は身を乗り出して賛成した。

「それは結構なことです。殿下なら、我こそが一番槍とばかりに抜け駆けを考えられるかと思いましたからな」

「最早、妾はそのような我わが儘ままが出来る立場ではないのであろう？」

　将軍達は一斉に頷いた。隣に座っているシェリーもしきりに首肯している。

「だからこそ、卿らにはケングン殿の作戦に従ってもらわなければならないのだ。しっかりと頼むぞ」

「しかしですな、我らにまで馬から下りて戦えとは」

「そうだ、雑兵共と入り乱れては満足に指揮することもかないませんぞ。状況もよく見えなくなるし、そもそもこのような戦い方は前例がない」

「前例のあることばかりやりたがるのは戦術家としては二流と言えよう。船に乗って戦うならば、誰しも馬を下りて戦うではないか？　此こ度たびもそれと同じに考えるが良い。面子を拾いたいのであればやって見せるが良い」

　ピニャの突き放したような物言いを受けて、将軍達は悔しそうに歯がみした。

　だが、確かに彼女の指摘したとおりで嫌と言える立場ではない。

　今作戦で帝国正統政府軍は、輸送、兵へい站たん、通信と多くの部分で自衛隊に依存する。自衛隊の指揮下に入ることを拒めば、「ならば好きにしろ」と置いてきぼりにされてしまう立場なのだ。

　ピニャは正統政府を代表して健軍に向き直って頭を下げた。

「ケングン殿、この者達をよろしく頼む」

　健軍もこれに応えて頭を下げた。

「了解いたしました、殿下。では、これより作戦説明を行います。この説明によって諸氏が今抱いている疑問の多くは解消されるはずだ。されなければ困る。それはこの場の目的が、全員が、自らの役割を遺い漏ろう無く把握することだからである。合同での作戦行動は、些細な不手際や考えの不一致から瓦が解かいしてしまう。従って質問は随時受けるし、その都度説明もする。だから疑問に思ったことや意見はことごとくこの場で口にしていただきたい」

　健軍は全員を見渡した後に「では、お手元の資料を開いていただきたい」と告げた。それを受けて騎士団のシャンディーが通訳に立つことで説明は始まった。
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「状況開始せよ」

　狭間陸将の命令が、特地派遣部隊の各隊に伝達された。

『白、黒、抹茶、ゆず、小豆、梅、桃、桜、桜！』

　作戦開始を伝える符丁を受けとった各隊が行動を開始する。

「よし。前進だ！」

　土煙を巻き上げながら陸を埋め尽くすようにして戦闘車両の群れが、空を覆い尽くすようにヘリコプターの編隊が、それぞれの割り振られた目標へと向けて驀ばく進しんを始めた。

　まずは、航空自衛隊のファントムが各地に設けられたゾルザル派の支配域、奥深くに侵入。

　投下された爆弾が城塞の防御設備を粉砕し、進撃路以外の橋きょう梁りょうを破壊し、ナパーム弾の劫ごう火かをもって兵舎を押し潰す。

　六機のファントムでは、明らかに手が足りないが、綿密に練られたスケジュールに従って各機はフル回転で、交通、通信の遮断と、制空権の確保の出撃を繰り返した。

　兵舎に起居していた帝国兵達は、戦いが始まったことに気づくことすらないままに、建材の石や材木、そして降り注ぐ炎によって息絶え、補給を絶たれ孤立していった。

　続いての攻撃は、空気を切り裂く音とともに飛来した特科部隊の榴りゅう弾だんである。

　地面が激しく揺すぶられ、土ど砂しゃが舞い上がる。城壁が抉られ、兵士達は安全な場所を探して逃げ惑った。

　これらの攻撃を受けて、不幸にも即死を免まぬがれた者は、大地を押し寄せる鋼鉄の戦象の姿を遠望することとなった。

「な、何だアレは……」

　七四式戦車を先頭に押し立てて迫り寄せる自衛隊の威容が、戦う前から損害を負っていた兵士達の戦意を急激に削り取っていった。逃げ出すという選択肢が彼らの脳裏を駆け巡る。

「何をしているか！　逃げるな、戦え！」

　だが、コボルトを象かたどった兜を被る帝権擁護委員オプリーチニキが、逃げようとする者の背後で凶きょう刃じんを振りかざし、怒声を浴びせると、生命を失う危機感が、兵士達の枯こ渇かつしかけていた戦意を回復させた。

　すり切れた勇気を必死になって掻き集め、剣や槍、あるいはささやかな戦闘魔法を武器にしてこれに立ち向かおうと立ち上がった。

「進め、進め！」

　矢を放ち、槍を構えて突き進んで行く。

　しかしそれは、確固たる戦意と理性の導き出した戦術に基づく反撃ではなかった。自暴自棄に等しい混迷の中での特攻であり、怒ど濤とうにも似た敵の奔ほん流りゅうを防ぐ効果は、薄板一枚ほどもなく、あたると同時に砕かれてしまったのである。

　慌てふためいて戦場へと出撃してきた帝国軍の指揮官は、無人の野を進むがごとく向かってくる敵の様子を一望して絶望的な表情となった。何をどうすれば、あの勢いを堰せき止めることが出来るのか全く思いつかなかったからだ。

「隊長！　我らの前にいたはずの味方はどうなったのでしょう？」

「敵が我らの目の前にいる以上、当然敗れたに決まっている」

「まさか!?　そんな！」

　何の報いもないままに味方が敗れたなど、到底信じられることではない。

「最早、そのようなことを論ずるべき時ではない。我らに出来ることは進んで戦うことだけである。お前達は後方にある味方に敵の来襲を報せよ。我らがここで少しでも敵を拘束することに成功すれば、後方の味方は、我々よりマシな状態で戦うことも出来ようからな。いくぞ！」

　守備隊長は伝令の兵を送り出すと、部下を率いて突き進んだ。

　だが、馬をあおって、手綱を引き絞って長槍を構えた突撃で挑んでも、車載機銃の弾雨に阻まれて近付くことすら出来ない。

　味方の犠牲の果てにどうにか槍をつけるまでに肉薄したとしても、堅けん牢ろうな装甲に阻まれ、槍の柄は鈍い音と共にいとも簡単に折れてしまう。

　その尖った断だん端たんによってかえって騎兵の方が傷つけられてしまった。

　騎兵達は馬から投げ出され、次々と地面に叩きつけられる。そして、泥まみれとなって地を這いずる彼らに、鋼鉄の巨体とキャタピラが覆い被さるように迫った。

「こんなの戦いと言えるか！」

　こんなものは戦いなどではない。ただの屈辱だと、とある帝国兵は叫んだ。

　俺達は蛮族だろうと亜人だろうと滅ぼす以上はちゃんと戦った。きちんと返り血を浴びながら剣で切り、槍で刺し、矢を射た。女は姦かんし、家には火を放ち、財貨は奪った。互いの顔を見ながら剣を合わせ、盾をぶつけ合った。どんな相手だったのか今でも思いだせる。

　だが、こいつらはそれすらしてくれないのだ。存在を無視するかのように、路ろ傍ぼうの石のごとく俺達を焼いて、打ち砕いて、淡々と繰り返す作業のごとく、踏みつぶしていくだけなのだ。

「くそぉっ！」

　全く敵かなわない。全く相手にして貰えない。その暴力的な理不尽さに、帝国の将兵は怒り、歯がみして悔しがった。これこそが敗北の味であった。

　彼らにはまだいくつかの選択肢が残っていた。

　例えば、態勢を立て直すために撤退するという方法である。損害を出さないように後退し、各地に散っている部隊を糾きゅう合ごうして、粘り強く敵の前進を阻むという方法もあったはずだ。

　だが、最近になって隊長の身辺に配置されたコボルトの兜をかぶった連中が、それを許さなかった。帝権擁護委員オプリーチニキ達は、目の前に現れた敵に挑み、戦って、勝利することを帝国の兵士達に強要した。

「それは、俺達に死ねと言っているのか？」

「まさか。戦って勝ちさえすれば、当然のことながら生き残ることが出来るだろう。勝てばよいのだよ、勝てばな！」

「くそっ！　重装オーガーを出せ！　翼竜弓きゅう騎き兵、空から狙え！」

　分厚い鎧と楯で身を固めたジャイアントオーガーが隊伍を組んで進んでいく。

　一歩踏み進むごとに、くるぶしまで埋まる重量感。仰ぎ見るような巨体が兵士達にとっては実に頼もしかった。

　帝国兵達はジャイアントオーガーの抱える城壁にも似た楯が、敵の銃弾すら防ぐことを知ると、それまで野獣と呼んで馬鹿にしていたことも忘れ、その背中に隠れるようにして進んだ。

　さらに竜騎兵に弓を持たせ、遠距離から矢を降り注がせる戦術も目に見える効果があった。

　日本の兵達は、矢を射かけると地を走る鉄の箱へと逃げ込んだのである。

「よし今だ！　取り囲んでしまえば袋の鼠ねずみだぞ！」

「ひっくりかえしてやれ」

「火を付けろ！　岩をなげろ！」

「行け！　行け！」

　重装オーガーは帝国兵の期待に応えるように棍棒や巨石を投とう擲てきした。

　棍棒が凄まじい轟音とともに大地を抉り、戦車に直撃した巨石はその衝撃でバラバラとなって、あたかも爆発したかのような粉ふん塵じんを周囲にまき散らす。

「おおっ！」

「これなら行ける！　勝てるかも知れん！」

「よし、敵の足を止めるぞ！　攻こう城じょう鎚つい隊、前へ！」

　後方から攻城鎚が引き出され、先頭へと押し出されていく。

　それは、尖端を鋭く尖らせた大木を台車に乗せ、その衝突力で城壁を砕き、穴を穿うがつための兵器であった。これを動く城塞とも言える戦車にぶつけ、擱かく座ざさせようというのだ。さらに台車の上には柴や油などがうずたかく積まれて火がつけられている。

　兵達が群がって懸命に押し出して行く。

「よし、つっこめ！」

　最初はゆっくりと。だが、次第に追いつけなくなった兵達が転んでしまうまでに加速された攻城鎚は、火の粉を周囲にまき散らしながら凄まじい勢いで突き進んだ。

　反撃の弾だん雨うを受け、怪異や兵達がばらけるように倒れていく。

　それでも一度ついた勢いはそんなことで削がれるはずもなく、攻城鎚は下りの斜面でさらに加速して、わずかな地面の凹凸にも踊るように跳ねながら突き進んだ。

　あまりの速度と振動に耐えきれず、車輪が吹き飛び崩壊する攻城鎚もあった。

　火の粉をまき散らし、鎚たる大木が地面を転がって、それを押していた兵達は次々と巻き込まれ下敷きとなりあるいは火だるまになった。

　だが、無数に放たれた攻城鎚の一つが、ついに七四式戦車の側面へと激突する。

　その衝撃の凄まじさで、攻城鎚はばらばらとなった。大木だけが残って、周囲には木片と油と炎とが飛び散った。

　戦車の車体はその衝撃で激しく揺すられて、油と柴しばの炎によって包み込まれてしまう。

「やったぞ!!」

　燃え上がる戦車を見て、帝国兵らは歓呼の雄叫びをあげた。

　無敵とも思えた敵に対して、ダメージを与えたことが嬉しくて拳をかかげ喜色に包まれた。

　だが、その歓声もしばらくすると落胆の沈黙にとって代わられる。

　炎に包まれていたはずの戦車が、何事もなかったかのように動き出したからである。

「なんだと？」

　映画などを研究し、対策を立てていた自衛隊側には隙はない。車体に施した樹木の偽装とともに、側面にはあらかじめ丸太がぶら下げられていたのだ。

　転輪の間につきささり、その動きを止めるはずだった攻城鎚の尖端はこれによって防がれていた。そして炎と一緒にこれらを切り捨てた戦車は、攻城鎚の残骸を踏みにじりながら再び前進を始めたのである。

「くっ……次だ！　重装オーガー隊を突っ込ませろ！」

　帝国軍はジャイアントオーガーを先頭に押し立てて突撃を敢行した。剣と槍の距離にまで距離を詰めさえすれば、肉弾戦にまで引きずり込めば勝ち目はある。そう考えたのだ。

「亀甲隊形！」

　降り注ぐ弾雨を防ぐため身を寄せて楯を正面、そして上と左右に並べる重装オーガー達。怪異使いと帝国兵達は、その内側に庇われるようにして隠れた。だが彼らはそこで見ることとなった。分厚く重い楯に穴が次々と開いていく恐怖の光景を。

　夜の空を飾る星のように、暗い空間内に光の差し込む小さな穴が次々とあいていく。

　ジャイアントオーガーでなければ持ち上げることすら難しい鋼板の楯ですら、重機関銃から放たれる十二・七ミリの徹甲弾は防げないのだ。

　それでも同じ厚さの鎧で身を固めるオーガー達はまだ良い方と言えた。盾が破られても鎧が身を守ってくれるからだ。だが、薄っぺらな鎧をまとっただけの帝国兵達には堪たまらないことになった。

　弾丸の破片が暗い空間内で跳びはねて、兵達は顔を押さえ、鮮血をまき散らしながら呻うめき、跪ひざまずき次々と脱落していった。

　百人が五十人にまで減るほどの犠牲を出しながら進み、ようやく敵に近づく。

　突撃のホイッスルが吹かれ、重装オーガー達の亀甲隊形が解かれる。その中から飛び出した帝国兵達は戦車に飛びつき群がろうと肉薄した。重装オーガー達が、その棍棒を戦車の装甲にたたきつけようと振りかぶる。……だが。

　居並ぶ鋼鉄の戦象が、その突き出た鼻から一斉に火を放った。

　撃ち出されたのは五十一口径百五ミリライフル砲Ｌ７Ａ１。弾種は装そう弾だん筒とう付ふ翼よく安あん定てい徹てっ甲こう弾だん。

　至近距離からこの直撃を喰らっては、さしもの重装オーガーも耐えることは出来ない。その胴には巨大な穴があき、オーガー達は将棋倒しのように倒れた。

　雷鳴にも似た衝撃が兵士達をはじき飛ばし、その後に嘘のような静寂が続く。

　次弾の装填を終える七十四式戦車。

「撃て！」

　耳を劈つんざく発射音と、全身を殴りつける強烈な衝撃波に、帝国兵達は吹き飛ばされまいと頭を下げ、地にしがみつくので精一杯であった。

　戦車砲の直撃を受けた巨楯が、木の葉のように空を舞い、地に引かれて落ちてくる。逃げ切れずに巻き込まれた帝国兵達は、落下してきた鉄の塊に巻き込まれ押しつぶされた。

　帝国軍の組織的な抵抗は、この瞬間をもって潰ついえた。

　背後の帝国兵達を巻き込んで、仰向けに倒れた重装オーガーは、その激痛に身もだえる。

　楯もろともに腕を引きちぎられて転げ回るオーガーによって、帝国兵達は逃げる暇もなく、その七転八倒に巻き込まれ、弾き飛ばされていく。

　最早、敵味方の区別はなかった。

　狂乱状態となったオーガーは、視界に入るものはことごとくが敵だとばかりに棍棒を振るい、足下にいた帝国兵達をなぎ倒していったのである。




　空では、翼竜騎兵が束ねた槍を投げ下ろすという慣れ親しんだ戦術とともに、翼竜に岩や油の入った壺つぼを抱えさせて、高高度から敵目掛けて投下するという方法が試みられていた。

　だがそれは、苦労が多い割に利益が少なかった。直撃させることがまず難しい上に、仮に命中したとしても戦車が相手では外装を傷つけるのが精一杯で、その動きを止めるには至らなかったからである。

　もちろん、その中には高機動車などのボンネットに直撃し、何両かの車両を撃破することに成功する者もいたが、戦況に影響を与えるほどの効果は得られなかった。

「こ、こんなの相手に勝てるわけがないだろっ!?」

　たとえ戦う意欲があろうとも、勝利を渇かつ望ぼうしてようとも、その為の方法がなくては、兵士達も後ろを向いて走りだすしかない。

　帝権擁護委員オプリーチニキの振りかざす恐怖の刃も、その勢いを堰せき止めることは出来なくなっていた。

　役に立たない防具をかなぐり捨てて、剣は投げ捨て、息の続く限り全力疾走する。

　こうして帝国軍は四散し、戦闘組織としての体裁を失った。

　それは、柱を失った建築物がその自重で崩壊するようなものであった。まさに、全面崩壊であった。

　統制を失った兵士達は生き残ることだけを考えて、地に身を伏せ、隙を見つけて走る。

　だが、どこまで走っても彼らが安息を得ることはない。敵は、武器を棄てて身軽になって逃げる彼らを、まるで獲物に襲いかかる猟犬のように追い立てて来たからだ。

　帝国兵達は瞬く間に包囲されて、四方から銃剣をつきつけられる形で降伏を迫られることとなった。

　もちろん、全員が捕虜となれたわけではない。不幸にも逃亡に成功してしまった者もあった。

　そんな彼らを待ち構えていたのは、付近住民の憎悪に満ちた視線だ。自衛隊に対抗するためとは言え、ヘルム将軍らが徹底的に行った焦土戦術。集落を襲い、家と畑を焼き、女を姦おかし男は殺して追い立てるという手法が、帝国兵に対する憎しみを植え付け、弱った敗残兵に復讐の刃を向けさせることとなったのである。

　こうして農民達の農具が彼らを追い回し引き裂くこととなった。

　どこに行っても逃れようがないことを悟った帝国兵達は、進んで自衛隊の捕虜になることを望むようになった。そして、そんな捕虜の武装を解除し後送する手間こそが、最も自衛隊の前進速度を鈍らせ、足止めを強いることとなったのだから、皮肉と言えるかも知れない。
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　イタリカを進発した健軍率いる合同軍もまた、帝都へと向かう道をひた走っていた。

　立ちはだかる城塞マレには空からの襲撃が敢行された。

　戦闘ヘリのロケット弾攻撃で大混乱に陥った敵の頭上を素通りし、城壁や城門を飛び越えていきなり城塞の深奥部たる尖せん塔とうに、兵らを降ろしたのである。

　ゾルザル派の兵士から見れば、最も守りの堅い城の最深部がいきなり攻撃に晒され、指揮系統を分断され前後からの挟きょう撃げきを食らう形となった。

　さらに「鉄のトンボ」が舞い降りて来て、右往左往するゾルザル派兵に弾雨を浴びせ、正統政府軍の歩兵達を続々と降ろしてくるのだ。

　これでは、目の前の敵に対応するのが精一杯で、敵の隙を見て進んだり、一時的に退いたりして、敵を地形的に優位な場所へ誘い込むといった戦術的な抵抗を展開することも出来ない。

　前からも後ろからも敵がやって来て、ゾルザル派の兵達はあっという間に取り囲まれ、逃げ場と抵抗力を奪われてしまったのである。

　それでもトーチカに似た設備に立て籠もって、抗戦を続けようとする者もあった。

　人間が一人、やっと通れるような狭い通路の奥に多連装弓銃が据えられているため、誰も近づくことが出来ない。その奥には何人もの城兵が籠もっているらしい。正統政府軍の戦死者達がその隘あい路ろを埋めるようにして斃たおれていた。

　兵士達は壁に身を隠しながら声をかけた。

「悪あがきを止めて出てこい！　捕虜として扱ってやる」

「うるさい売国奴共め！　帝国軍人の心意気というものを見せてやる」

　まだ息のある負傷者を隘路から引きずり出そうとしていた正統政府軍の兵士が、奥から飛来した矢を受けて斃れた。

「くそっ！」

「よし、俺がいく」

　息のある仲間を救うために、勇敢な兵士達が次々と傷ついていき、状況は膠こう着ちゃく状態に陥るかと思われた。

「こっちです。この奥です！」

　だが、自衛官達が遠巻きに囲む雑兵達を掻き分けて現れると事態は急速に動いた。

　降伏の呼びかけに対して返ってくる罵ば倒とう混じりの拒絶。だが陸曹の一人は「あっそう。がんばってね」と肩を竦め、閃せん光こう音おん響きょう筒とうを銃眼めがけて放り込んだ。

　狭い空間での閃光と爆音は、立て籠もる兵達の脳髄を激烈な衝撃で揺さぶり、しばしの間昏倒させてしまう。

　正統政府の兵士達がその隙に一斉に飛び込み、ゾルザル派の兵は瞬く間に捕縛されていった。

「はい、お終い。次行くよ」

　こうして、ゾルザル派は抵抗虚しく制圧されていった。

　城攻めの戦闘は、通常は城外からはじまって城壁に穴を開け、あるいは乗り越えることで城内の一点に向けて絞られていく。だが、常道に反する形で始まったこの戦いは、戦場が城内の全てに広がり、逃亡兵が城外へと散っていった。そのためやるべき事が山積してしまった。

　残敵を追い詰めて掃討し、捕虜を収容して必要なら尋問をする。食糧や武器、資金などの収まった倉庫は押さえて厳重に管理をする。さらに負傷者には手当を施して、休養や後送の手配をし部隊を戦力として再編成するといったようなことを一時にしなければならないのだ。

「予想以上にマレの守備兵は数が少ないようだが」

　健軍は用よう賀が二佐に問いかけた。

「確かに。城外に逃走したにしても、少なすぎます」

「情報の間違いか、それとも城外に出ているのか？　問題だな」

「調査させますか？」

「うむ。捕虜から聞き取り調査をするよう頼んでおいてくれ」

　だが、そんなことでいちいち足を止めていては後おくれを取ってしまう。健軍は直ちに次の段階へと作戦を進めた。

「では、事後処理はマイモール閣下にお任せする。デュラン陛下の第二梯団、搭乗！　これよりフゥエに向かいます！」

「おう！　いよいよ儂らの出番じゃな」

　燃料・弾薬の補給と簡単な整備を済ませたヘリコプターに、戦うことなく後方で控えていたエルベ藩王国の兵士らが鎧の金具音を立てながらぞくぞくと乗り込んでいった。

「急げ急げ！」

　重そうな鎧で身を固め、片足に義足をつけた国王が兵達の手を借りてＵＨ１ヘリに乗り込む。シートの中央にどっかりと座り左右を見渡しながら「うむ。久しぶりじゃが、つい昨日のようにも感じるな」と感想を語った。

「陛下はこれに乗られたことがあるんですか？」

　雑兵の一人がおそるおそるといった体で声をかけながら梨を国王に差し出す。

　デュランは、呵か々か大たい笑しょうしてこれを受け取るとがぶりと噛みついて「うむ、美味い」と頷いた。そして緊張している若い兵士の肩を叩いた。

「どうした、怖いか？」

「はい。空を飛ぶのは初めてで」

「儂は、これで二度目じゃ。なあに、小舟で流れの激しい川に漕ぎ出すようなものだと思えばよい。ちっとは揺れるが、腹をしっかりと据えてかかればたいしたことはない」

　デュランはそう語って兵士の肩をもう一度叩いた。

「戦場に出れば尊そん貴きの別なく皆戦友じゃからな。背中は儂に任せて安心して戦うが良い」

「はっ、がんばります」

「おおっ、がんばれがんばれ！」

「では、離陸します！　掴まってください」

　パイロットの合図で機体は離陸し、兵士らは「おおっ、おぅ！」と激しく動揺する機体に驚きの声を上げた。

　それを見てデュランは、「わははははははっ！」と悪戯を成功させた子供のように笑った。

　こうして次の城塞フゥエに襲いかかるべく、ヘリの群れは空を駆けた。
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　実を言えばゾルザルは、帝国正統政府軍が大規模な軍事行動を準備しているという情報を、かなり早い段階からつかんでいた。

　檄文などというものをあちこちに送りつければ当然のことと言える。だが、それがなかったとしても兵の集まり方や準備の状況から、作戦の規模、発動時期などを、ほぼ正確につかむことが出来たのだ。

　もちろん、ボウロが率いる密偵組織の功績である。

　だがそれは最初から狙って得たというものではなかった。強いて言うなら怪我の功名に近いだろう。

　それというのもフォルマル伯爵家の屋敷は、忍び込もうとしただけで発見され捕らえられてしまうからだ。しかも、そこから芋いも蔓づる式に市内外の潜伏拠点を暴かれ、苦く心しん惨さん憺たんしながら築いた諜報網をあっという間に潰されてしまう。ボウロからそのことを報告されたテューレは、優秀な人材の喪失と補充に悩むこととなった。

　この手の影仕事は、金さえ出せばいくらでも人間を雇えると思われがちだが、実は違う。

　陽の当たらない仕事であるが故に、いい加減な性格の者、ならず者、そして性格的に拗すねた者などが、正業からあぶれてこの世界に入って来ることが多いからである。

　情報源にしても、貴重な情報を漏らすという裏切り行為をやれる性格の者なのだ。と言うことは、当然のことながら集まって来る情報も、玉ぎょく石せき混こん淆こうが当たり前となる。

　いや、「玉」など、ほとんど入っていない。単なる噂話や、脳内情報源からの憶測が、あたかも敵中ちゅう枢すうの金庫から命がけで盗み出された情報であるかのように送られて来るからだ。

　従って対価を支払う情報組織の統とう括かつ者しゃは、厳しくあらねばならない。

　信しん賞しょう必ひつ罰ばつ傾向を高め、嘘や裏切りには厳しく、残忍で、脅迫的で、人の弱みにつけ込む血も涙もない冷血漢として振る舞うしかないのだ。

　情報の重要さを知る者ほどこの傾向は強くなる。当たり障りのない、酒場で耳にできるような情報を送ってきて、「仕事はした。金をくれ」と言って来るような者に、「さぁ、虎穴を覗き込んでこい」と要求するためには、弱みを握って脅迫するなどの非情な手段を講じるのも、当然のことなのだ。

　自分の情報活動のいい加減さや裏切り行為を棚に上げ、その後ろめたさに耐えきれなくなった者が、組織の厳しさや冷徹さ、非人道的な態度を誇大に語って自己を正当化する。そしてそれが諜報組織の性格として一般に流布し、諜報活動に携わる者が世間から白眼視されるようになるのである。

　諜報組織という存在に陰いん湿しつかつ、非人道的な印象を抱く者は、どうしてそのような性格として伝わって来るのか、その分野に携わる人間の性格から考察する必要がある。

　そんな中で、信用のおける密偵は珠しゅ玉ぎょく的存在だ。それが優秀な者ともなればなおさらだった。

　信用のおける人材とは、情報活動の重要さを認識し、真しん摯しに拾い集めた情報を送ってくる者である。そういった者は大抵が自分の属する社会や共同体に対して強い帰属意識を持つ。共同体の利益のため、家族や友人のために、いい加減な仕事でお茶を濁にごすようなことをしない。

　そして優秀な者とは、ここでは敵中奥深く忍び込んで、隠されているものを覗き込んでくる技術、能力のある者を意味していた。

　ボウロは、そういった人材の供給源としてハリョという部族を利用していた。

　とは言え、ハリョ族という亜人部族は実のところ存在しない。その実態も、一般には知られていない。ハリョとは、様々な亜人種が混在するこの世界特有の混血部族のことを意味するのだ。

　通常はエルフならエルフ、ヒト種ならヒト種という同種の集まりでこの世界の部族社会は形成される。だが、互いに交配可能であるが故に、様々な組み合わせでの混血種も誕生していた。その子供は父母どちらかの部族に属して成長するものなのだが、そこから飛び出して「はぐれ」となる者も少なからずあった。

　原因は様々だが、多くが異なる外見による偏見や、寿命などの違いから生活しづらくなるといったことが多い。そうしたはぐれた者同士が集まって次第に同族意識を抱くようになり、やがて自らをハリョと名乗るようになったのである。

　彼らはこう考える。エルフもヒト種、ドワーフ、ヴォーリアバニーも、この世界の元からの住人ではない。外からやってきた外来種である。だが自分たちは違う。この世界で誕生した独自の種族であり、真の意味でこの世界の原種だ。つまりこの世界の主人は、自分達であるべきなのだと。

　誰が提唱した思想なのかは今となってはわからないが、「はぐれ」であるが故に日々の暮らしにも困り、あえいでいた彼らは「自分達こそが優越者である」とするこの思想に飛びついた。それが彼らが抱く、周囲の全てに対する抱く憤りや、反感、そして虚きょ栄えい心しんを正当化させてくれたからである。

　こうした負の感情に駆られた人間には、悪所の住民達のように現実を認めて開き直る道と、虚栄にしがみつく二つの道がある。

　ハリョを名乗るのは、自我を支えるためにゆがんだ選民意識、つまり虚栄に縋った者達である。

　だが虚栄とは、その文字が表すがごとく虚しいものだ。無い物をあると言い張り、あるものを無いと言い張り続けなくてはならないからである。

　その根底にあるものを要約すると、「全ては他人が悪い」となる。自分が幸せになれないのは、他人が、社会が、世界が悪く、本来自分に与えられてしかるべきものが、不当にも誰かの手によってかすめ取られている……搾さく取しゅされているという考え方である。しかしその考え方は憎悪しか生み出さない。暗いところから明るいところにいる人間を恨みがましい目で見るような生き方は、後ろ暗い感情を増殖させるだけである。怒りと憎悪を滾たぎらせながら、ハリョ達は日々膨れあがっていく感情のもって行き場を求めた。そんな彼らに、この間違った状態を解消するための具体的な行動指針を与えたのがボウロなのである。

「まず、影の部分で帝国に食い込みまする。そして我々の地位を向上させ、やがて内側から帝国を蚕さん食しょくしていくのでございまする」

　誇こ大だい妄もう想そうとも言えるような目標だが、ハリョ達は帝国を内部から蚕食するという陰湿なやり方にとりつかれた。彼らはボウロの下に結集し、地下組織をつくり資金を集め、若者達を訓練し、密偵としての活動を始めたのである。

　そしてその野望の第一歩こそがゾルザルへの接近であった。

　ボウロはゾルザルの影を担う位置を占めることに成功した。やがて非公式ながら、皇太子府の密偵機関にまでに成り上がったのである。

　だが、ここに来ての人材の大量喪失である。この事態はハリョ達の力を低下させるばかりではなく、その存在意義をも揺るがすものとなりかねなかった。

　この状況を打破するために計画されたのが、拉致犠牲者を囮おとりにした作戦だった。

　だが、これにも失敗してしまった。

　罠に嵌はめたはずが、罠その物を食い破られ、折角の囮すらも奪われてしまった。

　敵を侮ったわけではない。敵を翼よく獅じ子しや、剣けん虎この群れぐらいに想定し、偏へん執しつ狂きょうとも思えるほどの罠を用意した。だが実際にやってきた敵は、それをはるかに超える古代龍級だったのだ。

　さすがのボウロも、テューレを前にして頭を床に擦りつけるしかなかった。テューレもゾルザルの前で額を床にこすりつける羽目に陥った。

「……それほどの強敵だったと思うべきなのだろうな」

　ゾルザルは、皇帝や、講和派貴族達の日本に対する態度を負け犬根性と考えていた。だが、今やそれを批難できない自分に気づいていた。

　ここまで負けが続くと、悔しいとも感じなくなる。負け癖か、あるいは諦念とも言うべき感覚に近いかも知れない。

「いや。俺は負けに慣れてなどおらぬ。この失敗を元に、どうやったら対抗できるか、どうやったら勝つことができるかを考えている限り、一時の負けは負けではないのだ」

　そう独白して自らを鼓舞するゾルザルは、テューレを通じてハリョに諜報活動の継続を命じた。

　だが、人材が払ふっ底ていしかかってる現状では、闇に隠れ気配を消して、虎穴を覗き込むような潜入工作は続けられない。そのため、信用はできても能力の低さ故に手伝い仕事しかさせられなかった者を商人に偽装させて、実際に品物を売買しながら品物の値動きを見たり、外側から観察させたりするという方法をとらせたのである。

　それは、たいした効果もないだろうが、やらないよりはマシという感じの選択だった。要するに時間稼ぎである。その間に人材の確保とこれと見込んだ者の訓練を急ぐつもりだったのだ。

　ところがである。何故かこれが幸いした。

　自衛隊とフォルマル伯爵家が築いた防諜網も、強行突破をはかってくる密偵への対処にその力を傾けすぎたのかも知れない。商人として通常の商売をしている限り、密偵達は怪しまれることもなくイタリカ城市に出入りすることが出来たのだ。

　兵士らが垂らした太いロープに飛びついて滑り降りていく訓練の見物をして……「何やってるんです、あれ？」と尋ねたら「ああ、新しい城攻めのやり方の練習だ」と、隠そうともせず教えてくれたと言う。

　これに加えて、兵糧や兵器の購入量、納品の期日といった商人の間で飛び交う通常の情報などを総合することで、正統政府軍の行動計画も推し量ることができた。

　帝国正統政府軍が手配した食糧の量は、全体の規模の割には少なかった。これはつまり敵の予定している作戦期間が短いこと、短期で作戦を終了しようとしていることが分かるのである。

　さらに馬糧の多さが、作戦に投入される馬の数を知る手がかりとなった。

「ここから敵は、速度を重視した作戦計画を立てているということが分かるのです」

　テューレが報告書を読み上げるとゾルザルは、怒気とともに言い放った。

「売国奴共め、俺と戦うのに外国の軍を引き入れるとは、その本性を隠す程のことすらも、出来なくなったようだ！」

　皇太子府に居並ぶ議員達も続々と怒りの声を発した。

　ウッディ伯爵が言う。

「殿下！　彼奴らの罪状に、ついに外患誘致が加わりましたぞ」

　クレイトン男爵が続けた。

「彼奴らがそんなにも破滅を求めているなら、応えてやろうではありませんか！」

　つづいて次期法務官のアブサンが檄文の写しを取り出して議員達に披ひ露ろうした。

「皆さん、これをご覧あれ！　売国奴共は蛮ばん族ぞくにまで兵を出してくれと媚こびているのです。元老院議員、帝国貴族としてどころか、ヒト種としての誇りまでも投げ捨ててるとしかとうてい思えぬ内容です！」

　議員達はその内容を食い入るように読んで、そして嘲笑った。

「連中はそこまで困っているのか？　ならば戦おうなどと思わなければよいだろうに」

「情けない奴らめ」

「要するに、その程度の者だったということだ。国も売って、誇りも売って、自分の懐を温かくすることしか考えておらぬのだ」

「そんな連中と、議場で肩を並べていたと思うだけで悔しくなって来るわい」

　ひとしきり文句を言い合ったあと、議員達はゾルザルを振り返った。

「殿下、戦うのは当然としても、どのような手はずといたしましょうか？」

「うむ。総力を挙げて敵を迎え撃つ。皆にも、兵を率いてもらうぞ」

　その言葉を予想していたのか軍歴のある議員達は勇んだ表情で頷いた。

「戦い方については今更言うまでもないことだ。この日のために議論を重ねてきたのだからな。帝国の興こう廃はいはこれよりの戦にある。有効と思われることごとくを行え」

　ゾルザルの合図で廷臣達が床一面を埋め尽くすほどの巨大な地図を広げた。ゾルザルの傍に控えていたヘルム、ミュドラ、カラスタの三将軍の内、ヘルムが指揮杖を片手に進み出てそれを踏んだ。

「敵は、アルヌスとイタリカの二方向から進んで来るでしょう。マレ、フゥエ、レッキの城塞群は残念ですが、敵に取らせるしかありません」

「捨て石ということか？　だが勝つためならば致し方あるまい」

　議員達から投げかけられる問いに、ヘルムは指揮杖の先で城塞群を示しながら頷いた。そして、杖の先を帝都へと近づけていく。

「もちろん、敵の戦力を漸減させるために極力抵抗させます。マレには歩兵、フゥエには翼竜部隊を増強して迎撃にあたらせましょう。しかし主力は我ら。初戦の勝利で調子づいた敵が勢いにのって、我が国土深くに入り込んで来たところで諸将の出番となります」

　するとゾルザルも立ち上がって言った。

「皆もよく聞け。俺には必勝の策がある。直々に兵を率いてそれを行うであろう」

「おおっ、殿下がおいで下さるなら兵達の士気も天を衝くほどに上がることでしょう」

「だがそれを行うにはいささか時間がかかる。俺がそなた達に期待するのは、それぞれの部署にて皆が少しでも長く敵の足を止めることだ」

　ヘルムは、地図に茶や緑で山や森が描かれた部分を指さした。そこは山は険しく、森は深く、道の狭い土地だ。

「敵を防ぐ絶対防衛線はここ。マーレスとその周辺といたします」




　主戦論派議員達が、戦いの支度をするため皇太子府から勇んで飛び出していく。

　人の流れに逆らうように進んだ古ふる田たは謁見室を覗き込んだ。すでにゾルザルも側近とともに執務室へと立ち去っており、謁見室は廷てい吏り達が地図を丸めて後片付けをしていた。

　古田は、謁見室の片隅に常備されている果物が傷んでいないか調べるふりをしながら、何気なく地図を覗き込んだ。古田が求めるＥＥＩ（Essential Element of Information／情報主要素）は、ゾルザルが何をしようとしているかである。このテルタに居残るのか？　あるいは出撃するのか？　出撃するとしたらどの方面へと向かうのか？

　この戦いはゾルザルを打倒しなければ終わらない。従ってゾルザルの居場所を常に把握しておく必要があるのだ。

　だがいささか遅かった。地図は片付けられてしまい、廷吏達はそれを担ぎ出していった。一人残った古田は、熟れ過ぎで触るだけでつぶれてしまいそうな果物を回収しながらつぶやいた。

「いっそのことゾルザルを暗殺したほうが手っ取り早いんじゃないのか？」

　直接刺し殺せとか、食べ物に毒を入れろと指示されるのは困るが、この謁見室の椅子にゾルザル一人を吹き飛ばす分の爆弾をしかけたりすることには然程抵抗がない。戦闘で多くの犠牲を出すよりは遥かに良いことに思えるからだ。

「そういうわけにはいかないのよ」

　だが古田の考えは背後からの女の声によって否定された。

「殿下の暗殺では何も解決しないわ。政敵を暗殺で倒しても、その後の統治は成功することはないわ。かえって不安定の原因になるでしょう。きっと殿下に成り代わる誰かが台頭してくるわ。それにあの男を殺すのはわたしよ。その役は誰にも譲るつもりはないわ」

　振り返ると立っていたのはテューレだった。

「テューレさん!?」

「マーレスよ」

「マーレス？」

「そう。殿下はマーレスに出撃なさるわ。なんでも必勝の策があるらしいわ」

「いいんですか？」

　敵方のスパイだと名乗った男にそんなことを教えて良いのか。古田は言外にそんな意味を込めて尋ねた。

「いいのよ。もうわたしが殿下に叛はん意いを抱いていることは知っているのでしょ？」

　テューレはそう言って小さなボタン状のものを古田に放った。それは古田がテューレに仕掛けた盗聴器だった。

「どういう仕組みかよくわからないけど、それって相手が何を考えているか分かるような道具なのではなくて？　そんなものをわたしに仕掛けたんだもの、タンスカの作戦も罠だと知っていてわざと強行したんじゃない？」

「…………」

　正しくは無いが、正解に近い洞察である。古田は肩を竦めた。

「貴方は知らなかったんでしょうけど、わたしは自分が身につける物は自分で洗濯しているの。亜人の、しかも愛玩奴隷の衣服を洗うような者はこの皇太子府にはいないわ。だから洗濯女を手懐けたとしても無駄だったというわけ」

　古田は参ったとばかりに両手を挙げた。そして左右に人気が無いことを確認してから訊ねる。

「ボウロとかいうヒトは？」

　するとテューレはそんなことまで知っているのかと目を丸くした。

「あの男には、用を言いつけたわ。だからここにいるのは今はわたしと貴方だけよ。それと、言っておきますけどボウロはヒト種じゃないわよ」

「ああ。亜人種の方ですか」

　詳しい説明は面倒に感じたのか、テューレはそのことに深い説明をしようとはしなかった。

「でもどうして教えてくれるんですか？」

「あの男に敗北を味わわせるためよ。自分がやろうとすることのことごとくが失敗する。必勝の策も、何もかもがうまくいかなければきっと無力感に苛まれるわ。そして自分自身がいかに無能かを悟って絶望をする。それを嘲り、嗤わらって、その上で抉えぐってやりたいのよ」

　うわっ……テューレの抱く憎悪はどれだけ根深いのか。

　どん引きした古田は、危うく呻き声をもらしそうになった。情の深い女性だとは思っていたがそこまでとは。とはいえ、彼女がそうなるまでの経緯のほとんどを聞いていたこともあり、古田はそれもまた当然に思えた。愛する親兄弟や親しい友人を殺されたら、犯人に対して憎しみや強い怒りの感情をいだくのは普通のことだからだ。

「わかりました。その役柄はテューレさんに譲りますよ」

「そ、ありがとう。でも、貴方もずいぶんと優秀な間諜なのね」

「優秀ですか？　俺が？」

　古田には優秀と言われるような自覚は全く無かったので、照れ隠しに頭を掻いた。

「ええ。だって間諜とはとても思えなかったもの。ボウロなんていまだに貴方が間諜なはずが無いって言い張っているわ。それぐらい真に迫った演技だったってこと」

「演技って何がです？」

「誤魔化さなくっていいわ。いろいろと話してくれたけど、フルタって本当に役者よね」

　テューレの物言いには嫌みというか、どことなく古田を詰なじる気配があった。

　その理由が分からないので古田は、何故、どうして？　という意味合いも込めて尋ねた。

「役者!?　僕がですか？」

「そうよ。だってそうでなきゃあんな嘘を……もしかして、貴方って素でああいうことが口に出来るヒトなの？　だとしたら間諜になるために生まれてきたような男ね」

「ちょっと待って下さい。何かこう、そこはかとなく罵倒されている感じが」

「そう感じさせちゃったらごめんなさい。でも、わたしが馬鹿だったわ」

　一瞬でも、貴方っていいなって思ったのが間違いだったとは、口に出来なかった。

「どうしたんです？」

　古田の語る夢に、自分の夢も重ね合わせてしまったとはとても言えなくて、「いいの。わたしが間抜けだっただけよ」と結論だけを口にした。

「だからどうしてそういうことになるんですか？」

「だって、お店を開くって話も嘘なんでしょ？　すっかり騙されちゃったわ」

　すると古田は憮然とした表情で言い放った。

「失礼な！　随分なことを言ってくれますね！」

　古田は言った。自分は根っからの料理人だと。そしてたまたまゾルザルに気に入られたから、間諜をやれと言われただけだと。

「この仕事を真剣にやっている人に失礼だとは思うけど、あえて言わせて貰います。僕は誰かを騙すつもりで店の話をしたわけじゃないっ！」

　テューレは古田の逆鱗に触れたことを悟って慌てて両手を振った。

「ごめんなさい！」

「ごめんなさいじゃないっ！　勝手に人を嘘つき呼ばわりして、勝手に自分を馬鹿だとか言って、勝手に自分が悪かったことにして自己完結ですか!?　いい加減になさい！　僕はここに来て、嘘を口にしたことは一度もない！　敵か密偵かと問われたことがないだけです！」

　古田は腹立ち紛れにテューレを怒鳴りつけた。

　奴隷に身を落としていても、誇り高いテューレにとって、しがない料理人に怒鳴られるなど許容できることではない。だがテューレは、怒るどころか恐縮していた。古田の言いようを聞いて、なるほどなと理解できてしまったからである。

　嘘を全くついてないからこそ、この男には密偵らしさというか、怪しげな雰囲気がなかったのである。本当のことしか口にしていないからこそ、ボウロのような嗅覚の鋭い男が古田を絶対に密偵じゃないと言い張り、ゾルザルもまた信用したのである。

　お前は間諜か？　敵の回し者か？　と尋ねていたら話は違ったかも知れない。だが、それを面と向かって問いかけるのも間抜けな話である。

「じゃ、じゃあ、お店を開くとか、話してくれたいろいろは本当の、本心ってこと？」

「そうですよ。この任務のおかげで手当がついたので、すぐにでも店を開けます。その時には是非テューレさんに手伝って貰おうと、攫さらってでも連れて帰ろうと思っていたけど、がっかりしました」

「えっ!?」

「テューレなんか、そうやって他人を疑って、自分を疑ってればいいんだ！」

　言い放った古田は、テューレを邪魔だとばかりに押しのけて立ち去っていった。

　呆然と立ち尽くすテューレ。

　しばらくすると陰から「テューレ様、戻りましてござりまする。……どうなされたのでござりますか？」とボウロの声が響く。

　するとテューレは陶然とした表情のまま答えた。

「黙りなさい。今は、この余よ韻いんに浸らせておいてください」

「余韻とは何でござりまするか？　何があったので？」

「嬉しいことに決まっているでしょう」

　テューレはそう呟いた。





　　　　　＊　　＊






「売国奴共が動き出す前に準備の全てを済ませよ！　急げ！」

　ゾルザルより帝国軍最高司令官に任じられたヘルムは、準備を強引に進めた。

　ミュドラは武器や食糧、カラスタは資金を付近の属州や商人達から力ずくで徴ちょう発はつし、各地から集めた兵力を惜しむことなくマーレスに向けて送り出した。

　さらに、時を同じくしてイタリカや、アルヌス周辺でゲリラ活動を活発化させた。各国の部隊や隊商を襲撃して物資の調達妨害を試みる作戦である。

「では、俺たちもそろそろ参ろうか」

　そしてゾルザルはヘルムらと共に選び抜いた精鋭のみの一万を率いてテルタを出発したのである。

「こんな馬車まで用意させたのですか？」

　ゾルザルに同行するテューレが、内装を見渡しながら驚嘆していた。

「うむ。前に、帝都に乗り込んできた不ふ埒らち者ものが、荷馬車に偽装した乗り物を用いていたそうだ。衛兵共はまんまと誤魔化されてしまったが、考えてみれば使える策なのでな、用意させてみた」

　それは外見的には柴や飼い葉を積んだ荷馬車だが、その実、中身は貴人用の馬車というものであった。

「おまえはこれを使え。俺も時々はこれを使う。どれ、ひとつ乗り心地を試してみるか」

　ゾルザルはそう言ってテューレを押し倒した。

「試されるのは馬車の乗り心地ですか？　それともわたくしの乗り心地でしょうか？」

「両方だ」

　実際、その偽装車は窓からの見晴らしこそ悪いが、乗ってみると案外に悪い乗り心地ではなかった。見晴らしの悪さも、外から覗き込まれる心配がないと思えば欠点ではない。

　問題があるとすれば遮しゃ音おん性せいだろう。テューレの嬌きょう声せいが外に筒抜けなのだ。

　ほんのわずかに開いた隙間から見える外には、農夫や商人に身をやつした兵士達の姿があるが、ちらちらと視線を向けて来るところからすると、若い兵士達にはかなり迷惑なことになっているようだ。これから戦場で血みどろの戦いに挑むことになる彼らにとっては、気の毒としか言いようがないことである。

　列をつくって進むケンタウロスなどの亜人達も、聞き耳を立てているのか、しわぶき一つたてず妙に大人しくしていた。

　兵士達は陽が沈み暗くなってから少人数のグループに分散する。

　闇夜を夜目の利く怪異達の先導を受けながら、地元の人間でなければ使うことのないような森道や山道ばかりを進むのである。

　偽装馬車の乗り心地を確かめ終えたゾルザルが去り、一人残されたテューレは身み繕づくろいをしながら独り言のように呼びかけた。

「ボウロ……ついてきていますか？」

「はいでござりまする」

　さすがに床下からというわけにもいかず、ボウロは御者台から声をかけてきた。どうやってかは知らないが御者と入れ替わっていたようだ。

「いよいよ帝国が二つに分かれて血みどろの殺し合いをすることになりました。これまでの苦労が報われたというものです」

「親子兄弟の殺し合い。どちらが勝っても、帝国はかつてのような隆盛を取り戻すことは難しいことでありまする」

「混乱が長引き、犠牲者が増えるようにもう一押ししたいところですね。ゾルザルの秘策とやらが気になります。調べることは出来ますか？」

「調べてどうなさるおつもりで？」

「フルタに教えます」

「料理人のフルタですか？　何のためでございまするか？」

「殿下の動きを敵に伝えるためです。あの男は敵方の間諜なのです。あの男もそう告白していたではありませんか？」

「テューレ様。何度も申しまするが、フルタは敵の間諜などではございません。テューレ様をたぶらかすために、嘘をついてるのでございまするよ」

「ほほほほほ。私をたぶらかして何の意味があると言うのです？」

「フルタめはテューレ様に懸け想そうしておりまする。だから意味ありげなことを語って、テューレ様の気を引こうとしているのでする」

「本当にそう思いますか!?　あの人がわたしに懸想しているなんてこと……でも、たとえそうだったとして……でも、そう、それが何だというのです？　気にする必要なんてないじゃありませんか？」

「ですが、テューレ様もあの料理人にはお心を許してらっしゃる。あの者は嘘つきの夢語り。料理の腕前こそ確かでしょうが、実のあることは何一つ語ったことはござりませぬる。いずれ開くという店ですら、氷がなくとも食べ物を冷やせる氷ひ室むろを置くとか、看板に昼間のように明るい灯火を用いるとか、夢のようなことばかり並べておりまする」

「あの人は嘘なんかついてません！」

「…………」

「あの男は正直者なのです。貴方のような男にはわからないのです」

「お気を確かにテューレ様。正直な密偵などいるはずがありませぬ。ここ最近のテューレ様は、あの者の偽りに、毒されているかのように見えまする」

「わかりました。気をつけることにします。ですがボウロは殿下の秘策とやらを探るのです。わかりましたね？」

「容易いことでございまする。ですが、此度はお側を離れますると、戻ることがいささか難しくなりまするがよろしいのですか？」

　実のところゾルザルがどの道を進もうとしているのかは、付き従っている兵士達ですらわかっていないのである。

　それぞれの部隊でも、厳重に封ふう緘かんを施した暗号命令書を手渡され、定められた期日に、暗号を解くためのキーワードを教えられている兵士が名乗り出るまでは、指揮官ですら目的地がわからないという処置が執られている。

　さらに、道々に出会う土地の住民や、旅人などは片っ端から殺してしまうという残忍な防諜体制が敷かれていた。これによってゾルザル率いる本隊は味方からすらも、どこにいるかわからなくなっているのだ。

「どの道を通ったとしても、最終的な目的地はマーレスのはずです。そこで合流しなさい」

「それまでテューレ様をお一人にしてしまうことになりまするが……」

「構いません。ここでゾルザルの秘策とやらを暴けば、あの男の絶望する顔が見られるでしょう」

「…………殿下が絶望されると？」

「そうです。あの男ががっかりするところを見たいのです。いけませんか？」

「いいえ。ですが、テューレ様はその後のことを考えておいででございまするか？」

「何を考える必要があるのです？」

「………………確かにテューレ様におかれましては必要のないことでするな。かしこまりましてございまする。ただちに仰せにしたがいまする」

　ボウロは、この言葉を残して気配を消した。

　ゾルザル率いる主力が移動を開始したのは、丁度イタリカからの檄文に応える諸侯達が兵力を移動させ始めた時に重なる。

　さらに自衛隊は、活動を活性化させたゲリラへの対応に追われて偵察力の大部分をゲリラが活動する地域へと集中させていた。そのため、遙か後方を移動するゾルザル軍の姿を偵察機のカメラが捕らえることもなかったのである。




　峻険な山々と奥深い森の広がるマーレス。

　久く瀬ぜ一等陸佐率いる第一戦闘団はこれまで快調な進撃を続けてきたが、この森で頑強な敵の抵抗に遭遇することとなった。

　遠くから銃声や砲声が響き渡る中、久瀬は八二式指揮通信車の上部ハッチから顔を出すと双眼鏡に目を当てて音のする方向へと向けた。

「やはり道路がふさがれていたか」

『はい。鹿ろく砦さいを排除しようとしたところ、「眼鏡犬スコープドッグ」が五体、襲撃をかけてきました』

　最前線の指揮官の声が無線を通じて送られてきた。

「眼鏡犬」とは、重装オーガーの自衛隊内での通称である。テレビアニメに出てくる人型陸戦兵器に外見が類似していたため、その名で呼ばれるようになったのである。

「で、状況は？」

『はい、キャリバー重機関銃で応射したところ敵は森の中に逃げ込みました』

「わかってるな？　隊員達に深追いさせるなよ」

　待ち伏せ、罠への誘い込みは、これまでも多用されて来た戦術である。というより、ゾルザル派に許された戦術はこれより他にないとすら言えた。従って、この地域で敵と接触した場合、主力はベッサに迂う回かいして進むことになっている。この戦いの目的はゾルザルを討つことにあり、敵と戦って撃滅するのは、そのための手段に過ぎないのだ。

　だが、だからといってこの森に隠れている敵を放置してよいわけでもない。組織的な抵抗ができないよう、待ち伏せする敵をあぶり出し、撃破しておく必要があった。

「敵が来たぞ。気合いを入れろ。へまするな！」

　これまで第一戦闘団隷下の各中隊は戦闘車両を先頭に押し立てて、散発的な敵の反撃を押しつぶすように前進して来た。だが、見通しが悪く、足場もしっかりしない山岳地域や森林内では、そうした装備が力を発揮しにくい。動きが悪くなったところで人海戦術をかけられれば、陸上自衛隊でも苦戦を強いられてしまうだろう。しかも「眼鏡犬」の身につける鎧は分厚い鉄の塊だ。五十口径級の火器でなければ倒せない。六四小銃を主装備とする普通科の隊員にとっては相当に危険な相手なのだ。では、どうしたら良いか。敵の隠蔽を引っ剥がすのが一番である。さっさと姿を現してもらう。これは、そのための威力偵察なのである。

　あちこちで、迫撃砲の発射音と着弾音がこだまし始めた。偵察ヘリのＯＨ１ヘリからの誘導で着弾が調整されていく。

「一佐。各中隊は敵と接触、戦闘状態に入っています」

















「うむ。連絡路の確保には特に気を配れ」

　人間の目は前にしかついていない。敵味方が前後に入り乱れて混戦に陥るのが、もっとも危険だった。その為には敵の浸透を許してはいけない。とはいえ、どれほど機械が発達し、装備が新鋭化してもゲリラ対策に妙手はない。

　敵の攻撃を払いのけ、逃げる敵を追って居場所をつきとめ、砲弾の雨を降らせて組織的な抵抗力を粉砕し、バラバラとなった残敵を掃討する。比喩表現に「虱しらみ潰つぶし」という言葉があるが、それに似た地道な作業だけが対ゲリラ・コマンド戦を勝利へと導くことができるのである。

　普通科の隊員達は、銃を構えた姿で森の木々の間をゆっくりと進む。

「『眼鏡犬』が出てるらしい。擲てき弾だんの用意をしておけよ」

　小隊長の命令を受けて、擲弾を引っ張り出す作業に気をとられた隊員に、空気を切り裂く音と共に矢が飛来する。

　隊員が倒れ、ただちに反撃の銃火が浴びせられた。すると木の上から帝国兵が落ちてくる。

　それを合図に、地に伏せて体に木の葉をまとって隠れていた帝国兵達が、一斉に姿を現して獰どう猛もうな殺意を顔に貼り付けて向かって来た。

　指し呼この距離での近接戦。

　犠牲も顧かえりみずに襲ってくる敵に、隊員達は根気強く銃撃を浴びせかけた。

　機関銃の掃射が放たれ、その弾雨が敵をなぎ払うと同時に、大木の樹皮をあたかもチェーンソーのごとく削り取っておがくずをまき散らした。

　巨大な鋼鉄の鎧をまとったジャイアントオーガーが姿を現す。巨大な棍棒を振りかざしながら数頭の巨人が隊員達に近づいた。

「『眼鏡犬』の足は速くない！　慌てず、ゆっくりと下がれ！　擲弾！」

　隊員達は一斉に後退した。用意を終えていた隊員達は「撃て」の号令で小銃擲弾を放った。

　そのすべてが命中したわけではない。だが、四方八方から放たれる弾頭の爆煙に包まれながら、一発の直撃を受けた重装オーガーが倒れた。

　もちろん、すべての戦いが、このようにうまく運ばれたわけではない。

　敵の待ち構えている中に踏み込んでしまい、前後左右からの痛烈な襲撃を受け、オーガーの振りまわす棍棒に叩き潰される隊員も出てしまった。だが、全般的には丁寧に包囲して、じわじわと追い立てるという戦いによって帝国軍の組織的な反撃は封じられていった。

　久瀬は振り返ると地図を覗き込んでいる幕僚に問いかけた。

「敵の位置は特定できたか？」

「はい。敵は逃げ散らずに一カ所に向かっています。左前方の一番手前の高地から、二番目の高地のあたりですね。我々をそこまで引き込もうという企図なのでしょう」

　退却を始めた敵の移動方向を地図で線引きすると、「一番高地」と「二番高地」の谷間で交点が出来る。敵の移動速度を勘案すると……。

　久瀬は「五～六分後には砲爆撃を加えたいところだな」と指先で地図を叩いた。

「もう少し範囲を絞った方が効果的です。今、上からＯＨ１ニンジャが確認しています」

　上空をＯＨ１ヘリが舞っている。その指示で砲撃の目標が定められていく。

「砲撃開始！」

　後方に控えた特科の七五式百五十五ミリ自走榴弾砲が火を放ち、一発あたり約七キログラムのＴＮＴを炸薬として充填された砲弾が谷間へと降り注ぐ。その爆発によって森は炎に包まれ、その衝撃波は大地を構成する土砂を、あたかも混ぜ返すようにひっくり返した。

　巻き込まれた帝国兵達の多くが命を落とした。そして奇跡的に助かった者もこんどこそ本当の壊かい走そうを始めた。それは敵を誘い込むための組織的な退却ではなく、自分が生き残るための逃亡であった。




「ウッディ伯爵、敵が参りましたぞ」

　息を切らせたクレイトン男爵が、斥候の兵士とともにベッサの丘を登ってきた。

「ああ。鉄トンボも舞っている」

　見上げれば偵察ヘリニンジャが、弓や投石機では決して届かない高度から見下ろしている。

　丘の頂にいるのは伯爵と兵士達数人だけである。

　空からはここがどう見えるだろうか？　自分達がいるのが見えているのだろうか？　見えているとしたらその目にどんな風に映っているのだろうか？　と、ウッディ伯爵は思った。

「敵のほとんどは、鋼の箱車に乗っております」

　この地にあるのは石ころと、その隙間から生えている雑草だけだ。その荒野を縦断するかのように一本道が開かれていて、敵はこの道をやって来る。

「うむ。今見えた」

　ウッディの居る場所からも、近づいてくる敵を遠望することが出来た。

　斥候の報告を確認したウッディ伯爵は、「予想通りである。手はず通りにせよ」と命じた。

　このベッサはマーレスから南に向かって馬で一日ほどの距離にある。

　敵が難所とも言えるマーレスを迂回するなら、必ず通らなければならない交通上の要所であった。

　ウッディは傍らに立つ兵士を伝令として走らせた。

「よいか。急せいては事をし損じるぞ。かならず命令を待てと、兵らに繰り返し伝えよ」

　兵士は、鎧の金具の擦れ合う音を立てながら坂道を駆け下りていく。石ころや砂さ礫れきを蹴って、土埃をあげながら走り、突然地面に倒れるようにして伏せると、地面に向けて声をかけた。

「急いて事をし損じるな。命令を待て」

　そして、立ち上がってまた別の場所へと走る。

　よく見ると、その地面には裂け目があった。そしてその薄暗い空間を覗き込むと、いくつもの目が光っていた。

「命令を待て！」

　ここはマーレスと違い、身を隠せるような森がない。だがそのかわりに大きな岩が転がり、地面は起伏に富んでいる。ウッディはそれを武器にすることにしていた。

　ゴブリンやトロルを使役して、待ち伏せのための壕ごうを掘らせ、空からの偵察にも耐えるように掩えん蓋がいを被せ分厚く土を盛り上げた。そしてその中に兵達を隠し、ぎりぎりまで敵を引きつけて襲いかかるように指示したのである。

　もちろん一カ所や二カ所の話ではない。ベッサの至る所にこうした塹ざん壕ごうが築かれ、およそ一万人もの兵と怪異達が身を隠している。

　こうして重層的な陣地の奥深くに、敵が入り込んだところで一斉に襲いかかり、敵味方相乱れる混戦へと巻き込もうというのが彼の目論見であった。

　だが、ウッディが予想だにしない事態が起こった。

　帝国兵が鋼の箱車と呼称している敵の兵器が、道から外れて塹壕に向かってまっすぐ突き進んだのである。

　そしてその一両が掩蓋を踏み抜いた。要するに中へと落ちたのだ。

　敵を落とし穴にひっかけた。それが最初から狙っていたことならば作戦成功と誇れるところである。だが敵が塹壕に落ちてくるとは思っていなかったため、中に隠れていた帝国兵達も、一瞬どうしたら良いかと反応に困ってしまった。軽率に動くな、合図を待て、と念を押されていたこともあり、一瞬のお見合い現象が起きた。

　陸自の隊員達からすれば、落とし穴に落っこちて、「どうした！　何があった!?」と八七式偵察警戒車ＲＣＶから降りてみれば、そこに敵がぎっしりと詰まっていたのだからびっくりである。

「あ……」

「あ」

　第二次世界大戦での出来事である。米兵が友軍だと思って近づいたところ、実は相手がドイツ兵だったということがあった。この両者は互いに戦うことなくそのまま離れた。互いに相手を味方だと思っていたため、互いの顔や服装を見て敵だと気づいた時には、どうしていいかわからないまでに近づいていたのだ。彼らに出来たことは互いに顔を前に向けて進み、すれ違うことだけだった。

　それに似た現象が、塹壕の中に隠れていた帝国兵と自衛官達の間で起きた。

　隊員の一人が、思わず「あ、ども」と手を上げたりした。すると帝国兵も「あ、ああ」と戸惑いながら手を上げて返したのだから互いに相当混乱していたに違いない。

　だが「何をやってる？」と軽装甲機動車がやってきて、中から指揮官が声をかけたことで、そのとぼけた雰囲気が破られた。

「馬鹿！　敵だっ、撃て撃てっ！」

　号令に我に返った隊員達が引き金を引く。そしてその発砲音を合図にして、周囲に隠れていた帝国兵達が一斉に姿を現すという遭そう遇ぐう戦せんが始まってしまった。

　丘の頂でウッディ伯爵は歯がみして悔しがった。

「くそっ！」

「どうしますか伯爵」

「この期に及んで躊躇っている余地などない！　戦え、戦うのだ」

　ウッディ伯爵の命令によって、あちこちに伏せていた帝国兵が一斉に飛び出した。完全に取り囲むという目論見こそ駄目になったが、敵に肉薄して白兵戦に持ち込むという計画そのものはまだ失敗に終わったわけではないのだ。

「進め！　進め！」

　弾雨が降り注ぐ中で、あちこちに転がる岩に偽装した張りぼての中から、攻城槌が引き出される。

　柴を積み上げた荷車に火が放たれ、坂の上から一斉に押し出された。さらに戦象や犀さいに似た恐獣が引き出され、地面を叩くような足音を轟かせながらものすごい勢いで進み始めた。

　火の車、そして攻城槌。さらには恐獣の群れ。そして湧き出てくる怪異達。

　ゴブリンやトロルが七四式戦車に蟻のように群がってよじ登り、主砲にまたがる。そして砲弾をはじき返す頑強な装甲に、剣を何度も何度もたたきつけ甲高い音をさせ、破壊可能なライトなどの装備を破壊していった。

『右も左も敵ばっかりだ！』

『た、助けてくれ。反撃の方法がない！』

　とりつかれてしまえば対抗手段のない戦車からの悲鳴が無線機に流れた。敵兵を振り払おうとしているのか、あちこちを暴走する戦車もあった。実際それではじき飛ばされる敵兵もあったが、隊列を崩し、敵中にかえって呑み込まれる結果となった。

　突然目の前にあふれ出した敵兵に自衛官達は驚きを禁じ得なかった。目に入る敵を相手に遮しゃ二に無む二に発砲することしか出来なかった。

「慌てるな。落ち着いて対処しろ。無理に振り払おうとするな。味方に取り除いてもらうのを待て！」

　冷静な指揮官の声に次第に隊員達は落ち着きを取り戻しつつあった。

　だが次々と押し寄せてくる攻城槌や戦象や犀部隊がそれを許さない。それらは装甲車の側面にすさまじい勢いで激突し車体を大きく揺らした。装甲を激しくへこませ搭乗していた隊員達は放り出されてしまう。隊員達は急いで方陣を組んで近づこうとする敵を振り払った。

　六〇式自走無反動砲が火を放ち、その直撃弾を受けた犀があたかも蹴飛ばされたかのように転がって息絶える。

　七四式戦車の主砲が咆ほう哮こうし、群がりしがみついていたゴブリン達は、その衝撃で数メートルもはじき飛ばされてしまった。

　だがそれでも帝国軍は数の暴力によって、自衛隊を包み込む勢いを見せていた。

「よしっ！　進め進め、兵達を進ませよ！　ゾルザル殿下がおいでになるまでなんとしても、ここを死守するのだ」

　ゾルザルは必勝の策があると言った。ウッディらにできることはそれを信じて少しでも長く敵をこの地に釘付けにすることだけだったのである。




　狭きょう隘あいな谷を形作る崖の側面をえぐって造られた洞穴の内部。その暗がりの奥に無数の翼竜がとまっていた。

　どの翼竜にも鞍くらが置かれ竜騎士達が跨がって指揮官の命令を、息を呑んで待ち続けている。

　指揮官のポダワンはその禿頭ににじむ汗をしきりと拭ふきながら、洞窟の開口部に身を潜めるようにして地平線の彼方をじっと見つめていた。

　敵の偵察兵はめざとい。どうやってか知らないがほんの少しでもその躰を曝さらすと見つけ出して攻撃を加えてくる。そのためポダワン達は自身と、翼竜に泥を塗りたくった。顔に泥を塗るという言葉があるように、それは誇り高い竜騎士達にとっては屈辱的なことである。だが、勝つため、そのためだけに全てをこらえ、敵を待ち続けていた。

　空の向こう、かなり高い高度には偵察の翼竜が単騎で飛び続けている。

　敵の偵察に発見され、空中で盛んに旋回し、上昇と急降下を繰り返している。

「見つかってしまったようじゃ」

　翼竜が墜落していく。だが地に激突するまでのわずかな合間を利用して、偵察兵から、太陽光を手鏡で反射させての信号が送られて来る。帝都防空での経験から編み出された通信方法である。

「ポダワン伯爵。四回点滅、間を置いてさらに四回です」

「うむ、敵が近づいて参ったという報せだな……死に瀕ひんしてもなお任務を遂行しようとする心意気は真にあっぱれ。皆もよく聞け。おそらくここが我らにとっては最後の戦いの場となるであろう。ここを抜かれれば後は無い。そう心得て奮起するのだ、いいな！　では参ろうぞ！」

　翼竜達は一斉に翼を広げた。




「陛下。もうそろそろフゥエ城塞が見えて参ります」

　副操縦士がデュランの耳に口を寄せて言った。

　第四戦闘団のヘリの群れは平原地帯から、深い森と険しい山に囲まれた山岳地域へと入った。険しい山間を縫うように進んでいく。この谷を塞ぐようにして城塞が立ちはだかっているはずであった。

　兵士達は身を乗り出すようにして眼下を流れる緑の森を見て「すげぇ」とその速さに驚嘆している。高い視点からの雄大な景色に慣れた分、匍ほ匐ふく飛行の迫力はいっそう引き立つのだ。

　デュランもその勇壮さに気分の昂揚を抑えることが出来なかった。

「さぁ、帝国の奴らに、目に物を見せてやるかの」

　剣の柄を握る拳にも思わず力が入った。

「ん、なんだ？」

　だが、どこに隠れていたのか、突然、丘陵の稜りょう線せんを越えて翼竜の群れが横切った。

「あぶない！」

　上空から鎖をつないだ網が次々と投下される。そのほとんどが見当違いの方角に投げられたのだが、数機のヘリがローターを絡め取られた。たちまちヘリコプターは揚よう力りょくと安定を失い、独こ楽まのように激しく回転しながら急速に高度を下げる。

「何事だっ!?」

　はげしく揺すられる機内で、振り飛ばされないように掴まるのが精一杯の兵士達。その一人が敵の姿を認めて怒鳴るように声を上げた。

「ゾルザル派の竜騎兵だ！」

　周囲では射撃が始められ、空中からの襲撃を躱すべく機体は激しい旋回を繰り返す。

「へ、陛下！　こ、こ、これは大丈夫なんでしょうか!?」

　投げ出されまいとシートにつかまった兵士が声を張り上げる。

「んなこと、儂が知るか！　喋るな、舌を噛むぞ！」

　ちょっと揺れるどころではない事態に、デュランも声を張り上げることしか出来なかった。




「よし、奇襲に成功！」

　ポダワンの「一気に落とせ！」という号令と共に、竜騎兵達は一斉にヘリコプターの集団に襲いかかった。





　　　　　＊　　＊






　ゾルザル麾き下かの帝国軍一万は集結を済ませると軍装を整え、武器を配り、隊列を組んだ正規の軍としての体裁を整えての行軍を始めた。

　最初は長蛇の列を作って進んでいたが、街道が平原にさしかかると洪水が堤防を越えて溢れるように、兵士達も道から平原に出て横幅を広げ始めた。

「横隊！　右向け前へ」

　部隊長の「すすめ！」の号令で、兵士達はあたかも精せい巧こうな機械仕掛けのように方角を変え、隊列を作り替えて、長蛇を四角い隊形へと転換する。それぞれの隊旗を先頭に押し立てて、槍先を並べ、楯をそろえて、あたかも一頭の生き物のように歩調を整えていった。

「陣形を整えよ！」

　ミュドラ将軍の号令で、それらの方陣は市いち松まつ模も様ようのように互い違いに並んだ。

　ゾルザルの本陣では、彼に従うヘルム、ミュドラ、カラスタの三将軍、そして幕僚達の馬が続き、帝国国旗、帝国軍軍旗、皇太子軍旗など様々な色彩の旗を掲げた旗手がその後を追っていた。さらに命令を伝達し戦意を沸き立たせるための鼓笛隊が続く。

　テューレが乗っていた偽装馬車も、偽装を解かれて通常の貴人用馬車としてゾルザルの隣を進んでいた。

「ゾルザル様。ここは本当にマーレスなのですか？」

　テューレは首をかしげながらゾルザルに尋ねた。

　険しい山と深い森が広がる難所へと向かっていたはずなのに、たどり着いたこの地は、なだらかで緑豊かな平原が広がっている。不思議に思うのも当然と言えた。

　だが、ゾルザルは意外そうに答えた。

「誰が、マーレスに向かうと言った？」

「はい？」

「俺は、必勝の策があると言っただけで、マーレスに向かうとは一言も告げておらぬ」

　マーレスでは、主戦論派の将軍達や兵士達がゾルザルの来援を信じて必死に戦っているはずである。なのにいったいどうして。テューレは戸惑いを隠すことが出来ず、狼狽えるように尋ねた。

「…………ではここは？」

「フォルマル伯爵領のイタリカだ。見ろ」

　ゾルザルの軍は陣列を組んだまま丘の稜線を越える。

　すると突然視界が開け、緩やかな下り坂の向こうにイタリカの城市が見えて来た。

「まさに敵の急所だ。敵の中枢を落とし皇帝の身柄を押さえれば、俺たちの勝利だ。これが、俺の必勝の策だ」

「敵の意表を突くことが出来ました。獅子や龍の目鼻は大変に鋭いですが、獲物に襲いかかる時だけは前しか見えなくなるもの。その時こそがつけ込む隙なのです」

　幕僚の一人が言い、ヘルムがゾルザルに語りかけた。

「今のイタリカは全くの無防備です。かなり楽が出来ましょう」

　イタリカの正統政府軍が防御態勢を整える前に、襲いかかることが出来れば理想的だとヘルムは語った。城門が閉じられないうちに城内に突入できればなおよいが、いくらなんでもそれは都合の良すぎる展開で期待は出来ない。敵とて木で偶くではないからだ。

　なので行うべきは強襲ということになる。敵が混乱している内に迅じん速そくに城壁にとりつくことに成功すれば、多少の被害は出るだろうが短時間で陥落させられるに違いない。

「手間がかかるようなことはしたくないぞ」

「はい。時間をかけ過ぎると敵の本隊が戻って来てしまいます」

　じっくり時間をかけていられない理由がそれだ。ヘルムは限られた時間内に敵の城を陥落させるという難題に挑まなければならない。

　もちろんゾルザルもヘルム一人に全てを押しつけるつもりはない。正攻法と奇策を併用することで、勝利の確率を上げようと努力している。

「ボウロ……皇帝の身柄確保は任せたぞ」

　テューレの馬車を操っていた御者が、振り返る。

「は、くひひひひひ。この度の戦いは我らにとっても決戦。ハリョの全戦力を、根こそぎつぎ込みまする」

「ボ、ボウロ！　貴方なぜここに」

　ボウロがここにいるはずがない。「答えなさいボウロ。貴方が何故ここに居るのですか？」というテューレの問いかけに、ボウロは首を竦め、ゾルザルやヘルムが嗤った。

「テューレ。ボウロがここにいて何か不都合でもあるのか？」

　ゾルザルに問われてテューレは怯おびえた。

「い、いえ」

「お前はボウロとの連絡役に過ぎない。俺はこれまでそう言ってきた。連絡役を飛び越して俺が直接命令を下したとして、何か不都合でもあるのか？」

　テューレは首をぷるぷると振った。

「ボウロがここに居るはずがないと思うのは、何かを探らせるつもりだったからではないのか？」

「い、いえ、それは。そんなことは」

「隠さなくていいんだぞ。お前が俺を裏切っていたと聞いた時、俺もショックだった。眠れぬ日々が続き、腹立ち紛れに八つ当たりを奴隷にしてしまい、何人も殺してしまったほどだ」

　ゾルザルの言葉は語れば語るほど、どんどん力と怒りが込められていく。

「かわいそうなことをしてしまった。そうは思わないか？　かわいそうだよな。かわいそうな奴隷達。俺は女達を皆殺しにしてしまった。それぐらいに腹が立ったんだ」

　テューレは息を呑んだ。

　ゾルザルは馬から下りると、ゆっくりとテューレの乗る馬車へと歩み寄る。

　テューレは竦んで動けなくなっている。ゾルザルは腕を伸ばすとその腕力でテューレを引きずり下ろす。

「で、殿下、違うのです」

「言わなくて良い。静かに、黙れ、口を閉じろ」

「ああ、殿下、信じて下さい」

「黙れと言っているっ！」

　ゾルザルの怒声にテューレは身を竦ませて口を閉じた。するとゾルザルは満足そうに微笑む。

「考えてみれば、俺もお前を裏切っている。お前の部族を助けて欲しいという願いを聞きとげることなく、滅ぼしてしまったのだからな。お前の仲間を、一族を捕らえ、奴隷として売りさばいたのは俺だ。しかもそれをずうっと黙っていた。何時気づくだろうか、気づいた時、お前がどんな顔をするだろうか、悲しみに嘆くだろうか、怒りに駆られて俺をなじるだろうかとその姿を想像して胸を躍らせていたのだ。寝ている間に俺を刺し殺そうと、刃物を懐に忍ばせて近づいてくるんじゃないかと、そんなことになることを期待していたんだ」

「そ、そんなことを」

「ところがお前はいつまでたっても、何の反応も見せない。あまりにも知らぬ顔を続けているものだから、お前の部族がどうなったかが分かるような書類を目につくように置いたりもした。兎が何羽売れましたといった報告書をな。読んだであろう。読んだはずだ？　違うか？」

「ひっ……」

「それでもお前は態度を変えなかった。だから俺は騙されてしまった。お前が俺のことを愛しているものだと思った。恨うらみも辛つらみもすっかり水に流したと思った。随分と冷たい情の薄い女だと思った。正直言えば非常にがっかりさせられた。だが、その代わり便利な女奴隷が出来たと思えばそれはそれで許せた。お前は俺が傷ついた時、励ましてくれたし、元気づけてもくれたからな。俺を喜ばせるためなら何でもしてくれた。あれはとても嬉しかった。それらを本心だと思って、俺はお前をすっかり信頼して、多くの仕事を任せてしまった。それをお前は裏切った。いったいどうしてくれようか？」

「そんなものは信頼とは言わないわ。それはタカをくくると言うのよ。応えてやる義理はないわ」

　窮きゅう鼠そが猫を咬むようにテューレはゾルザルに腕を振り上げた。だがゾルザルの太い腕に遮られ、逆に押さえ込まれてしまう。

「そうだ、それでいい。お前には俺を恨む権利がある。復ふく讐しゅうの刃を向ける権利がな。お前の怒りは正当なものだ。だがそれの示し方が良くない。裏切りっぱなしだ。最初に俺の期待を裏切り、次に俺の信頼を裏切った。そして今も、俺を裏切ろうとしてる。この体たらくはいったいどうしたというのだテューレ。お前ほどの女なら裏切りがバレたら命いのち乞ごいなどせずに潔いさぎよいところを見せるべきなんじゃないのか？　命乞いをして、それがダメなら罵倒するなんて、あまりにも無様すぎるぞ」

「どうして、あんたの都合に合わせてやらなきゃいけないの？」

「あん？　もう一度言ってみろ」

「だから、どうしてあんたなんかの思った通りに振る舞ってやらなきゃなんないの!?」

　テューレは全身の力を込めて叫んだ。せめて、ゾルザルの鼓膜なりを声で殴りつけてやらなければ気が済まなかったのだ。さすがにゾルザルも顔をしかめた。

「……なるほど、なるほど。お前は俺の期待を裏切るということで、復讐しているということか？」

「そうよ。あんたの思った通りになんて、絶対に振る舞ってなんかやらないわ」

「ほほう。だったら、俺の期待を最後まで裏切り通すことが出来るかやって見せるがいい。俺はお前がどこまでそんな突っ張った態度をとれるか是非見てみたい」

　するとボウロが馬車から降りてきて頭を下げた。

「くひひひひひひひひ、殿下。どうぞわたくしめに、この兎女を下げ渡されますようお願いいたします」

「そうだな。戦い前の兵士達を疲れさせるようなことはしたくないからな。お前達ぐらいがちょうど良いだろう」

　戦場にいるのは兵士ばかりではない。ゾルザルのような男が従軍するにあたっては、身辺の雑用や下働きのための奴隷達が必要なのだ。ボウロはその奴隷達の代わりに自分の手下を入れていた。

「な、いったい何をしようと言うのです？」

「俺は、お前が泣き叫び、許しを請こう姿を期待している。慈悲の死を与えろと叫ぶことを期待しているぞ」

　その言葉を合図にボウロを先頭に七～八人の男が迫った。

　男達の下卑た視線に自らの運命を悟ったテューレは、ぐびりと唾を呑み込むと勇気を奮い起こして叫んだ。

「ふ……ふん！　この程度の人数で足りるもんですか。わたしに許しを請わせたかったら、この十倍はもって来なさいゾルザル。揃いも揃ってあんたのお粗末な逸いち物もつと同じサイズだったら、十倍どころか百倍は必要でしょうね！」

「な、なんだと？」

　あまりの言いようにゾルザルも目を剥いた。

「俺は、そこまで……」

　お粗末ではないと言い返そうとするも、テューレは被せるように叫んだ。

「違うと言うなら、さっさとズボンを下ろして逸物を並べて見せなさい！　最初に、誰が一番かをとっくりと見比べてあげるわ。どうせひと撫でかふた撫でで果ててしまうでしょ？　そんな代物でわたしに許しを請わせたいなら回数を覚悟しなさい。もうだめだ勘弁してくれと言っても、許してやらないから、そのつもりで来なさい。枯れ果てて打ち止めて、どんな女を見てもピクリともしなくなるようにしてやるから！」

　さすがにそれは嫌だと思ったのか、男達は股間を押さえて一斉に一歩退いた。テューレの迫力に圧倒されてしまったのだ。

　誰ともなくこんなつぶやきが漏れ聞こえた。「この女やだ。食い千切られそう」

　ゾルザルまでもが、気がつくと後ずさっていた。

「殿下。それどころではありません」

　すると、カラスタ将軍が声をかけてきた。

　せっかくの好機である。無防備な都市を前にして軍隊が整列してゾルザルの号令を待っているのだ。

　こうして無駄に時間を費やしている間にも、イタリカは防備の体制を整えつつあるはずだった。

　案の定、城門が開かれて中から兵士達が出て来る。見ていると城市を背にし、横に方形を広げた陣形を作り上げようとしているようであった。

「ちっ」ヘルムや幕ばく僚りょう達はそれを見て舌打ちした。

「売国奴共め、野戦でも挑もうと言うのか？」

　ヘルムがゾルザルを振り返って叫ぶ。

「殿下！　まだ間に合います。ただちに攻撃命令を！」

　陣形が整わないうちに襲いかかれば、敵はまともに戦い続けられない。混乱に陥り敵は城内に逆戻りすることになるはずだ。予定とは違うが、それでも充分に有利に戦えるとヘルムは言う。

　だがゾルザルは首を振った。

「いや、待て。あ奴らが野戦に応じてくれると言うのなら、野戦で行こうではないか。その方が城攻めより手っ取り早い」

　実際、城攻めは手間がかかる上に犠牲も大きくなる。それでも勝てるとは限らない。それに対して、野戦は数の多い方が勝つように出来ている。

　数という要素は「戦力」を勘案する上での基本なのだ。そこから割り引いたり、割り増したりする要素が、兵器の質だったり、作戦だったり、地形だったり、兵の士気だったり、指揮命令系統の優劣だったりするのである。

　そして、それらの要素の中で最も強い影響力を持つものこそが城郭の防御設備だった。

　これに頼って準備万端の状態で籠もられると、大軍であっても勝つことは難しくなる。その優位を自ら捨てて野戦に応じてくれると言うのだから、ありがたいくらいなのだ。

　ゾルザル派帝国軍とイタリカの正統政府軍は、兵器の質、指揮命令系統という点ではほぼ互角だ。従って野戦は、作戦の優劣や、兵の士気、そして兵の数を競うものとなる。すでに数の要素で敵をはるかに優越しているのだから、ゾルザルが野戦の方が都合が良いと言い放つのも理にかなっている。

　次期法務官にして、帝権擁護委員オプリーチニキ長を兼ねるアブサンが言った。

「ヘルム将軍。ご覧いただければわかるように、敵の数は約六千。これに対して我らは一万。正面からぶつかっても余裕で勝てますぞ」

　カラスタやミュドラもその意見には同意した。ラッパ手を呼び寄せて野戦の準備を伝えさせる。

　たちまちラッパ手の奏でる金管の音が響き渡った。兵士達は城攻め用に用意した梯子などをその場に置き棄て、隊列を整え直していく。

　陣列も、攻城の態勢から野戦用へ入れ替えられていった。弓きゅう箭せん兵へい達と、楯を構える歩兵達がその立ち位置を入れ替えた。

　兵士達は剣を抜き、槍を構え、矢を番つがえて気構えを野戦へと切り替えていく。

「テューレ、戦いが終わったら、お前が望むように男を十倍用意してやる。それを楽しみに待っていろ。ボウロ、テューレは後で処分するからどこかに閉じ込めておけ。それよりも今は皇帝だ。敵に籠ろう城じょうされるよりは、やり易くなったはずだ。失敗は許さんぞ！」

「はいでござりまする」

　ボウロは手下達にテューレを縛らせながら、ゾルザルに頭を垂れた。

「では、戦争を始めるとしよう」

　ゾルザルが指先だけで合図する。これを受けてヘルムが命令を発した。

「前進！」

　号令があちこちから轟いた。

「前へっ、進めっ！」

　静まりかえっていた兵士達が歩調を整え、軍靴カリガの響きをあげながら前進を開始する。楯を構え、その後ろに身を隠しながら、剣を、槍を構えゆっくりと進んだ。

　これに対して、正統政府軍の陣列はイタリカ城市の前に陣を構えたまま微動だにしない。

　数が少ないこともあって、守勢をとることに決めているのだろう。

「守勢をとるなら、何のためにわざわざ出てきた？」

　敵の拙せつ劣れつな指揮を罵倒するかのように呟くヘルムが「第一列。速歩！」という命令を発し、ラッパ手の奏でる金管の音色が戦陣に響いた。

　たちまち、最前列に置かれた方形陣の兵士達が歩調を早める。

　両軍の最前列の距離が瞬く間に狭まった。両陣営の後ろから頭越しに、凄まじい数の弓箭が放たれる。それは一瞬、空が暗くなるほどで、これが土砂降りの豪雨のように両陣営へと降り注ぐ。

「亀きっ甲こう隊形！」

　兵士達は身を寄せ合って楯を掲げ、その頭上を守った。

　方形の楯に矢が次々と突き刺さり、貫通した鏃やじりが楯を支える兵士の腕を傷つけた。

　あちこちで呻き声や叫び声が轟き、楯の隙間から飛び込んできた矢を、足や身体に浴びた者が次々と倒れていった。

「陣形を解けっ！　前へ進め！」

　ゾルザル派の将兵はさらに前進を開始した。

　両軍の距離はさらに縮まって相手の表情が見分けられる距離となる。この時初めてゾルザル派の兵士達は気づいた。自分たちの目の前にいるのはヒト種ではなく、様々な種族を寄せ集めた軍勢であることに。

「つっこめ！」

　兵士達が剣を振りかぶり、槍をしごきながら激突。

　鉄と鉄がぶつかり、剣刃から火花が散る。

　突き刺さった槍の柄がしなり、折れ、楯が戦せん斧ぷの一撃で叩き割られた。

　兜ごと頭が潰れ、兵士達の鮮血が大地に流れ、飛び散る。怒号と悲鳴の混在した、むき出しの暴力が暴風となって吹き荒れた。

「先頭、交代！」

　百人隊長の号笛が鳴る。すると最前列の兵士達が後ろに控えていた兵士達と入れ替わった。それに合わせるように敵側も最前列を後ろに退かせた。

　自らの血か、あるいは敵の血か。いずれにしても鮮血でその身体を汚した兵士達は隊列の後方へと兵士達の隙間を抜けて退いていった。

　そして、気力と体力ともに新鮮な兵士達が前進し、またぶつかり合う。叩き、ぶつけ、割り、弾く。あらゆる破壊の音が轟いた。

「くそっ！　ドワーフが相手かよ！」

　ゾルザル派の兵士達が苦情を言うように喚いた。

　力と力のぶつけ合い。叩き合い、斬り合い。そんな肉弾戦において、背が低いながらも骨太なドワーフが振り下ろす戦斧は、地を割るほどの勢いがある。体重があるために鈍重だが、激突した際の衝力は数人をまとめて弾き飛ばすほどだ。ドワーフという種族は、こうした正面からの肉弾戦で非常に優秀な戦闘員と化すのだ。

　ゾルザル派の兵士達は、数には劣るものの個々の戦闘力に優れた彼らを前にその突撃を止められることとなってしまった。




「敵の陣中に、ピニャ殿下の旗印が見えます！」

　斥せっ候こうの報告にゾルザルは右側の眉を上げた。ピニャの性格であれば、きっと最前線で指揮を執っていると思っていただけに意外だった。

「なんだと？　アレを指揮しているのはピニャか？」

「はい」

「ヘルム。戦いづらいか？」

　ヘルムはピニャ率いる騎士団の一期生である。彼がここまで昇進することが出来たのも、ピニャの騎士団で培われた基礎があったからとも言える。

「いえ。ピニャ殿下が相手ならば、敵に不足はありません。戦いにくいと手を抜いたら、ピニャ殿下にお叱りを受けてしまうでしょう」

　ゾルザルはそれを聞いて、ふっと笑った。

「そうか。ならばピニャにお前の力を存分に見せてやるがよい」

「はっ」

　頷いたヘルムは伝令兵を呼び寄せると命じた。

「間かん断だんなく新手をつぎ込むぞ。騎馬隊！　ケンタウロス隊！　前へ！」

　再びラッパ手の金きん管かんの音が鳴り響いた。

「百歩後退！」

　その号令に、最前列で戦っていた兵士達はあっという間に逃げ出した。

　追撃のために陣列から離れてしまう正統政府軍のドワーフ達。戦闘の興奮に我を忘れているのだ。だが、鈍重な彼らでは帝国兵には追いつけない。

　懸命に走っても距離がどんどん開いていく。息が切れ、疲れ、その上に陣形は崩れた。その側面に馬蹄の音を轟かせてケンタウロス族と、騎馬兵の群れが槍の穂先を揃えて襲いかかる。

　ドワーフ兵達はたちまち馬上槍の穂先にかけられ、馬蹄で蹴散らされてしまった。












　　あとがき






　他の作家さんはどうかわかりませんが、私の作品には自分の願望や欲望がぎっちり詰まっています。つまり作中に登場する女性の多くは、良くも悪くも私が好むタイプと言えるのです。

　そんなわけでロリィなお嬢さんから妖よう艶えんな大人、人魚からケモノっ娘こ、巨乳から微乳と、ストライクゾーンがやたらと広い柳内です。

　こんにちは。このたびは『ゲート　自衛隊　彼の地にて、斯く戦えり　４．総撃編（下）』を手に取って下さり、誠にありがとうございます。

　さて、ストライクゾーンが広々とし過ぎて、どこに投げてもワンストライクとられてしまう私なのですが、それでも「それは暴投だ」と、ボール判定したくなるこだわりがあります。

　一般受けしないので作品中で描写することは極力避けているのですが、私は「歩く姿」にこだわります。

　私は歩く姿が颯さっ爽そうとした女性が、大好きなのです。歩く姿にこそ、その人の内面が表れると思います。

　もちろん外見は繕つくろえます。歩く姿も訓練で綺麗に出来ます。

　モデルさんなんかがそうですし、自衛隊などでも最初に歩き方の訓練をします。一定の歩幅で歩くように、歩道に印までしてありました。しかし繕うため、飾るためでも、そうやって身につけた折り目正しさが骨の髄ずいまで染みこんだ時、内面までも磨きあげられているのだと思うのです。

『ゲート』に登場する女性キャラは、疲労している時とか、その時の心理状態を表わす特別な描写をしてないかぎり、ほとんどが整った歩き方をします（と思って下さい）。

　もちろんその姿は様々です。

　小さな歩幅で健気に歩いて実に可愛らしかったり、しずしずと優ゆう雅がだったり、モンローウォークとでも言うべきか、とにもかくにも色っぽかったり。

　そんな中でヴィフィータは、背筋がすらっと通り、気性が男っぽいため歩幅は広め。踵かかとの高い靴を履いているのに膝もすっと伸びている。そこに来てテンポ良く闊かっ達たつに足を出すため、健軍一等陸佐と並んで歩いても、抜かさず遅れず同じペースで歩けたりします。

　無神経な男は、女性と並んで歩く時に、ついつい女性をおいてきぼりにします。

　健軍もそういうことを無意識にしているタイプです。

　過去、彼についていこうと、小さな歩幅で頑張った女性もいたと思われますが、淡々と同じテンポで歩いてしまういかにも軍人な健軍を追うことに疲れ、やがては諦めたのでしょう。悪い男ではないのに彼がこれまで独身でいるのは、そんな理由もあったと思います。

　ですが彼にも、ようやく隣を歩く女性が現れました。いつの間にかいなくなっている、ということもなく隣を普通に歩いてます。

　健軍のことです、今は「おや？　なんか違うな」程度にしか思ってないでしょう。

　でもそんな違和感が、全てのきっかけになるだと思います。
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